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「ほぎゃーっ、ほぎゃーっ」

　赤ん坊らしい泣き声。しかし、泣いているのはただの赤ん坊では無かった。

　黄金をそのまま使ったかのような金の髪に、このタロスヘイムの王城に使われている石材の様に白い肌。そして頭の上にピンク色で三角形の耳と、お尻の上には短い尻尾が生えている。

　因みに、ラムダには豚の獣人は存在しないらしい。

「気がつくとライフデッドが灰になっていて、この子が泣いていたと」

「そうなんだ」

　ドラン水宴洞から戻り、ライフデッドの様子を見に来たヴァンダルーを出迎えたのはバスディアの腕に抱かれた赤ちゃんだった。

　どうやら、ドラン水宴洞に行っている間に胎児が十分に育ち、同時にライフデッドの魔力が切れてしまったらしい。

「まあ、ライフデッドの方は別にいいです。元々、用が済んだら葬るつもりでしたし」

　遺灰をゴーレムにして纏める。あのライフデッドは魂も無く、心臓が動いているだけの存在だったのだ。胎の中の、自分の生まれ変わりを育てるための。

「それで、この子が無事産まれた訳だが……泣き止んでくれなくて困っていたんだ」

「ほぎゃーっ！　ほぎゃーっ！」

「ちょっと見せてもらって良いですか？」

「勿論だ」

　よっこいしょと赤ん坊を受け取る。するとその途端泣き止んだかと思うと、赤ん坊はじっとヴァンダルーを見つめた。

　その視線を受けながら、赤ん坊を観察する。

「……うん、面影がある」

　顔はライフデッドと霊の面影があるし、鼻の形は人間だ。あと、しっかり『彼女』である。男しかいないノーブルオークではない。

「今から詳しく調べるから、ちょっと我慢して」

「うっ」

【霊体化】で身体の一部を霊体にして、彼女の身体の中を調べる。内臓の数、骨の形、それ等もオークとは違い人に近い。

　流石に機能が人種と同じかどうかは、今は分からない。でも明らかにオークやノーブルオークでは無い。

　しかし完全に人種とは言えないようだ。ノーブルオークと同じ金の髪に、瞳も青い。それに耳と尻尾を見れば一目瞭然。

　今はただの赤ん坊だが、育てば他にも色々人離れした事が出来るようになるかもしれない。

　種族はノーブルオークハーフだろうか？

「ステータス、見られますか？」

「あむ～」

　とりあえず、彼女は想像しなかった異形の姿に「話が違う！」と怒っている訳ではないようだ。ヴァンダルーの髪を引っ張ってあむあむと咥えている。

「あのー、もしかしてお腹が空いています？」

「ヴァン、赤ん坊に話しかけても分からないと思うが……？」

　それまで見守っていたバスディアに聞かれて、彼女に視線を向け──ようとして「あうっ！」っとヘッドロックされた。

　赤ん坊とは思えない程力が強い。両手で抱え込むようにして固定された頭から離れそうにない。

「俺は産まれた後、結構早くから記憶がありましたから。もしかして彼女にも通じると思って」

「そうだったのか。だが、この子には通じていないと思うぞ。言葉が分かるなら、私の話を聞いて泣き止んでもいいはずだ。しかし全く聞くそぶりも見せず、ヴァンが来るまで泣き続けていた」

「じゃあ、記憶が戻るまで時間がかかるのかもしれませんね」

　ヴァンダルーは産まれてから、割とすぐ記憶が戻った。しかしそれはロドコルテ──一応は神の手によるもので、彼女はヴァンダルーが初めて行った術で転生したのだ。

　記憶が戻るまで数か月か、数年の時間がかかるのかもしれない。

　まあ、元々死後数か月経っていた霊だったし、記憶や意思に欠落が生じて上手く戻らない可能性も十分あるのだが。

「とりあえず、母乳はビルデ達に前もって頼んであるのでそっちに行きましょうか。バスディアはまだ出ないでしょう？」

「……えっ？　私？」

「はい、妊娠してますよ。ちゃんと胎児を守るマジックアイテムを付けてくださいね」

「本当か、ヴァン!?」

「本当です、おめでとうございます。定期的に経過を見せに来るように」

「あむあむ、ちゃぁっ！」

　こうしておめでたい事が一度に二つ分かったのだった。
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　冬の清んだ空気とやや弱い太陽の光の中、ヴァンダルーはライフデッドから生まれた彼女の生まれ変わりと一緒に、昆布を干していた。

「では実験を始めます」

「あいっ」

　干し始めたばかりの昆布に、水分を抜く【枯死】をゆっくりかけながら【老化】を緩やかにかける。

　この時加減を間違えると乾燥しすぎてパラパラと崩れたり、時間が経ちすぎて塵になったりするので要注意だ。

　頭痛と発熱に耐えながら術を制御する事一分少々。丁度良くなったので術を解いて乾燥した昆布を回収する。

「では実食準備」

「あいっ」

　廃墟の中から見つけた魔道コンロの上に鍋をセットし、水と昆布を投入。そして着火。

　すると、徐々に出汁が出て来た。

　十分に出汁が出たらお湯が沸騰する前に昆布を取り、鍛冶師のダタラに作ってもらったお玉で汁を一掬い。小皿によそって、冷まして一口。

「うん、良い出汁が出てる」

　満足して具のワカメや山菜を入れて、味噌を溶いて味噌汁にする。

「美味しくできた」

「うー、うー」

「パウヴィナにはまだ味噌汁は早いかな」

「あうー……」

　しょぼんとするパウヴィナ……ノーブルオークハーフに生まれ変わったライフデッドの彼女を「よしよし」と慰めながら、ヴァンダルーは昆布出汁の成功と新発見に満足していた。

　本来なら生物を老化させ、最終的に老衰で殺すための【老化】の術を使いながら昆布を干すと、一分ほどで二十五年程干した高級干し昆布になる。画期的な発見だ。

　通常なら二十五年かかる物が一分で出来上がるのだから。因みに、何故二十五年なのかというと、確かそれぐらいの時間干して熟成させた昆布は、通常の干し昆布より高級品であると地球では扱われていたような記憶があったからだ。確か、旨み成分がどうにかなるのだったと思う。

　本当に旨み成分が増えているか確かめる術がないし、ヴァンダルーも高級昆布から出汁を取った味噌汁を飲んだ事はないので、全て思い込みである可能性も否定できないが。

「あうー」

　尚、最初は記憶がまだ戻っていないと思われていたパウヴィナだったが、実は産まれた直後からある程度記憶を取り戻していた。

　しかしそれはヴァンダルーが危惧した通り、とても断片的で自分の名前も思い出せない様子だった。

　覚えていたのは死体をライフデッドにされた事と、ヴァンダルーに助けられた事。後半については「利用された」でもいいと思うが、彼女はヴァンダルーに恩を感じ、更にとても懐いていた。

「んむ……」

　ただ、記憶はある程度戻っても精神年齢はほぼ子供だった。パウヴィナの場合はヴァンダルーの様な転生者と違い、前世の事を少し覚えているだけの子供だ。

　これから再び育って、大人になって行くのだろう。

　……きっと大きくなるだろう。生後三か月目にして、身長が三歳のヴァンダルーに迫っている。彼が小柄である事を差し引いても、凄い成長速度だ。

　これもノーブルオークの血が混じっているせいか。

　パウヴィナに高い高いをされながら、ヴァンダルーは、「俺は新種族を創り出すマッドサイエンティストでも気取っているのだろうか？」と自嘲した。

　ヌアザ達からは「まさに我々を生み出した女神ヴィダの如き御業！」と喜ばれているのだが。これはいよいよ予言の御子の看板が下ろせなくなりそうだ。

　違うのなら、今の内に神託か何かでいってくれると嬉しいです女神様。

「今のところ全て順調に進んでいる」

「うー？」

「うん、鰹節以外はね」

　パウヴィナの成長は順調だ。大人になるまでどれくらいかかるか分からないが長くて十数年ぐらいだろう。健康面も問題無いし、こうして仲良くやれている。

　彼女を利用して生まれ変わらせた以上、ヴァンダルーは彼女の新しい人生に責任があるのでしっかり面倒を見る予定だ。

　パウヴィナの誕生と同時に判明したバスディアの妊娠だが、こちらも経過は順調だ。まだ妊娠三か月を過ぎていないから慎重に診ているが、マジックアイテムの効果は問題なく発揮されている。

　ピアスも気に入ってもらえて何よりだ。

　パウヴィナとバスディアの様子を見るために現在はダンジョン攻略を再び中止しているが、日帰りできる距離の魔境に皆と行って、訓練も続けている。皆の【詠唱破棄】スキル習得のための修行に付き合ったり、リバーシやジェンガ、魚醤や味噌を作ったり。全て順調だ。

　唯一躓いているのは、鰹節作りだった。なんと、このラムダには燻製の概念が存在しなかったのである。

　干し肉等があるからてっきり燻製もあるだろうと思い込んでいたが、無かったらしい。ローストビーフは勿論、ベーコンやハム、ソーセージにウィンナーもこの世界には存在しないのだ。

　カチア達から聞いたが、この世界の干し肉は塩漬けにした肉を天日に干した物らしい。

　お蔭でヴァンダルーは鰹節を作るための燻製施設を、独学で作らなければならなくなったのだった。

　やっと火を使う許可がダルシアから出たヴァンダルーだったが、初めて自分の手で行う調理らしい調理が、「聞きかじった程度の知識で燻製器から作る鰹節」とは難易度が高い。

「オリジンで和食に詳しい西洋人の霊からは話を聞いたけど、鰹節作りの専門家じゃなかったからなぁ」

　干して、炭を作って、燻製にする。その過程でただの燃えカスになったり、中が生だったり、失敗作ばかりが出来上がっている。

　発酵食品なら、材料をセットして【発酵】を唱えるだけで終わるのだが。

　この分だとベーコンやウィンナー作りの時も苦労しそうだ。オークという格好の材料があるのに。いや、まだスパイスが足りないか。

「とりあえず、そろそろ降ろして」

「うーっ」

　いや、まだするの。そんな様子のパウヴィナに高い高いをされつつ、ヴァンダルーは三度目の人生で迎える四度目の冬を過ごしていた。
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　試食を終えたヴァンダルーは、干し昆布や鰹節以外の個人的に作っていた物を持って、自室に向かった。

「ようやく、満足できる色と艶が出せるようになりました」

　彼が作っていたのは、食べ物ではない。マニキュアである。

　干し昆布や鰹節とは違い、この世界にはマニキュアや口紅、頬紅等の化粧品が存在する。そのマニキュアを何故手作りしていたのかと言うと、彼女が愛用していたマニキュアが残っていなかったからである。

「これで、ザンディアの爪を塗る事が出来ます」

　左手首しか残っていないタロスヘイムの第二王女、〝小さき天才〟ザンディア。彼女は生前爪を赤く染めていた。

　赤とは血、そして太陽でもある。つまり生命の象徴だ。そんな理由もあって、彼女は爪を染める色に赤を選んでいたらしい。

　しかし、タロスヘイムがミルグ盾国に滅ぼされてから約二百年経つうちに、ザンディアが好んでいたマニキュアは失われてしまった。現物は経年劣化で、製法は知っている者が残っていないために。

　それでヴァンダルーが作っていたのである。巨人種アンデッドに他のマニキュアの作り方を聞いて、それを参考にし、材料を集めて調合した。

【錬金術】スキルは、調合にも若干の補正がかかるのか、思ったよりも早く完成させる事が出来た。

「早速塗ってみましょう。ただいま」

『お帰りなさい、ヴァンダルー。ねえ、ザンディアさんの手首について、話したい事があるのだけど……』

　部屋の扉を開けたヴァンダルーを、起きていたダルシアが迎える。そして、丁度良くザンディアの手首について話があるようだ。

「彼女の手首がどうしました？　マニキュアなら、これから塗る所ですが」

『それが……私が起きたら無くなっていたのよ』

「無くなる？　手首が？」

　思わずそう聞き返しながら、ヴァンダルーはザンディアの手首を保存していた場所、ベッドの横のサイドテーブルの引き出しを見る。

　彼が部屋を出る時はしっかり締められていたはずの引き出しは、開きっぱなしになっていた。駆け寄って中を覗き込むが、残っているのは手首の下に敷いていた布だけだ。

「確かに、無くなっていますね。でも、一体誰が持ちだしたのやら。まさか手首に足が生えて、勝手に動くはずは無いですし」

『私が起きた時は無くなっていたの。でも、時々妙な物音が聞こえて……霊の人達に聞いても、変なものはいないとしか教えてくれなくて』

　おかしいわねと、ダルシアが困惑した様子で首を傾げた。

　小さな骨の欠片に宿っている霊の彼女は、欠片が入った布袋の真上から動く事が出来ない。そのため、自分で探す事が出来ないのだ。

　そのため代わりに周囲を漂っている霊に聞いたようだが、要領を得なかったらしい。

「霊への質問は、答えが保証されませんからね。変なものはいなくても、変じゃない何かがいるかもしれません」

　いい加減な霊だと、もしネズミやトカゲ、ヘビがベッドの下に潜り込んでいたとしても、「変なものじゃない」と思って気に留めないかも知れない。

　だからヴァンダルーは、ベッドの下を覗き込んでみた。【闇視】スキルを持つ彼は、ベッドと床の僅かな隙間も見通す事が出来る。

　その隙間に、ザンディアの手首が落ちていた。

「……おや？」

　もしかして、部屋に入り込んだ小動物がザンディアの手首を引き出しから持ち出し、ベッドの下に運んだのだろうか。そう思ったヴァンダルーの見ている前で、ザンディアの手首がピクリと動いた。

「……ほほう」

　ピクリと動いて、そのまま五本の指を使って床を這いずって近づいてくる。

「なるほど、霊が言う通り、変なものはいませんね」

　ザンディアの手首は元々この部屋にあったものだ。それが引き出しからベッドの下に移動したところで、気にしない。

　そしてベッドの下から出て来たザンディアの手首を、ヴァンダルーは両手で抱き上げた。

「母さん、ザンディアが見つかりました。自然にアンデッド化して動き出しただけだったようです」

『まあ、そうだったの。見つかってよかったわ。でも、それはそれで大変な事なんじゃないかしら？』

「そうですね。とりあえずボークスや、皆を呼びましょう」

　ザンディアの手首がアンデッド化した。その知らせにまず生前からの知り合いのボークスが、そしてヌアザが駆けつけ、ザディリスやバスディア達もそれは一大事だとやって来た。

「それで坊や、勝手にアンデッド化したらしいが、あり得る事なのか？」

「はあ、理論上はあり得る事ですね。実際に見たのは初めてですが」

　ヴァンダルーの周囲には、彼に魅了された無数の霊が常に漂っている。そのため、本来なら彼の周りはアンデッドが非常に発生しやすい環境のはずなのだ。

『ヂュウ、多くの霊は主の周りで侍る事しか考えていないため、主の命令無く勝手にアンデッド化する事は稀なのです』

『でも、おかしいって訳でも無いですからね。坊ちゃんもアンデッド化しないよう命令していた訳ではないでしょうし』

　骨人とサリアが、そう説明を補足する。

「なるほど。ところで、皆ザンディアの手首に興味があるのか？　私は、母さんと名前が似ているから、ではなく、ヴァンの婚約者っぽいのが現れたかと思って来たのだが」

　そうバスディアに問われると、『勿論です』とリタ達が頷いた。

『将来の奥様候補かもしれませんからね！』

『坊ちゃんに仕える者として、当然です！』

　どうやら、骨人達が来たのはそう言う理由らしい。その向こうにいるヴィガロは、「我は暇だったから来ただけだが」と言いながらボークス達に囲まれているザンディアの手首を興味深そうに見ている。

「まあ、本人かは限らんようじゃがな。どうじゃ。ボークス？」

　そうザディリスが問うと、それまでザンディアの手首に話しかけていたボークスは、骨だけになった方の頭部を指でかきながら答えた。

『言葉は通じるが、何を聞いても分からねぇそうだ』

　ボークス達はザンディアの手首に、彼女が生前知っている事を質問していたのだ。イエスなら指で床を一回、ノーなら二回たたいて返事をするように指示して。

　結果、手首は会話の内容は理解しているようだが、ザンディアの記憶を持っていないと言う事しか分からなかった。

『単に忘れているだけって事もあるだろうが……坊主、もう一度こいつに宿っている霊を見てくれ』

　ボークスがひょいとザンディアの手首を持ち上げ、ヴァンダルーに近づける。霊を見る事が出来る彼は、何かに宿っている霊の正体も、目を凝らせば見抜く事が可能だ。

　じっと、自分に触れようと五本の指をワキワキ蠢かせる手首を見つめるヴァンダルー。

「うーん、すみません、何度見ても分かりません。相当古い霊なのは確実ですが」

　しかし、そのヴァンダルーの眼でも霊が古すぎて判別が出来ない。霊は死後、時間が経てばたつほど自分自身の姿を含めた記憶を失っていくため、古い霊は淡く光る球体や火の玉のような、見ただけでは生前どんな姿だったか判別できない形状になってしまう。

「ただ、俺以外の人の言葉も理解できるのなら、人か相当知能の高い魔物の霊だと思います。ザンディアの霊かは、分かりませんが」

『そうか。まあ、嬢ちゃんの可能性があるのなら、とりあえず様子を見るか。坊主、任せたぜ』

　そう言って、ザンディアの手首をヴァンダルーの頭の上で放す。手首は、指を使ってヴァンダルーの頭を掴んで着地した。

「任せたって、良いんですか？」

　大きな手にアイアンクローをされているような見た目になったヴァンダルーに問われて、ボークスは肩をすくめて答えた。

『元々、坊主に任せていただろうが。そいつも俺より坊主の方に懐いてる。坊主が良ければ、今まで通り頼む』

「分かりました」

　ヴァンダルー自身に、特に不満は無かった。ただの手首か、アンデッド化した手首か。それだけの違いでしかないのだから。

「とりあえず、名前を付けましょう。ザンディアの手首では長いし、もし別人の霊が入っていたら、将来ザンディアの死体を取り返した時に、ややこしい事になりますし」

「もし本人の霊だったら、どうするのじゃ？」

「その時は、分かった時点でザンディアに改名すれば大丈夫でしょう」

　ザンディアの手首も、改めて名前を付けられる事に不満は無いらしい。頷いているつもりなのか、中指を上下に動かしている。

「では、ザンディアの左手でレフディアと言うのはどうですか？」

　ザンディアの手首は、ヴァンダルーの頭の上で握り拳を作り、親指だけを真っ直ぐ立てた。サムズアップ、つまりＯＫという事らしい。

　しかし、バランスを崩して落ちそうになり、ヴァンダルーが【念動】で掴み止める。

「それではよろしく、レフディア。とりあえず、爪にマニキュアを塗りましょう」

　こうしてヴァンダルーには、左手首だけの婚約者（仮）のレフディアが出来たのだった。
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　探索は困難を極めていた。

　何とか比較的安全に山脈を越えるルートを割り出したが、結局手下の従属種の内三分の一が途中でやられた。

　そして越えた後の探索も困難だった。

「ここまで面倒とは思わなかったわ」

　そうため息混じりに言うエレオノーラ達の目的はダンピールの殺害だが、別に【ダンピールレーダー】とか【ダンピール探知】だとか、そんなマジックアイテムや魔術が存在する訳ではない。

　だからまずダンピールが率いて行った数百匹のグールが作る集落を探す事にした。山脈を越える途中で半分程になっているかもしれないが、それでも二百匹は生き残っているだろうと推測して。

　二百匹が生活する集落を造るとしたらそれなりの規模だ。しかもグールは高所に適応している訳でもなければ、切り立った崖が得意な訳でもない。平地だ、それも今は開拓地になっている密林魔境に環境が近い平地を選ぶに違いない。

　そう推測して使い魔を放って探した結果……一匹も見つからなかった。

「全く、何処に行ったのかしらね。まさか霞のように消えた訳でもあるまいし」

　足元で倒れたまま動かない従属種吸血鬼に持ってきた聖水をかけながら、エレオノーラは溜め息をついた。本当に使えない。主人も使えないが、その従属種も使えない者で揃っているのは、本当にどういう事なのか。

「地下に潜ったのかもしれんぞ。洞窟も探してみるか」

　セルクレントの顔にも憔悴の色が浮かんでいた。使えない手下が何人死のうが構わないが、この使命を果たさないと出世どころか命が無いので必死なのだ。

「それにしてもグールの食料が必要だから、出入りは多いはずよ。それともまさか……山脈を越えた時点で用済みだから始末でもしたのかしら？」

　可能か不可能かはさて置いて、それなら使い魔や、連れてきた従属種吸血鬼の三分の一が命を落とすような懸命の捜索でも見つからないのも納得だ。あのダンピールは生後一年未満であの名高き狂信者、ゴルダンの捜索から隠れきったのだから。

　一人なら必要な食料の量高が知れるし、それこそ地に潜るのも容易いだろう。

「それよりも死んだこいつ等の霊がダンピールに俺達の情報を漏らしている可能性は無いのか？」

　霊媒師らしいダンピールへの対策として、出来るだけ殺さず死なずの方針でエレオノーラもセルクレントも捜索しているが、それでも境界山脈の合間に在る魔境は一筋縄ではいかない。

　運悪くドラゴンに遭遇する等して、既に残りの従属種の数は三分の一に減っていた。そうして死んだ場合は、死体に聖水をかけ霊が地上に残らないようにしているが、何分彼らは霊を見る事は出来ない。

　アンデッド化していないただの霊を見る事が出来るのは、霊媒師ジョブの持ち主だけなのだ。

　そのため霊が本当に死体の周囲にいるのか分からない。とっくに霊がダンピールの元に馳せ参じた後だったとしても、気が付けないのだ。

「幾らダンピールが霊媒師でも、顔も名前も知らない相手の霊を召喚できるものではないわ。可能性は低い……そう思いたいわね」

「そうか……だがどうする？　これ以上何処を探せばいい？」

「そうね、だったらタロスヘイムの跡地に行くのはどうかしら」

　二百年前、アミッド帝国がミルグ盾国の軍を使って滅ぼさせた巨人種の国。彼らの派閥を仕切る三人の原種吸血鬼の内グーバモンが利用し、テーネシアも一部関わっていた。

　今ではきっと、巨人種のアンデッドが出現する魔境となっている事だろう。

「廃墟とはいえ使える建物も残っているかもしれないし、開けた場所に一から作るよりも集落を興しやすいかもしれない」

　ダンピールが知っているとは思えないが、タロスヘイムの近くにはダンジョンもある。それを使えば効率よく食料を得る事も出来るはずだ。

　しかしセルクレントは良い顔をしない。

「いや、だがタロスヘイムはアンデッドで溢れているはずだ。とても集落を作る事などできはしない」

　その顔を見て、エレオノーラはセルクレントを今すぐ殺したい衝動に駆られた。

　何故セルクレントがタロスヘイムに行くのを嫌がるのかというと、至極つまらない理由だった。

　エレオノーラに主導権を握られたくないのだ。

　セルクレントが失態を拭い、以前の立場に戻るためには「ダンピールの抹殺に成功する事」は勿論だが、更に「エレオノーラではなく、それが自分の手柄」でなくてはならないのだ。

　使命を果たしても、エレオノーラの言う事を聞いて果たしたのでは、それはセルクレントが彼女の犬になり下がったという事であり、更に言えば「いちいち指図されなければダンピール一匹始末できない無能」と言う事の証明になりかねない。

　邪神派の吸血鬼の社会は、上る者には媚び、落ち目の者には徹底的に叩く事が常なのだから。

　使命の達成を優先するなら、セルクレントを立てて動くしかない。

　しかし、エレオノーラにはそれが解っていても出来ない理由がある。ビルカインの親衛隊である彼女がセルクレントの下に付く事を是としたという事になり、それにあの原種は耐えられないのだ。

　筆舌尽くしがたい仕置きを受け、また治らない傷を増やされる。それは御免だ。だからエレオノーラは、この哀れな男に堕ちるところまで堕ちてもらおうと決めた。

「そう、なら私だけで偵察して来るわ」

　今までエレオノーラがセルクレントと共に行動していたのは、手数が必要だったからだ。従属種吸血鬼を作る許可をビルカインから与えられていない彼女は、手足になる存在が使い魔しかいなかったから。

　しかし、ここまで役に立たず数も減った手足なら無くても変わらない。だからセルクレントから離れて動いても構わない。

「なんだとっ!?」

　しかしセルクレントは大いに慌てた。別れている間にエレオノーラがダンピールを始末してしまったら、彼にとっては使命失敗と一緒だ。

　逆に自分が手柄を独り占めするチャンスでもあるが、能力的にはセルクレントよりもエレオノーラの方が高く、従属種吸血鬼達が役に立っていないのに今更優位に立てるとは思えない。

「……いいだろう、タロスヘイムを調べようじゃないか」

　俺が許可を出すのだからなと、意味の無い体裁を繕うこの自分より何倍も生きている吸血鬼に構わず、エレオノーラは夜空に舞い上がった。




　しかし、二百年前のミルグ盾国軍の記録から割り出したタロスヘイムの跡地に着くと、エレオノーラは思わず目を丸くし、口を開けたまま立ち尽くした。

　こんな間抜け面をしたまま立ち尽くすなんて、吸血鬼になる前にもそうそうなかった。

「ば、馬鹿な」

「これは、幻ではないのか？」

　しかし、今のエレオノーラの姿をセルクレントとその手下に見られる心配は無かった。彼らも間抜け面をして呆然と立ち尽くしているからだ。

　彼らの度肝を抜いたのは、月と星の明かりに照らされた巨大な城壁だ。吸血鬼であるエレオノーラ達にはその威容を真昼のように視る事が出来た。

　白い石材を積み上げた壁には蔦の一本も張っておらず、崩れた場所どころか亀裂の一つも見られない。

「どう言う事、城壁はミルグ盾国の軍が、ミハエルが崩したはずよね？」

「そうだ、確かに……あの時は、門は砕かれ、城壁も二箇所が崩壊していたはずだ。例えそれが間違いだったとしても、手入れも補修もする者がいないのに何故ここまで……」

　愕然としたままセルクレントはぶつぶつと呟いていたが、次第に冷静さを取り戻したようだ。

「そうか、アンデッドだ。タロスヘイムのアンデッドがこの城壁を補修したのだ。アンデッドは疲れ知らずだからな、二百年もあれば出来るだろう」

　しかし、彼が導き出した答えはエレオノーラにはとても正しいとは思えないものだった。

「アンデッドが、城壁の修理と維持を？」

　アンデッドは基本的に生産性と社会性に乏しい。単に強い者に従っている場合や、生前の上下関係を引きずっている場合は組織的に動くが、多くの場合はただ群れているだけの烏合の衆だ。

　そのアンデッドが二百年の時間があったとしても、掃き掃除や皿磨きなら兎も角、城壁の修理という高度で大規模な一大事業をここまで完璧にやり遂げられるだろうか？

　とても可能だとは思えない。もし可能なら、世の全ての幽霊屋敷や幽霊船はピカピカに輝いている事だろう。

　彼女がセルクレントに「あんた正気？　気でも狂ったの？」とでも言うような目を向けるのも無理もない。

「それ以外に何だと言うのだ？」

　しかし、その質問にエレオノーラも答える事は出来ない。

　この城壁は魔物の手によるものでないのは明らかだし、タロスヘイムの跡地をオルバウム選王国が占領し、新しく町を作ったという情報も無い。

　いや、私達の目的はタロスヘイムの奪取でも占領でも無い。ダンピールの抹殺だ。

「……中を探るわよ」

　幸い、城壁には見張りは立っていないようだった。門には何匹か巨人種のアンデッドが居るようだが、空を飛ぶことが出来る貴種吸血鬼には関係ない。城壁を飛び越えればいいだけの話だ。従属種達は鉤爪でよじ登ればいい。

　しかし、城壁を越えた後もエレオノーラ達の驚きは続いた。

　明かりと音に乏しいタロスヘイムの町は、ゴーストタウンを思わせる侘しさを漂わせている。しかし、その異常さに気が付くのには一目見れば十分だ。

「崩れている建物が、無い？」

　タロスヘイムの建物は、綺麗に並んでいた。大きく頑丈に設計された石造りの物ばかりとはいえ、二百年……それも酷い戦争で滅ぼされた後、放置されていたのに。

「まさか、これもアンデッドの仕業だとでも言うの？」

「な、なら何者の仕業だと……そうだっ！　きっとダンピールだっ、奴が手下のグールに……！」

「グールが巨人種のサイズに合わせて石造りの家をそのまま修繕した、と？」

「…………」

　セルクレントを黙らせたエレオノーラだが、彼女自身も誰がこの町を整えたのか推測も出来なかった。

　頭によぎったのは、実は二百年前のミルグ盾国軍から逃げ延びた巨人種が数百人存在していて、若しくはハートナー公爵領を頼って逃げ出した連中が戻ってきて、彼等が二百年かけてタロスヘイムを復興させたという推測だが、それも考えづらい。

　もしそうだったとしたら、何故この町はこんなに静かなのか。

「セルクレント様、微かですが明かりが見えます」

「何っ!?　王城の方向か。よし、行くぞ」

　度々突きつけられる異様さに動揺せずにはいられないが、それでも使命が優先だ。

　そう思考を切り替える彼女達だったが、王城の前の広場に近づくと三度愕然としてしまった。

『中々進まないのね』

『でも、流石にこれは坊ちゃんに作ってもらう訳にも行かないだろうし』

『ヂュウ、ヌアザ殿達も春までには完成すると言っていました、それまで楽しみに待ちましょう』

　造りかけの石像らしきものを見ている、妙な形のリビングアーマーやスケルトン。

『今度こそ俺が勝つぞ』

『いやいや、まだまだ若いもんには負けんわい』

　パチンパチンと見た事も無い盤上遊戯に興じながら、焼き菓子を齧る巨人種のアンデッド達。

「フゴー、旨そうに焼けた」

「俺の、ミソで」

「俺は魚醤」

　串刺しにした肉をフライパンで調理し、食べている黒いオークと黒いゴブリン。

「このフカヒレって、味が無いな」

「でも美容には良いって聞いたわよ。スープの具にすると美味しいし」

　腕を組んで歩くグールの男女。

「ジャンケン、ポン！」

「あっち向いて、ホイ！」

　やはり見た事も無い遊びか何かをしている、犬の頭をした人種の様な魔物。

「これは、一体どういう事なの？　グールは分かるけど……見た事も無い色のオークやゴブリン、犬頭の魔物。それにアンデッドが同じ空間で、まるで人間の町のように呑気に過ごしているだなんて」

　セルクレントから真面な答えが返って来ない事は解っていたが、口に出さずにはいられなかった。

　目の前の光景は、エレオノーラの常識からそれほどかけ離れたものだった。

　異なる種族で社会を営むのは人間だけではなく、魔物も同様だがその場合は強者が支配し弱者が隷属するという形以外には殆どない。

　特に、アンデッドの場合それすら不可能だ。

　基本的に生前の人格を保っているような高位か、下位でも稀有な個体以外は命ある者なら人だろうが魔物だろうが無差別に殺し喰おうとするのがアンデッドだ。

　それが大人しく、穏やかに過ごしている。

　全てのアンデッドが高位アンデッドなのか？　それにしてもあり得ない！　人格が残っていても、凶暴でない訳ではないはずだ。

「わ、分からん。どういう事だ？　まさか誰かにテイムされているのか？　馬鹿な、アンデッドはテイム出来ないはずだっ！」

　小声で怒鳴るセルクレントの言う通り、アンデッドはテイムできない。それは吸血鬼だろうが、人種だろうが変わらない。

　過去優れたテイマー系ジョブを持つ者達が何度もアンデッドをテイムしようと試みたが、エルダーリッチの様な上位アンデッドは勿論、リビングボーンやリビングデッドといったランク１の最下級アンデッドすらテイムできなかった。

　そして成果の出ない幾多の試みの結果、アンデッドは虫系の魔物と同様にテイムできない魔物である事はこの世界の常識になったのだった。

　ただ、例外がある事をエレオノーラ達は知っていた。

「まさか、ここに邪神……いや、女神の加護を得ている者がいるの？」

　ザッカートをアンデッドにして蘇らせた女神ヴィダや、エレオノーラ達が奉じる〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカのような邪神悪神の類の加護を受ける者は、アンデッドを創造し支配する事が出来る可能性がある。

「他の邪神派の吸血鬼が……いいえ、ヴィダよ。女神ヴィダの加護を得ている者がいるわ」

　エレオノーラの目には、修復されたヴィダの神殿が映っていた。邪神や悪神の加護を得ているなら女神の神殿を修復する事等あり得ない。

「馬鹿なっ」

　セルクレントは目を剥いて戦慄いた。女神ヴィダの加護を受ける者、それがもし彼らが恐れる女神ヴィダを奉じる原種吸血鬼だったら……。

「セルクレント様っ、今の内に逃げるべきですっ」

「まだ誰も我々に気がついていません、撤退しましょう！」

　隠れ潜んだまま従属種吸血鬼達が口々に撤退を訴える。もしここにヴィダ派の原種吸血鬼が居るなら、彼らが見つかった時何が起きるのか。それは明らかだ。

　圧倒的な力による、一方的な殲滅。

　貴種であるセルクレントや、エレオノーラが居ても関係ない。それほどまでに原種と貴種の間には圧倒的な差が存在する。

　そうでなければビルカインやテーネシアの様な敵を内外に作りやすい人格の持ち主が、何百人もの貴種吸血鬼を十万年以上支配できるはずが無い。

　それはビルカインから拷問を受けたセルクレントや、直接取り立てられたエレオノーラの方が従属種達よりも解っている。

　二人とも今すぐ撤退したかったが、それが出来ない事情も同時に見つけてしまっている。

「待ちなさい、アンデッドやゴブリンに混じってグールが居るわ。きっと、ここにダンピールが居るのよ」

　タロスヘイム以外の場所をいくら探しても見つけられなかったグールが、何匹も居る。それから考えれば、ここに居るグール達がミルグ盾国からダンピールに率いられて山脈を越えて来た者達に違いない。

　なら、当然ダンピールもここに居るはずだ。

「ダンピールを始末せずに逃げたらどうなるか、分かっているわね？」

　撤退を提案した従属種吸血鬼達が、元々血の気の薄い顔を更に白くして押し黙る。

「ダンピールを探すぞ。確か、奴の名はヴァンダルーと言ったはずだ。エレオノーラ、適当なグールを捕まえて聞き出せ」

「言われるまでも無いわ」

　ヴィダの加護を得ている自分達より格上の存在にばれる前に、速やかにダンピールを始末して逃げる。

　セルクレントに対する呆れも嫌気も捨てて、エレオノーラはその困難な目標を達成するために動き出した。
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　公衆浴場からの帰り道、タレアは毛皮で作ったコートで冬の夜の寒さを防ぎながら歩いていた。

「ふぅ……最近冷えるようになりましたわね」

　太陽の都と言われていても、タロスヘイムの冬は彼女が以前暮らしていた密林魔境よりも冷える。決して彼女がここ数年で寒さに弱くなったわけではない。

　それにしてもと、タレアは通りで娯楽を楽しみ食事を取るグールやアンデッド達を見て思った。

　豊かになったものだと。

　タレアの感想を聞いたら、異議を唱える者は多いだろう。実際、彼女達の生活を一見しただけでは豊かには思えない。

　着ている服は布で出来たものは極少数で、殆どが魔物から剥ぎ取って鞣した皮や毛皮製の服ばかりで、まるで蛮族のよう。物々交換による原始的な経済環境であるため、商店の類も無い。

　煌びやかな劇場も知識の詰まった書物を売る書店も、美食を提供する飲食店も何も無い。

　しかしヴァンダルーが作りだした諸々がそれを覆す。

　人間の町では富裕層の娯楽である盤上遊戯──単純だが面白いリバーシを作り、無料で配っている。

　それ以上に貴重なのが、数々の調味料だ。

　密林魔境で暮らしていた当時から彼が作っていた胡桃のソースは、ドングリのクッキー同様魔境で作っている事以外はそう珍しいものでは無い。

　しかしタロスヘイムに来てから彼が作った……発明した魚醤や味噌は、衝撃的だった。更にはそれまで薬としてしか使われてこなかった生姜を、そしてタロスヘイムに移住してから発見したワサビという植物を調味料にした。

　そしてそれらを作り、必要な量を配給。それ以上欲しい場合は冒険者ギルド跡で交換している。

　ヴァンダルー本人はそれがどれ程の事か分かっていない。タレア自身でさえ、正確に分かっている自信は無い。

　しかし、調味料を好きなだけ使えるのは富裕層だけの贅沢なのだ。

　貧しい庶民は塩を節約しながら使うのがやっとで、砂糖は滅多に口に入らない。最近は多少ましになったそうだが、タレアが人間だった二百年以上前は都市部でもそうだった。

　それがここでは誰もが手に入れられる程度の交換レートに設定されているのだ。

　もし味噌や魚醤を人間の町で売ったら飛ぶように、それも高値で売れるに違いないだろう。最近は更に昆布出汁、未完成だが鰹節という物も作り始めている。

　勿論、グールの種族的特性による少子化問題を解決に導いたのも忘れてはならない。

　タレア個人としては、タロスヘイムに在った公衆浴場を全て修理してくれた事が一番嬉しかったが。庶民にとって肩まで湯船に浸かる入浴も、調味料を贅沢に使う食事と同じく贅沢なのだ。

「ヴァン様が居る限り、私達グールは向こう千年の繁栄が約束されたも同然！」

　そう自信を持って確信できるだけの事を、ヴァンダルーはしてきた。

　しかし、だからこその懸念がある。

「そのヴァン様とどうやって距離を縮めようかしら」

　タレアは戦闘員では無く、魔物の素材から武具を作る武具職人だ。だからヴァンダルーがダンジョンの攻略や武術の修行に打ち込むと、必然的に会える時間が減ってしまうのだ。

　ヴァンダルーは身体が小さくて身に付けられる防具が皮や毛皮の服ぐらいしかなく、武器も自前の鉤爪を使っているのでタレアが彼のために武具を作る機会は今のところ無い。

　今は、パウヴィナがある程度育ち、バスディアが無事に妊娠三か月を超えるまで遠出は控えると言っているが、春の前にはまたダンジョンに行くはずだ。

「距離を感じますわ、私とヴァン様の間に距離を。レフディアが現れた時も、私はその場に居ませんでしたし」

　タレアが町に残っている間も、バスディア達はヴァンダルーと生死を共にする濃密な時間を共にしている。最近はカチアという元冒険者のグールも動きが妙だし、次のダンジョン攻略ではザディリスも同行するという。

　そしてザンディア王女の左手首がアンデッド化し、レフディアが誕生した事が、彼女の危機感に火をつけた。

　巨人種アンデッドから今も支持を受けるタロスヘイムの王族の一部。彼女は今もヴァンダルーの周囲を這いまわり、頭や背中に張り付いている。文字通り、彼にべったりだ。

　拙い、とても拙い展開だ。

「私に娘でも居れば良かったのですけど、産んだのは息子ばかり……いっそ今から作る？　まだ私は二百六十過ぎだもの、そういう手も……ああ無理ですわ、ヴァン様の前で他の男の子を産むなんて！」

　現在、成り行きでヴァンダルーは産婦人科医師のような事をしている。そのため、タレアが彼に近づくために娘を産もうとすれば、ばっちり知られる訳である。

　それは耐えられない羞恥であった。バスディアが何故そんな事が出来るのか、さっぱり分からない。

　当人に聞けば「別に行為をしている場面を見せる訳ではないのだから、気にする事ではないだろう」と平気な顔で言う。

　この辺り、生粋のグールと元人間のグールの違いだろうか。

「やはり私自身が？　でもそれでヴァン様に引かれたら意味が……あら？」

　こん、ころろん。丁度建物と建物の間に在る路地を通りかかった時、タレアの足元に小石が転がって来た。そして、ふと路地に顔を向けると女が居た。

　月明かりだけの暗がりも十分見えるグールの視覚が災いし、タレアはその女の紅い瞳をはっきりと見てしまった。

「その、ヴァン様について話してもらえる？」

　紅い瞳の、赤毛で白い肌の女。一目でこのタロスヘイムに居るはずの無い人物と分かる容姿だが、タレアが抱いたのは警戒心でも恐れでもなく、親愛の情だった。

「勿論ですわぁ……」

「ありがとう、こっちで話しましょう？」

　とろんとした顔のタレアは、そのまま女……エレオノーラに誘導されるまま路地に入って行った。




　通りを歩くグールの中から、ヴァン様と言っていた女グールをエレオノーラは選んだ。特に強そうではなかったし、ヴァン「様」と言うのだからダンピールの事だろうと思っての事だったが、どちらも当たりだった。

　抵抗らしい抵抗も無く魅了の視線の効果に囚われ、誘い出す事に成功した。

　そしてダンピールの情報も聞き出す事が出来た。

「ヴァン様は、お城に居ますわ。元々は大臣だったか、将軍だったか、そういう方が使っていた部屋で眠っている筈ですわ」

　これでダンピールの居場所は分かった。王城に住んでいて、それでいながら国王が使っていた部屋ではないという事は、やはりアンデッドを従えている上位の存在が居るのか。

「そうなの。それで、女神ヴィダの加護を受けている者はこの町にいるの？」

「加護……？」

　エレオノーラの質問に首を傾げるタレア。魅了の視線の効果で、エレオノーラを仲の良い家族のように感じているタレアだったが、知らない事には答えられない。

　しかし、「仲の良い」相手からの質問だ。出来るだけ答えたいという心理が働く。

「それはきっとヴァン様ですわ」

　だから、こう答えるのも当然だった。二百年以上前に十代で人間を辞めたタレアは、アンデッドはテイム出来ないという常識を知らない。更に、彼女にとってヴァンダルーがアンデッドをテイムできるのは当然の事だった。出会った時から彼はアンデッドを仲間にしていたのだから、それに付いて考察する理由が無いのだ。

　その上でヌアザ達巨人種アンデッドからヴァンダルーが神託や預言の「御子」と呼ばれ敬われている事を思い出すと、やはりヴァンダルーの事を聞いているのだろうという結論に至る。

「なっ！　あのダンピールがっ……!?」

　それを聞いたエレオノーラ達吸血鬼の間に衝撃が走った。

　彼女達が始末しようとしているダンピールは、既に女神ヴィダの加護を受けている。だとしたら、このタロスヘイムに存在するグールだけでは無く、アンデッドもダンピールの手足という事になる。

「拙い……このままでは拙い。なんとしても始末しなくては……っ」

　邪神派の吸血鬼が恐れる事の一つ、ダンピールが組織を作り上げる事が既に完璧なまでに実現している。

　グールに加えて、無数のアンデッドがダンピールの支配下にあるとすればその数は千を優に超える。

　そんな一大戦力が、堅牢な城塞都市を拠点にしている。警備はまだザルだが、それもアンデッドが増えれば吸血鬼でも簡単には潜り込めない警戒網が完成するだろう。

　そんな組織と拠点を作り上げる時間をダンピールに許したセルクレントは、この事がビルカインに知られれば使命を完遂できたとしても厳しい叱責を受ける事を避けられない。

　あの部下に無関心なグーバモンでさえ、彼を粛清しかねない大失態だ。

　だから思わず声を出してしまうのは分からなくはないが、黙っていろとエレオノーラは彼を手で制した。

「始末？　何を始末しますの？」

　タレアがセルクレントの声に気がついて反応した。エレオノーラの「魅了の魔眼」は、対象を即座に永続的な洗脳状態に置けるほど強力では無い。

　聞きたい情報は全て聞き出したが、今この女に騒がれると拙い。

「気にしないでいいのよ、ただの独り言だから。色々教えてくれてありがとう、あなたのお蔭で本当に助かったわ」

「うふふ、私もあなたの力になれて良かったですわ」

　幸い、エレオノーラは逸れたタレアの意識を自分に向け直す事に成功した。

「そろそろ疲れて来たでしょう？　今日は私の部屋に泊まって行って。さあ、横になって」

「そう言われると……なんだか瞼が重くなってきましたわね。じゃあ、失礼して……」

　石造りの空き家の部屋に、タレアは欠伸をしながら横になると瞼を閉じ、すぐに眠ってしまった。

　そして従属種吸血鬼の一人が剣を抜き、無防備なタレアに向かってそれを振り下ろす。

　ぼぎん！

「ぐぎゃあっ!?　エ、エレオノーラ様っ、何を!?」

　しかし、刃がタレアに届く前に従属種吸血鬼の腕は、エレオノーラの細い手で圧し折られてしまった。

「貴様、何のつもりだっ!?　そのグールは用済みの筈だっ、始末して何が悪い！」

「悪いに決まっているでしょう、セルクレント。あなたは何を聞いていたの？」

「霊についてなら、殺した後すぐに聖水をかければいいだけの事だ！」

　激高するセルクレントに、エレオノーラは額に手を当ててため息をついた。吸血鬼になって病や体調不良から縁遠くなった彼女だが、彼と話していると頭痛が絶えない。

「あのね、貴方の手下が死んだ時とは違うのよ。このグールはダンピールに心酔している。死んだら、喜んでダンピールの元に馳せ参じるはず。その前に聖水をかけてグールの霊を浄化できれば、ダンピールに告げ口するのは防げるわ。でも、あのダンピールはアンデッドをテイム出来る。このグールの死体に適当な霊が乗り移ってアンデッド化し、動き出さないと何故言い切れるの？　ここにはアンデッドが何百……下手をすると千以上いるのよ」

　霊を聖水で浄化したからといって、死体がアンデッド化しないとは限らない。きちんと弔うか徹底的に破壊するかしなければ、死体は魔素に犯され適当な霊が中に入り込みアンデッド化してしまう。

　そしてアンデッド化は周囲に他のアンデッドが存在する時、発生しやすいとされている。

「それはそうだが、アンデッド化したところで何の問題もあるまい。なってもリビングデッドが精々だ、言葉を話す事も出来ん木偶に何が出来る」

　霊がタレア本人のものでなければ、エレオノーラやセルクレントの事を誰かに告げて警告を発する事も出来ない。しかし、そんな事は解っている。

「そのリビングデッドが他のグールやアンデッドに見つかったらどうなると思うの？　見た限り、ゴブリンですら言葉を話して随分賢そうに見えるわよ」

　話を聞き出す過程でわかったが、このタレアというグールはこのコミュニティの中でも立場のある人物らしい。そんな人物がアンデッドになってフラフラしているのが見つかれば、大騒ぎになるはずだ。

　その騒ぎのどさくさに紛れダンピールを殺す事は出来るかもしれない。しかし、その後生きてこの町から脱出出来るかは怪しい。

　勿論、アンデッド化出来ない程死体を燃やす、聖水をかけて浄化する手段もあるが、どちらも出来ない理由がある。

　セルクレントやエレオノーラに、音や煙を出さずに死体を燃やす術に心当たりが無い。死体を燃やす煙に気がつかれて騒ぎになったら本末転倒だ。

　聖水については、単純に残りの量が少ない。どうせこの女グールが目覚める時には自分達はここから逃げている。なら、ダンピールを殺す時やその後逃亡する時に必要になる可能性がある以上温存しておくべきだ。

「……チッ、さっさと腕を治せっ」

　それがやっとわかったのか、セルクレントは舌打ちをすると、折られた腕を抱えて呻いている従属種にそう吐き捨てた。

　わざわざ気を使って治らない腱ではなく治る腕を折ったのだから、礼の一つも要求したいが黙っておく。どうせ期待できない。

「行くわよ」

　すやすやと眠っているタレアを残してエレオノーラ達は、標的の居る王城に向かった。彼女が目覚める時には全てが終わり、自分達が逃げた後だろうと確信して。




　王城に入り込む事は簡単だった。見張りらしい見張りが殆どいなかったからだ。

　ダンピールは余程自分の実力に自信があるのか、それとも無警戒なのか。

「どうやって始末する？」

「音を出せば外のアンデッドに気付かれるわ。それに、ここに来た以上グーバモンが欲しがっていた〝剣王〟ボークスの死体も確認しなければならないし。私の魔眼で惑わして連れて来るから、貴方達が首を刎ねなさい」

　魅了の魔眼を使っている間は、常に対象の目を見ていなくてはならない。何かの拍子に視線が逸れてしまったら効果が解けてしまう。確実性を求めるなら、自分以外の手を借りた方がいい。

　それにセルクレントの親である原種吸血鬼グーバモン。彼は英雄と呼ばれる者の死体を収集し、アンデッドにしてコレクションする趣味を持っている。

　二百年前のタロスヘイムが滅びた戦争でも、何体もの英雄の死体を収集していた。ただ、〝剣王〟ボークスの死体は運悪く回収役の吸血鬼が〝氷神槍〟のミハエルと遭遇してしまい、失敗している。

　エレオノーラには別にグーバモンの趣味を助けなければならない理由は無いが、機嫌を損ねたい相手では無い。一応の配慮が必要だ。

「すでにアンデッド化している可能性が高いと思うけど」

「だろうな。しかし、確かめなくてはなるまい。ミハエルに敗れたとはいえ英雄のアンデッドだ、アンデッド化していてもかなりの高ランクの筈。なら幾らなんでもダンピール如きの配下にはなっていないだろうが、居場所を知っているかもしれん」

「分かったわよ、ダンピールを誘い出すついでに聞き出すわ」

　ボークスの骨の欠片でもあれば、グーバモンに粛清されずに済むかもしれない。その望みに賭けているためか、セルクレントの目には追い詰められた者特有の危険な光が宿っている。

　自暴自棄になられると道連れにされかねない。嫌な奴だが協力してやった方がいいだろう。

　エレオノーラは、見張りの一人も立っていない扉から音も無く滑り込むようにして部屋の中に入った。

「っ!?」

　そして、その瞬間ダンピールと目が合った。

　驚いて目を見開くが、考えてみれば好都合だった。エレオノーラは念のために扉に入る前から【魅了の魔眼】を発動していたため、ダンピールはすぐにその影響下に置かれる。

　その証拠に既に瞳から意思の輝きが消え、生気の無い死んだ魚のような瞳になっている。

「あなたがヴァンダルーね？」

「はい、俺がヴァンダルーです」

　名前を聞くと、素直にそう答えた。白い髪に、混血を表すオッドアイ。そして名前。間違いない、この子供が標的のダンピールだ。

　しかし、エレオノーラはこの時違和感を覚えた。このダンピールには、本当に【魅了の魔眼】が効いているのかと。

【魅了の魔眼】の影響下にある対象は、まるでほろ酔い気分の酔っぱらいのように顔が弛緩し、そして口調もゆっくりとしたものになる。

　だがこのダンピールの顔は、無表情だ。それに、口調もしっかりとしている。

　それに、虚ろなはずの瞳に妙な力強さを感じる。あの瞳を見ていると、まるで深淵を覗きこんでいるような寒気と、それでいて妖しげな何かを感じる。

（まさか、私の魔眼が対抗レジストされた？　そんな事、精神耐性スキルのレベルが余程高くなくては不可能なはず。幾らダンピールが【状態異常耐性】と、ダークエルフの【魔術耐性】を持っているからといって……【精神汚染】スキルの可能性もあるけど、それなら会話も出来ない程の狂人になっていなければおかしい。そんなようには見えない。でも、確認した方がいいわね）

　自分の魔眼に絶対の自信があるエレオノーラだったが、このダンピールはヴィダの加護を持つ存在だ。警戒して当然の相手。

「ねぇ、私の事をどう思う？」

「はぁ……綺麗な人だなと思いますが」

「そう、嬉しいわ。私と友達になってくれる？」

「……俺で良ければ喜んで？」

「じゃあ、私達が奉じる邪神ヒヒリュシュカカを称えてくれるかしら？　素晴らしい神様だって」

「はぁ……」

　ダンピールはエレオノーラに言われた様に祈るように手を組むと「邪神ヒヒリュシュカカは素晴らしい神様です」と称えた。

　そして黙ってエレオノーラを見つめ返す。

　どうやら覚えた違和感は杞憂だったらしいとエレオノーラは思った。

（ダンピールが正気ならすぐ私が吸血鬼だと気が付いて警戒するはず。それに、ヴィダの加護を得ている者が邪神を称えるなんて正気ならまずしないわ）

　特に最後の要求は魔眼の影響下にでもなければ、まず実行しないだろう。このダンピールはまだ幼児の筈だが、情報によれば頭が良いはずだし、自分を配下にキングや御子と呼ばせている。プライドも高いはずだ。

　最初は不気味に思ったが、可愛いものじゃないのとエレオノーラは微笑んだ。後は、情報を聞き出したらセルクレント達の所に連れて行けばいい。

「あなたがアンデッドをテイムしているのよね？　どうやっているの？　何時から女神の加護を得たのかしら？」

「その通りですが、どうやっているのかと聞かれても……まあテイム出来ましたし。加護については……神託の事ですか？」

　驚いた。加護だけでは無く、女神から神託まで受けていたのか。このダンピールは女神から注目され、きっと今も見守られているに違いない。

　このまま始末するのは危険なのではないか？　そんな思考を反射的にエレオノーラは抱くが、たとえその通りだったとしてもビルカインの命令に逆らう訳にはいかないと、その思考を打ち消す。

「そう……じゃあ、〝剣王〟ボークスについて知っているかしら？　今、彼は何処にあるのか教えてくれる？」

「ボークスなら、謁見の間に居るはずですが」

「居る……？　彼はアンデッドになっているの？」

「はい」

　予想通り、〝剣王〟ボークスはアンデッド化しているようだ。しかし、死体が在ったはずの謁見の間に今もいるという事は、このダンピールもテイムしていないのだろう。流石に英雄のアンデッドは手に余ったか。

　回収は諦めた方がいいだろう。セルクレントが試みるなら、勝手にやってもらうしかない。

「後は……このお城や町はどうやって直したの？　大分壊されていたはずだけど、アンデッド達に直させたの？」

「いえ、俺がゴーレムを作って直しました」

　ゴーレム？　霊媒師だけでは無く錬金術師のジョブまで持っているというのだろうか？

　もっと正確に聞き出した方が──

「おいっ、何時まで時間をかけるつもりだ」

　何時の間にか、セルクレントも部屋に入り込んでいた。その後ろには、従属種達まで続いている。

「聞き出すべき事はもう全て聞き出したのだ、もう用は無い」

「……私がこの子を誘い出す手筈だったはずだけど」

「黙れっ、その貴様が何時まで経っても来ないから来てやったのだ」

「短気ね」

　セルクレントは苛立ちを隠そうとせずギリギリと牙を剥き出しにするのが、視界の端に見える。もしかして威嚇しているつもりなのか？

　魅了の魔眼の効果を維持するために視線をダンピールに合わせ続けなくてはならないのだから、目障りな事は止めて欲しいのに。

「この子はもしかしたら私達にとって有益な存在かもしれない。アンデッドをテイムする方法や、ゴーレムを使って廃墟を修復した方法を聞き出した方が役に立つわ」

　アンデッドをテイムする方法が女神の加護なら、このダンピールを殺せばいよいよ女神の怒りを買い、魔境の奥深くに潜むヴィダ派の原種吸血鬼達が動き出すかもしれない。

　それにゴーレムを使って廃墟を修復する方法を聞きだし、それを利用すれば確実に役に立つはずだ。このダンピールがタロスヘイムに来て一年と経っていない。その短期間で城塞都市を全て修復したのだとすれば、小さな砦や城ぐらいなら一月で建てる事が可能かもしれない。

　その戦略的価値は計り知れない。それぐらいはこの男でも分かるだろう。

「……エレオノーラ、貴様正気か？　我々が受けた命令はそのダンピールを殺す事だ。それが最優先であり、他の事は全てそれを果たした後の事だ。たとえそのダンピールがどんな秘密を知っていようが、希少なスキルを持っていようが、関係ない」

　しかし、セルクレントがエレオノーラに説いたのは原種からの命令には絶対服従という組織の在り方だった。

　そしてそれは正しい。セルクレントの言う通り、ビルカインでもグーバモンでも最も重視するのは命令の遂行だ。それ以外は付属物であり、命令の遂行無くして評価される事は無い。

「正気かとはどういう意味かしら？」

「言葉通りの意味だ。まさか、情でも湧いたか？　俺には貴様がそのダンピールを殺すのを躊躇って、先延ばしにしたいがために尋問を繰り返しているように見えるがな」

「そんな事……ある訳がないっ。私を愚弄するつもり！」

　思わず声を荒げるが、それは怒りからではなく動揺からだった。そして、セルクレントの的外れなはずの指摘に、動揺している自分に驚く。

（馬鹿なっ、今更罪悪感を覚えたとでもいうの？　そんな感情、ビルカイン様に忠誠を誓った時に捨てたはずっ！）

　家族から売られ、鉱山送りになり、そこをビルカインの下部組織に拾われ、飼育された。厳しい訓練を受け、成績の悪い者が見せしめとして生きたまま血を搾られるのを、何度も見て来た。その中には、エレオノーラと仲が良かった子も少なくなかった。

　同じ境遇の仲間同士での殺し合い、密告の奨励、理不尽な理由で行われる拷問、それらを繰り返しやっとの思いで吸血鬼になる事が出来た。

『いいかい、エレオノーラ。世の中には上に立つ支配者と、踏まれる弱者の二種類しか存在しない。君も支配者になりたければ、誰かを踏まなければならないよ。だって、支配者とは下にいる者がいて初めて支配者たるのだからね。平民を一人も支配していない王様なんて居ないだろう？　だから、虐げられ搾取されるのが嫌なら、君が誰かを虐げ搾取するしかない』

　彼女を拷問しながら、ビルカインはそう語って聞かせた。その声と傷跡は、今でも彼女の心と身体に残っている。奪われたくないから奪え、嬲られたくなければ嬲れ、殺されたくないなら殺せ。それこそが自分を守る唯一の方法であり、真理の筈。

　だから目の前のダンピールを殺す事に躊躇いなどないはずだ。人殺しなど、今まで何度もしてきている。友人や仲間に裏切られ、裏切り、殺されかけ、殺して来た。その自分に何を今更。

「そこまで言うのなら、あなたや手下共にやらせればいいじゃない。私にだけ働かせて、自分達は案山子のように立っているだけなの？」

　そう挑発すると、びくりと従属種達は震え、お互いに視線を合わせ、一歩動いた。後ろに。

　誰もダンピールに近づこうとしない。まるで、何かに気圧されているかのようだ。

「エレオノーラ、貴様がやれ。でなければ、貴様がダンピールを殺すのを拒否したとビルカイン様に報告するぞ」

「っ！　貴様っ……」

　この時、視線をセルクレントに向けないために、エレオノーラは多大な精神力を使った。自分の数々の失態を棚に上げて、何様のつもりだ。鉤爪で喉を切り裂いてやりたい衝動を覚える。

　だが何の事は無い、このダンピールを始末すればいいだけの話だ。

「こっちに来てくれる？」

　そう、ずっと視線を合わせていたダンピールに呼びかける。その瞳は何処までも虚ろだ。

　この子を殺す。簡単だ。近づいて来たところを、剣で突くか鉤爪を振るえばいい、柔らかい腹を爪先で蹴り破っても構わない。重武装の騎士でも単純な力技で殺せるだけの力を、エレオノーラは持っているのだから。

　こんな子供を殺す事なんて、虫を潰すのに等しい行為だ。

　すたすたと、無造作にダンピールが近づいてくる。動悸が激しくなるのが抑えられない、呼吸が乱れる。

　蹴りの間合いに入った。胸のあたりが苦しくなる。そうだ、蹴りは止めよう。爪だ、爪で始末しよう。

　爪の間合いに入って来た。手が震える、もう少し近くないと。でもこれ以上近づくと視線が外れる。後ろには邪魔なセルクレント達が居るから下がれない。

　仕方なくエレオノーラは、ダンピールを持ち上げる事にした。無造作に頭を掴み、このまま牙で首筋を刺し、血を吸って殺せばいいだろうと。

　そしてエレオノーラは至近距離でヴァンダルーの視線を覗きこんだ。

　相変わらず、その瞳には光が無い。虚ろだ、虚無で満ちている。

　だが彼女はその虚無の中に、何かが存在しているのを感じた。

　どんなに逃げても逃げられず、エレオノーラが何をしても絶対に避けられない、存在しない存在。

（ダメだっ！　この方に逆らってはいけない！）

　本能的な衝動に、エレオノーラは動けなくなった。肩で息をしたまま、ダンピールに牙を突き立てる事も出来ずに立ち尽くす。

　その時セルクレントが叫んだ。

「貴様等、やれっ！　エレオノーラごとダンピールを始末しろっ！　ヴァレンの屑にした時のようにな！」

「なっ!?」

　エレオノーラやダンピールに向かって突きだされる剣の切っ先。それが背中に深々と突き刺さる前に、彼女は前に向かって引っ張られたような形で、飛んでいた。

　さっきまでダンピールが寝ていたベッドに前転する形で突っ込む。

「チッ、反射的に避けたか。腐っても流石ビルカインの親衛隊だな。だが、その傷ではもう俺達に勝つ事は出来まい」

　エレオノーラの背には、心臓を掠る程深い傷が刻まれていた。心臓を完全に破壊されるか首を落されない限りそう簡単に死なない貴種吸血鬼でも、これほどのダメージを負えば動きは鈍る。

「ダンピール共々貴様を殺して口を塞げば、俺の失態をビルカインやグーバモンが知る事は無い！　死ねぇ！」

　セルクレントがそうベラベラと喋っていたのは、彼もエレオノーラ程ではないがダンピールが発する異様な気配を感じていて、自分と従属種達をそれから振り切るためだったのかもしれない。

　しかし、それが彼を最悪の末路へと導いてしまっていた。

「今、何て言った？」

　ああ、やっぱり魔眼は効いていなかった。

　エレオノーラは傷の痛みも忘れて、ダンピールを見つめ恐怖に硬直しながらもどこか安堵していた。

　今あの瞳に映っているのは、私ではないと。
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　時間は、少々遡る。

　ヴァンダルーは不意に目を覚ました。

「……霊が騒がしい」

　何かあったのだろうか？　ボークス達がダンジョンで無双して、大量の魔物の霊が流れ込んできた訳では無さそうだけど。

　そういえば、今日はダンジョンから戻って何時もの場所に居るはずだったか。

　そうなると何だろうか？　霊に直接聞いても、要領を得ない。

　まあ、きっと起きていた方が良いのだろう。ただ、今はまだ死の気配は感じないから災害指定を受けるような高ランクの魔物がタロスヘイムに迫っているという訳でも無さそうだ。

　とりあえず、のんびり待つか。もしかしたら、起きてしまったパウヴィナがやって来るだけかもしれないし。

「母さんとレフディアは、眠っているのか」

　ベッドの横に置いたサイドテーブルの上に安置されたダルシアの遺骨が入った袋は、静かだ。その下の引き出しの中に居るレフディアも同様。では、何をして待とうかと思っていると、ふと気配を感じる。

「……【生命感知】」

　やや広い範囲に感知魔術を放つと、幾つかの生命体が城に入って来るのが分かった。こんな時間に誰だろうか？　この術に反応があったという事は、アンデッドではないはずだから一体誰が？

　今の王城には、浴場を除けばヴァンダルーとパウヴィナにボークスぐらいしか居ないはず。ザディリスは今日ダンジョンを攻略中で、バスディアはビルデ達から育児について話を聞きに行ってそのまま泊まっている。

　タレアも王城で暮らさないかと誘っているのだが、今は工房の仕事が立て込んでいるらしく、同じ建物から離れられないらしい。とても残念がっていたので、仕事が落ち着いたら来てくれるだろう。

　それは兎も角、誰だろうか？

「もう一度【生命感知】……向かっているのは謁見の間じゃなくて、ここ？」

　と、いう事は自分に用があるのかと身体を起こす。

　ここで「やあ、待ちくたびれたよ」とか「遅かったね」とか言って出迎えると、悪役っぽいのかなとしょうも無い事を考えながら待つ。

　そうしていると、扉の前からやや強い死の気配を感じる。これは外にいる何者かが、ヴァンダルーに対して殺意を持っている事を意味する。

（誰だ？）

　そう思いながら、まず引き出しからレフディアを出して、ダルシアの遺骨が入った袋を預ける。

「これを持って、俺の背中に張り付いてじっとしていて」

　ＯＫと親指を立て、袋に着いた紐を指に引っ掛けたレフディアが、言われた通りヴァンダルーの背中に張り付く。

　感じる気配からはまだそれほど切迫した事態ではないと推測できるが、念のためだ。

　しかし、生きていて自分に殺意を持っている相手……転生者は幾らなんでも早いだろう。他に自分を殺す動機というと、エブベジアや山賊の関係者、ミルグ盾国の人間という事になるが、それも無いだろう。

　彼らが境界山脈を越えるのは難しいだろうし、暗殺者を雇おうにも引き受ける者が居ないはず。

　一番ありそうなのは魔物だが、タロスヘイムの周辺で城に忍び込んでくるような頭の良い隠密行動に長けた種族はいなかった。

（大穴でミルグ盾国の工作員とか？）

　凄腕のアサシン部隊とか、そういうのが居るのかもしれないし。そう思っていると、扉が小さく開きそこから滑り込むように女が一人部屋に入って来た。

（女？　しかも、顔も隠してない）

　入り込んできたのは、暗殺者や魔物には一見して見えない女だった。動きやすそうな衣服を着ているが、鎧や武器の類は見たところ身に着けていない。

　赤毛に白い肌の、二十歳を過ぎて一年か二年か、それぐらいの歳の美女だった。

　そして、美女は懐に仕込んだナイフを抜くでもなく、呪文を唱えるでもなく、顔を上げた。

「っ!?」

　そして目を見開く。どうやら驚いたらしい。忍び込んだ先で部屋の主と鉢合わせしたら驚くのも無理はないが、驚きすぎではないだろうか？

　しかし、美女は驚きからすぐに立ち直ったようだ。じっと、見つめて来る。

（凄い目力だなー）

　そう思いながらも、ヴァンダルーも美女から視線を外さない。一応彼女は部屋に不法侵入してきた相手だし、微妙に彼女から死の気配がするし、それに一種の「先に目を逸らした方が負け」的な勝負かなと思ったからだ。

　穴が空きそうな視線で、じーっと見つめ合う。すると、不意に美女が視線と口元を緩めた。

「あなたが、ヴァンダルーね？」

「はい、俺がヴァンダルーです」

　名前を聞かれたので、素直に答える。答えながら、ますます美女が何者なのか分からなくなった。

　しかし、徐々に美女から感じる死の気配……【危険感知：死】の反応が弱くなっている……？

「ねぇ、私の事をどう思う？」

　すると、何故かこんな質問をしてきた。

「はぁ……綺麗な人だなと思いますが」

　とりあえず当たり障りのない事を答えてみる。実際綺麗だし。

「そう、嬉しいわ。私と友達になってくれる？」

　そうしたら喜ばれた上、友達になってと言われた。これが街角なら逆ナンかと思うところだ。

「はぁ……俺で良ければ喜んで？」

　夜中に幼児の部屋に不法侵入する美女と友達になって良いのか甚だ疑問だったが、とりあえずイエスと答えておこう。断って怒り出したら怖いし。

「じゃあ、私達が奉じる邪神ヒヒリュシュカカを称えてくれるかしら？　素晴らしい神様だって」

　……何故か彼女が信じているらしい邪神を称えるよう言われた。この世界には誰もが神の実在を知っている。だから自己紹介の前に互いが信じている神に敬意を示すのが、人間社会の礼儀だったりするのだろうか？

　まあ、別にいいけど。ロドコルテとアルダでなければ、そのヒヒリュシュカカが何の神か知らないが口先だけで称えるぐらいなんでもない。

「邪神ヒヒリュシュカカは素晴らしい神様です」

　しかし、この美人さんは一体どういう存在なのだろうか？

　母さんに危害を加える様子もないし、俺を殺そうとする素振りもないし……まさか宗教の勧誘でも無いだろうし。

　もしかしてオルバウム選王国側の密偵か何かの可能性は無いだろうか？

　タロスヘイムが滅ぼされる際、第一王女と五百人ぐらいの国民がオルバウム選王国のハートナー公爵領に逃げている。彼女達は当然いつか故国の再興をと望むはずだ。

　そして彼女達を受け入れたオルバウム選王国側も、タロスヘイムの再興を望むはずだ。第一王女を取り込んで政略結婚やらなんやらで未来の国王を身内にし、タロスヘイムの属国化に成功すれば確実に利益になるはず。

　もうミルグ盾国側から軍勢を送り込むルートは無いから、魔物を防ぐ城壁と戦士が居れば国は維持できるし、近くには四つのダンジョンがあるので冒険者も大勢やって来るだろう。

　その実現のために、タロスヘイムの現状調査に乗り出したのではないだろうか。それで、辿り着いてみたら城壁や町、更に城まで修復されて、でもアンデッドや魔物が暮らしていた。しかも正体不明の『キング』までいる。

　それで彼女は今のタロスヘイムを実効支配している集団のキングにコンタクトを取りに来たのではないだろうか？

　交渉できる相手ならとりあえず交渉。ダメなら部屋の外の連中が始末するという算段を付けて。

　なんでその工作員に邪神の名を称えるよう言われたのか、その理由までは分からないが。

（参った。まさか密偵、人間が忍び込んでくるとは思わなかったからセキュリティが穴だらけだった）

　何せヴァンダルーのように【ゴーレム錬成】で崖に道を作りでもしない限り、山脈を数百人以上の規模で越えるのは難しく、オルバウム選王国側のトンネルも塞がったままだ。この状況で外から人がやって来る事を彼は想定していなかった。

　魔物は城壁を登れないし、そもそも巨人種アンデッドの気配に気が付いて寄りつこうとしない。

　そのため城壁は高くて頑丈だが見張りはいないし、町も城も多少の心得があれば簡単に潜入できてしまう。

　自分の迂闊さを呪いつつ、しかし相手が問答無用で殺しにかかるようなミルグ盾国の冒険者やアルダの狂信者よりも話せる相手らしい事に感謝した。

　とりあえず、そろそろ彼女に名前を聞いてみよう。

「あなたがアンデッドをテイムしているのよね？　どうやっているの？　何時から女神の加護を得たのかしら？」

　聞いてみようとしたら、質問されてしまった。しかも、思ってもみなかった質問だ。

（アンデッドのテイムをどうやっているのかって……特に特別な事はしてないし、態々聞くような事なのか？）

　弱ったアンデッドに特殊なボールを投げたり、倒したアンデッドが起き上がって仲間になりたそうな目でこっちを見てきたり、そんな事はしてないし起きてない。

　骨人達は自分で作ったし、ザディリス達グールとヌアザ達タロスヘイムの巨人種アンデッドは【死属性魅了】の効果で、ボークスは交渉の結果だ。そのため、ヴァンダルーには特別な事をしているという実感は無かった。

　この世界にはテイマーというジョブがあるので、そうおかしなことではないと思っていたのだが。もしかして数が問題なのか。確かに彼女から見れば千人以上テイムしているように見えるから、その秘訣やらコツやらを聞きたいのかもしれないと、ヴァンダルーは思った。

　アンデッドはテイムできないのが常識だとされている事を知らない彼は、質問の意図をそう解釈した。

（それに女神の加護って……ああ、ヌアザが受けた神託の事かな？）

「その通りですが、どうやっているのかと聞かれても……まあテイム出来ましたし。加護については……神託の事ですか？」

　そう聞き返すと、美女は驚いたようだが納得してくれたらしい。神が実在していても、神託というのはやはり珍しいのだろう。

　質問に質問を返す形になったが、不愉快には思っていないようで何よりだ。

　……おや？　ちょっとだけ殺意が復活したような気がする。

「そう……じゃあ、〝剣王〟ボークスについて知っているかしら？　今、彼は何処にあるのか教えてくれる？」

　考えている内に名前を聞く機会を逸してしまった。今度はボークスについてか。何故彼女がボークスについて気にするのか分からないが……もしかしてこっちの戦力を把握したいのかな？

「ボークスなら、謁見の間に居るはずですが」

「居る……？　彼はアンデッドになっているの？」

「はい」

　ボークスの居場所もアンデッド化しているかどうかも隠すような事ではないので、どちらも答える。すると美女は何故か少し考え込んでしまった。ボークス以外の英雄、ザンディアやジーナに関して質問は無いようだ。背中に張り付いているレフディアがピクリと動いた気がした。

　再び美女から感じる殺意が消えるが、部屋の外の気配は相変わらず【危険感知：死】に反応しているし、念のためにボークスや皆を呼んでおこう。虫アンデッドを起動して、下の部屋に来てくれるように頼んで……。

「後は……このお城や町はどうやって直したの？　大分壊されていたはずだけど、アンデッド達に直させたの？」

　すると城や町について聞かれた。廃墟になっていたタロスヘイムが修復されているのを見て、驚いたのかもしれない。

「いえ、俺がゴーレムを作って直しました」

　ゴーレムを作っての修理は、きっと一般的ではないのだろう。一体作るのに魔力が今でも数千、場合によっては一万以上飛んでいくのだから。理論上は可能でも、普通の錬金術師ならとても実行できないに違いない。

【ゴーレム錬成士】のジョブが未発見だったから、実行できるのは魔力が一億を超える俺ぐらいなのだろう。

　ゴーレムについて正しい知識の無いヴァンダルーは、美女がゴーレムと聞いて驚いているのをそう解釈した。

　すると、美女の背後で扉が開き苛立った雰囲気の男を先頭に、何人か入って来た。

（ん、事態が動いたな。とりあえず床をゴーレムにしておこう）

　入って来た男達は顔を隠しておらず、武器をまだ抜いていないもののしっかり帯剣していて、剣呑な目つきでこっちを睨んでくる。そういえば、美女も含めて全員瞳が紅い。

「おいっ、何時まで時間をかけるつもりだ」

　男は、その後もう用は無いから始末しろとか、物騒な事を言い出す。こちらに殺意や悪意を持っている事を隠そうともしない。その癖、自分では無く美女の方ばかり気にしている。

　これはいよいよ戦闘開始か。

　そう思うヴァンダルーだが、美女はヴァンダルーを見つめたまま男と口論を始めた。

「この子はもしかしたら私達にとって有益な存在かもしれないわ。アンデッドをテイムする方法や、ゴーレムを使って廃墟を修復した方法を聞き出した方が良いのではないの？」

　っと、言う。価値を認めてくれるのは嬉しいし、男を止めようとしてくれるのは助かる。だけどそれを当人の目を見ながら言うのはどうなのだろうか？

「……エレオノーラ、貴様正気か？　我々が受けた命令はそのダンピールを殺す事だ。それが最優先であり、他の事はそれを果たした後やればいい。例えそのダンピールがどんな秘密を知っていようが、希少なスキルを持っていようが、関係無い」

　美女の主張に対して、男は取り合わずにそう答えた。やっと美女の名前が判明したが、それよりも気になる事を聞いてしまった。

（ダンピールを殺す事が最優先？　っと、いう事はアルダの信者か？　オルバウム選王国側の工作員じゃない？　邪神云々は嘘か？）

　今までの推測は間違っていたようだ。しかし、男にしても自分の前でそういう事を平然と言うのはどうなのだろう？　余程自分の腕に自信があるのか、単にこっちを舐めてかかっているのか。

　どちらにしても不愉快だ。

「エレオノーラ、貴様がやれ。出来なければ、貴様がダンピールを殺すのを拒否したとビルカイン様に報告するぞ」

「っ！　貴様っ……」

　そして問答の末、エレオノーラは男にヴァンダルーを殺せと脅される事になった。今名前の出た、ビルカインという奴が余程恐ろしいらしい。

　しかし、このエレオノーラという人も問答をしている間もヴァンダルーから視線を外そうとしない。目が痛くならないのだろうか？　俺はちょっと痛い。

　そんな事を考えつつ、ヴァンダルーは彼女達にどう対処するかを決めていた。

　とりあえず全員生け捕りにしよう。

　殺した後霊から事情を聞いてもいいが、彼らがオルバウム選王国から派遣されてきたのなら生け捕りにした方が後々利用できるかもしれない。

　それはそうと、三度エレオノーラがこちらに殺意を持った。ビルカインの命令通りにヴァンダルーを殺すつもりなのだろうか。

「こっちに来てくれる？」

　どうやら決心したらしい。近づくように促してくる。

（仕方ない。近づいて、俺を殺そうとしたタイミングで……）

　そう思いながら近づいてく。蹴りの間合いに入るが、まだエレオノーラは動かない。殺意が急速に萎む。

　手を伸ばせば届きそうな距離まで近づいたが、まだまだ彼女は動かない。殺意が全く感じられなくなった。

　常時発動している【危険感知：死】を意識して使ってみても反応が無い。

　どうやら彼女はヴァンダルーを殺さないと決めたか、殺せなくなったようだ。これで彼女は敵ではなくなった。

　それに対して彼女の後ろの男達の反応が顕著だ。エレオノーラの反応が無くなったのとは逆に、反応が大きくなってきている。

　しかも、その矛先がヴァンダルーだけでは無く、エレオノーラにも向けられているようだ。

（組織内の派閥争いとかかな？　まあ、俺はともかく彼女にはいきなり殺される程の危険じゃないようだけど……あ、拙い）

　エレオノーラに近づいて、彼女が両手でヴァンダルーの頭を掴み持ち上げたところで、男達が動いた。

「貴様等やれっ！　エレオノーラごとダンピールを始末しろっ！　ヴァレンの屑にした時のようにな！」

　偉そうな男が血走った眼で叫び、手下の男達が剣を抜きエレオノーラごとヴァンダルーを殺そうとする。【危険感知：死】で感じた反応からの予想を上回る大きな動きに、反応するのが一瞬遅れた。

【念動】を使って、ヴァンダルーはエレオノーラごと後ろに飛んだ。レフディアが背中から後頭部に移動し、ベッドが軋み、傷ついた彼女の背中から血が飛沫を上げる。

　だが、肺に達しそうな傷も彼女に死を与える事はないようだ。それもそのはず、彼女も男達も吸血鬼なのだから。

　それにやっと気が付いたヴァンダルーは、エレオノーラの腕の中に居たまま、男達を見る。何か喚いているが、それはどうでもいい。

「今、何て言った？」

　ヴァレンの屑。生まれる前に殺されたヴァンダルーの父親、ダルシアの夫を屑と言ったのだ。奴らは。




「魅了の魔眼の効果が切れたぞ！　外のアンデッドを呼ばれる前に殺せ！」

　セルクレントは気圧されたのか、動きが鈍い従属種吸血鬼達に指示を飛ばしつつ、自らも剣を抜いた。ヴァンダルーが何を言っても、取り合うつもりはなかった。

　エレオノーラが傷を治癒させ戦闘態勢を整えたら、自分では敵わない。ダンピールがアンデッドを呼んだら、数で圧殺される。

　二人が手を組んだら最悪だ。

　今の内に何としても殺す！

　従属種吸血鬼達も、牙を剥き剣や鉤爪で二人を引き裂こうと殺到する。

「落せ」

　しかし、その瞬間足元から床が消えた。前もってヴァンダルーがゴーレムにしておいた床を、【ゴーレム錬成】で形を変え、即席の落とし穴にしたのだ。

「落とし穴だとっ!?」

「馬鹿なっ！」

　吸血鬼とベッドが、なす術も無く落下して行く。サイドテーブルの下の床だけが形を変えずそのままだったが、エレオノーラとヴァンダルーに殺到しようとしていた彼らは、それに気がつきもしない。

「こ、これは……？」

　重力に逆らってゆっくりと降りて行くベッドの上で、エレオノーラは愕然としていた。一瞬で多くの事が起こりすぎて、情報の処理が間に合わないのだ。

　背中の傷も気にならない様子で目を瞬かせる彼女に、こういう表情をするとキツさが無くなって可愛く見えると、ヴァンダルーはちょっと和んだ。

　ここで格好の良い事を言えたら良かったが、今は彼女より気になる対象が居る。

「ちょっと待っていてください」

　エレオノーラは別にいい。敵ではない。殺意を持って目の前に現れたが、ヴァンダルーが何かする前に自発的に殺意を喪失した。彼女も父の仇だったとしても、それが分かった時に対処すればいい。

　ヴァンダルーはセルクレントに視線を向けた。

「くっ、小癪な真似を！」

　飛行能力を持つ貴種吸血鬼のセルクレントは、一旦は落下したが空中で体勢を立て直しふわりと宙に浮いていた。

　従属種吸血鬼達も、無様に背中や頭から着地する者は一人もいない。流石は吸血鬼と言ったところか。

「早く殺せ！」

『おう、そうするぜ』

「っ!?」

　ざしゅっ！

　突然聞き慣れない男の声に返事をされたため、咄嗟に振り向いたセルクレントはそんな音を聞いた。

　そして剣を持った自分の腕と、膝の上から切り落とされた足が飛んで行くのが視界の端に見えた。

「ぐっ……があああああああああっ!?　きっ、貴様はっ！」

【斬空】で斬撃を飛ばした、彫りの深い顔が半分しか無い禿頭の巨人種が『大袈裟に喚くなよ』と嗤った。

『おっと、ワリィ。生け捕りにするんだったか？』

「ボークス、予定変更です。この人以外は皆殺しにしてください。でも、あれは俺にやらせてくれると嬉しいです」

『オウ、了解。それにしても何時の間にそんな別嬪口説いたんだ？』

「いえいえ、俺が口説かれたんです」

『マジかっ、こりゃあレフディアだけじゃヤバイな。早いところザンディアの嬢ちゃんを見つけないと』

　ボークスの言葉に、レフディアが抗議するように人差し指を上下させて、トトトトと音を立てる。

　そのレフディアはともかく、全身から尋常ではない殺気を発散するアンデッドを見つめて、エレオノーラは呟いた。

「け、〝剣王〟、ボークス。そんな、テイムしていたの？」

　二百年前の戦争で敗れはしたものの、竜種ですら一撃で首を落して見せたと伝わる巨人種の英雄。そして、今も貴種吸血鬼のセルクレントの腕と足を一度に切り落として見せた。

　そんな高位のアンデッドをテイムするなんて、あり得ない。テイムの難易度は、対象のランクと知能の高さに比例する。下手な竜種を上回る戦闘力に、会話が出来る高い知能。女神の加護があるとしても、その難易度は尋常では無いはずだ。

　だが、エレオノーラとは違いそれに気がつき驚く余裕の無い者も多かった。

「セルクレント様っ！」

「貴様等はアンデッドを抑えろ！　その間に俺がダンピールを殺す！」

『御意！』

　まだ十人程いる従属種吸血鬼達がボークスに向かい、セルクレントは何時の間にかエレオノーラの腕からすり抜けていたヴァンダルーに向かって、呪文を唱え始めた。
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　吸血鬼の中でも下位の従属種とはいえ、人間にとってその力は脅威だ。貴種のように魔術的な力は持っていなくても、高い筋力に鋭い反射神経、鉄も切り裂く鉤爪に首を落すか心臓を破壊しない限り死なない強靭な生命力と再生力を持っている。

　その上人間としての力、ジョブによる能力補正やスキル補正も持っているのだ。それを一度に十人以上敵に回すなんて正気の沙汰ではない。

「ぎゃああああああっ!?」

「か、壁から竜が!?　がはっ!?」

「せ、セルクレント様っ！　お助けぐふべ!?」

　それがなす術も無く蹂躙されていた。

『ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ』

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！』

　それをなしたのは、ボークスでは無くヴァンダルーの三歳の誕生日に贈られた恐竜の死体から作られた、恐竜アンデッドだった。

　大臣の執務室の真下に在った、無人の一階大広間。そこは既に壁も床もヴァンダルーがゴーレムにしている。

　そのため壁が自由自在に形を変えて通路と化し、そこから食堂に展示されていた恐竜アンデッドが突っ込んできたのだ。

　従属種吸血鬼達も不意を突かれた直後は狼狽えたが、すぐに戦況を立て直そうとする。しかし、彼らが立っている床は既にヴァンダルーによってゴーレムと化していた。

　床から伸びてきた腕に足を掴まれ、突然発生した穴に躓いて動きを止められ、その隙に恐竜アンデッドの牙や角が突き刺さる。

　ゾンビティラノサウルスの牙で上半身を食い千切られ、ゾンビアンキロサウルスの尻尾の直撃を受けて頭部を熟れた果物のように砕かれ、謎の単眼鱗猫ゾンビが虎並の巨体で引き裂き、噛みついたまま振り回す。

　反撃に転じようとすればその度に床や壁から拳が伸びて来て邪魔をし、動きが取れずにいるところにアンデッドが殺到する。

　そんな中、当初の指示通りにボークスに立ち向かえた従属種吸血鬼は三人だけだった。

『おらよ、【一閃】』

　そんな彼らに、ボークスはやる気のない声で魔剣を振るい、初歩的な武技を放つ。

「馬鹿めっ！　【鉄壁】！　【鉄身】！」

　それに対して、背負っていた盾を素早く構えた従属種吸血鬼が、盾術と鎧術の武技を発動させる。

　どちらも自身の物理防御力と魔術防御力を上昇させる、スキルがレベル５に達してやっと使える上位の武技だ。この武技の前には、【一閃】如きで振るわれた剣等小指の先ほどの傷も与える事は出来ない。

　ズバン！

　しかし、ボークスの魔剣は従属種吸血鬼の構えた盾も腕も体も、まるで熱したナイフでバターを斬る様にスパッと両断した。

『おいおい、ちっとは耐えろよ』

　武技の威力は、使用者のスキルレベルに比例する。精々レベル５程度の盾術と鎧術では、【剣術】スキルがレベル１０に到達し、更に覚醒して上位スキルの【剣王術】にまで至ったボークスの【一閃】を止められるはずがなかったのだ。

「ひっ、ひぃぃぃぃっ！」

「セルクレント様っ、我々では無理です！　ご助力を！」

　実力差をやっと理解した残り二人に対し、こいつ等鈍いんじゃないか？　そう思いつつボークスは魔剣を再び振るった。

「そら、【三段斬り】」

　高速で放たれた三連続の横薙ぎ。それで一人は首と胸の下と足の付け根で三分割され、血を撒き散らしながら頭や脚が転がる。

「あ、あああああああっ！」

　だが一人は両脚を膝の上で切断されただけで助かった。まあ、すぐに殺すが。

「ま、待ってくれっ！　降参するっ、何でも話すっ、セルクレント様の事でも、グーバモン様の事でも、ビルカイン様の事でも！　だ、だから俺も助けてくれ！」

『悪いな、捕虜はいらねぇってよ』

（あの別嬪さん以外皆殺しって言われてんだ。ボスの意向には沿わないとな。おお、俺も大人になったもんだぜ）

『それに昔から言うだろ、どんなに哀れに見えてもゴブリンは殺せって』

　昔から冒険者の間に伝わる諺を口にしながら、ボークスは三度魔剣を振るう。血が飛び散って、三人居た雑魚は美味そうな匂いを撒き散らす肉塊に代わった。

『まあ、あいつの敵になっちまった自分を恨めや』

　転がっていた脚を拾って、生のままブチブチと肉を食い千切る。美味い。従属種吸血鬼ってのは、見た目よりも美味いもんだな。

　次は内臓と脳味噌を喰ってみるか。

『あー、塩くらい持ってくれば良かったぜ』

　新鮮な肉を肴に、ボークスは処刑を観戦した。
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「死ねっ！　ダンピール如きが！」

　そう叫びながら、セルクレントは雷を放った。蛇のようにのたくる雷の威力は、きっとかなりのものだろう。掠っただけで心臓が止まり、直撃すれば黒焦げになるに違いない。

　しかし、ヴァンダルーの身体を覆う【吸魔の結界】に触れた途端消え失せる。

「なぁっ!?　……いいだろうっ、ならば俺の爪で直接惨殺してくれる！」

　鉤爪を振るい、猛獣の様に素早く間合いを詰めて来る。片腕片足が無いとは思えない動きの鋭さだ。

「その首貰った！　【鉄裂】！」

　素晴らしい速さだ。ヴァンダルーの目には、コマ落としのようにセルクレントが突然目の前に現れた様に見えた。

　しかし、既に【停撃の結界】も【吸魔の結界】に重ねて張り巡らせてある。それも、ノーブルオークのブゴガンとの戦いを反省して、厚めに。

「何だ!?　魔力がっ、力が！」

　まるで空気が恐ろしく粘性が高く重い物質に入れ替わったかのように、セルクレントには感じられた。ヴァンダルーの結界に触れた途端、彼の腕は動かなくなった。

　その腕には城壁さえ破壊しかねない力が宿っている筈なのに、一ミリ腕を動かすだけで恐ろしい程強い抵抗を受ける。まるで粘性の高い液体に腕が包まれているようだった。

　セルクレントはそれを特殊な防御用魔術だと考えた。そしてそれを突破する方法も理解した。

「ふはははっ！　つまり貴様の術を超えるだけの力で攻撃すればいいだけの事ではないか！」

　高らかに嗤いながら、再び格闘術の上級武技、【鉄裂】を放つ。再び腕が一センチずつ、ヴァンダルーに近づいて行く。もう三十センチと離れていない。

（爪が届いたその時、脆弱なダンピールは頭蓋を砕かれ中身を撒き散らして無残に死ぬのだ！）

「確かにその通り。でも出来ない」

　絶望で表情が抜け落ちていると思っていたダンピールがそんな事を嘯く。

　大した強がりだ。

　セルクレントはエレオノーラには劣るが魔力も武術も貴種吸血鬼に相応しい水準に達している。

　多少時間がかかるが、片腕でもこの程度の結界を破る事は……片腕？

「セルクレントの腕や脚が、再生していない？」

　エレオノーラは、何時までも血を垂らしているセルクレントの傷に気が付いた。貴種吸血鬼の高い再生能力なら、銀や光属性の魔剣で斬られたのでなければ、自分の背中の傷のようにもう血は止まり再生が始まっているはずだ。

　しかし、その様子が全く見えない。

「自己治癒能力を無効にする【無治】という術を使った。射程距離が短く、使っている間しか効果が続かない術だけど、それで十分あんたは死ぬ」

　平坦な口調で言った言葉の意味を、エレオノーラも当人のセルクレントもすぐには分からなかった。

「あっ……あああああああああっ！」

　それを理解した時、セルクレントは悲鳴とも咆哮ともつかない叫びを上げながら悶え始めた。彼は何とかしてヴァンダルーの結界を破ろうとしているのだ。

　失血死する前に。

　吸血鬼の再生能力は高い。特に貴種は四肢を切断されても新しい四肢が再生し、暫く経てば元通りになるほどだ。

　だから、エレオノーラやセルクレントは治癒魔術を態々覚えようとはしなかった。ポーションすら持って来ていない。

「うおおおおおおっ！」

　最終手段と、電撃や炎の術で傷口を焼いて血を止めようとするセルクレントだが、それも【吸魔の結界】で魔力を吸収されて消えて行く。

　そして彼が暴れれば暴れるほど、血が塞がらないままの傷口から流れ落ちて行く。

「うお……お……」

　そして目に見えてセルクレントの動きは鈍り、元々白かった顔色が土気色になって来た。

「き、貴様っ、俺は、俺は〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカの、加護を得た、原種、吸血鬼、グーバモン様の配下、だぞ、俺を殺せば、ここに何百もの吸血鬼が攻め込んで来るぞ！　ミルグ盾国も、俺達の言いなりだっ、軍勢を送り込んでやるっ！　それが、嫌なら──」

　そして始めたのが命乞いだった。しかし一部は真実だったのである程度の説得力はあるとヴァンダルーに思わせる事に成功したらしい。

　彼はセルクレントではなく、振り返ってエレオノーラを見た。

「こいつの言っている事は本当ですか？」

　エレオノーラは、ヴァンダルーの向こうでセルクレントの顔が引き歪んだのが見えた。

「いいえ。あなたの父親を殺したこの男は原種吸血鬼の配下の一人で、ミルグ盾国とも繋がっている。でも、その男のために組織が動く事はないわ」

「貴様、ダンピールに尻尾を──」

「息が臭い」

　激高するセルクレントの懐に入ったヴァンダルーは、両腕を彼の胸にめり込ませた。

「ガガァッ!?」

【霊体化】させた両腕をグリグリと動かし、セルクレントから生きたまま彼の霊を取り出す。

「俺は、父さんに会った事が無い。だから、父さんを愛しているとは言えないし、尊敬しているかどうかすら分からない。だから、あんたが父さんの事を馬鹿にしても、殺した実行犯だとしても、父さんのために憎む事は出来ない」

『地球』や『オリジン』で、肉親や親類だからって無条件に味方だとは限らない事を嫌という程思い知った事だし。

　そして出て来た霊体を、裂いていく。

「ぎゃあああああああああ!?　[image: ]ああああああああぁ！」

「でも、母さんは父さんを愛していた。それにミルグ盾国とも繋がっているという事は、母さんが殺された事にも、無関係じゃないな。密林魔境に差し向けられた討伐隊にも関わっているに違いない。だから俺はお前が憎い、恨めしい。絶対に許さない、お前に好かれたくなんてない、吐き気がする、来世なんて与えない」

　霊体の腕が、指で抓めるぐらいの、ビー玉と同じ程度の大きさの輝く球体を見つける。

　そして、それを掴んだ。

「や、やべろぉっ!!　それはっ、それだけはぁ！」

　この球体が魂だ。霊体に包まれた、霊の核。細胞でいえば、遺伝子が詰まっている部分だ。

　それを本能的に理解したセルクレントが哀願するが、ヴァンダルーは聞いていない。

　渾身の力を込めて、セルクレントの魂を握り潰す。

「ガアアアアアアア！　ギヒャアアアアアアアアアア!?　ギャッー」

　そして、パキィィィィィンっと澄んだ音を立てて砕け散った。

　光の粒子のように見える、セルクレントを構成する根源の破片が舞い散る。

　その瞬間、凄まじい悲鳴を上げていたセルクレントの動きが止まった。まだ鼓動も呼吸もしているし、検査機器があれば脳波も検知できるだろう。

　しかし、セルクレントが動く事はもう無い。

「良い音だ……ずっとこれがやりたかった」

　魂を砕く。漫画やライトノベル等で、魂を『砕く』とか『滅す』とか、そういう名前の魔法やアイテムが時折出て来るが、その名前通りの事をやれないかと、ヴァンダルーはオリジンで生きていた時からずっと考えていた。

　何故ならこの世界には……『地球』も『オリジン』にも、死者を罰する地獄のような場所は無いからだ。輪廻転生の神、ロドコルテがそんな手間をかけるとは思えない。
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（俺から奪った奴らはただ死んで、その内成仏して、生まれ変わるだけ。それじゃあ割に合わない）

　だが、魂を砕いてしまえばそこにあるのは消滅だけ。ロドコルテの元に魂が行く事は無い。新しい始まりは無い。

「でも、時間がかかりすぎるな。とても戦いながらは出来ない。無力化するか、殺してからやるしかないか」

　適当にセルクレントを落して、床に降りる。そこでは、食べかけの従属種吸血鬼の脚を掴んだまま、かくんと顎を落しているボークスと、目を見開いたまま硬直しているエレオノーラが待っていた。

　何をそんなに驚いているのだろうかと、ヴァンダルーは首を傾げたが、その後頭部ではレフディアも驚愕して凍りついている。

「今、あの子は……何をしたの？　セルクレントの、何を壊したの？」

『アンデッドの俺には見えたぜ。見間違えじゃなけりゃ、魂だ。坊主はあの吸血鬼の魂を砕きやがった。はは、やりやがったぜ』

「魂を……！」

　呆然とした顔に畏怖を浮かべるエレオノーラと、半笑いのボークス。彼らにヴァンダルーは普段動かない頬の筋肉を意識して動かし、笑顔を見せた。

「えーっと、今度は俺から質問しますね。ああ、別にヴィダを称えなくてもいいですよ」

　何故か二人の硬直は解けなかった。




《【魂砕き】のスキルを獲得しました！》
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　セルクレントの魂を砕いて、恐竜ゾンビ達にその肉を喰ってもらって経験値にした後、ヴァンダルーはエレオノーラを連れて食堂に移動した。

　そこで主だった者を集め、エレオノーラから話を聞くためだ。

「申し訳ございませんでした！」

　そう土下座せんばかりの勢いで謝罪するのはエレオノーラでは無く、タレアだった。

「あっさり魅了され、ヴァン様の秘密をベラベラ喋った挙句呑気に寝ていたなんて！　何とお詫びすればいいのか……」

「いえいえ、気にしないでください」

　エレオノーラからタレアの事を聞いた時は慌てたが、冬の真夜中に石の床の上で寝ていた割に元気そうなので良かった。それ以上は何も考えていなかったので、そんなに謝らなくてもとヴァンダルーは思っていた。

「タレアよ、仕方あるまい。【状態異常耐性】や【魔術耐性】等の耐性スキルのレベルが余程高かったとしても、魔眼には抵抗できなかったじゃろうからの」

「それに、それ以上謝ってもヴァンが困るだけだぞ」

「うう、ありがとうございます。でも……何故こうなっていますの？」

　タレアは、自分の真横に座っているヴァンダルーに聞いた。二人は、一人用だが巨人種用の大きな椅子に並んで腰かけていた。息が触れあうどころか、既に体が触れあっている。

「何でも俺との距離を感じて悩んでいる様子だったと聞いたので、ゼロ距離にしてみました」

「だ、誰にそんな事を聞きましたの!?」

「エレオノーラ」

「うああああああっ！　なんて事をばらしやがるのこの女！」

「タレア、タレア、口調が悪くなっておるぞ。後悶えるな、今坊やに肘が入ったぞ」

　前後不覚に陥る前に口にしていた事は、全てヴァンダルーの耳に入っている事を知って悶えるタレア。彼女の肘は、結構効いた。

「それで、なんでこの女がここにいますの!?」

　がばっと立ち直った途端、エレオノーラを睨むタレア。彼女の顔ではなく首から下に視線を向けているのは、【魅了の魔眼】を警戒しているからだ。

　睨まれたエレオノーラは、神妙な様子で椅子に座っている。しかし、手足を縛られず猿轡や目隠しもされず、そのままだった。やろうと思えば、そのまま飛んで逃げられそうでもある。

「勿論、ヴァンダルー様に私の知る全てを話す為よ」

　そして何故かエレオノーラはヴァンダルーを様付けで呼び、臣下の礼を取っていた。

（あの後、止めるのが大変だった）

　セルクレントの魂を砕いた後、エレオノーラはヴァンダルーが別にいいと言ったのに女神ヴィダを称え、その後彼の手にキスをして忠誠を誓った。止めなければそのまま足にだってキスしただろう。

　更に、エレオノーラがあまりに畏まった口調で話すので素の、もっと砕けた口調で話すように頼むのも手間だった。「そんな畏れ多い」と言う彼女に、「これは命令だ」と言いながら、指先で何かを砕くような手つきをしてやっとである。

　何故かその時も怯えているのか喜んでいるのか分からない顔をしていたし。

『あのー、とりあえずエレオノーラさんの話を聞いてから、後の事を話し合わない？　私、起きたら色々あった後で何が何だか分からないのよ』

『っと、ダルシア様が言っておりますので、そうしませんか？』

　馬車で王城の食堂に入るという暴挙を行ったサムが、騒ぎの間ずっと眠っていたダルシアの言葉を通訳した。

　そしてエレオノーラは自分達が来た理由や、〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカに従う吸血鬼達がダルシアとヴァンダルーにした事を話し始めた。

　因みに、エレオノーラやセルクレント達に今まで殺した者達の霊が憑いていないのは、前もって聖水を全身に何度も被って来たかららしい。【霊媒師】対策に、自分の接近を知らせる霊を連れて行かない様全身火傷を負いながら耐えたそうだ。

　ヴァンダルーに対してとても有効な方法だが、随分過激な方法を採ったものだ。

「思っていたよりも大がかりな話になっているなぁ」

　それを聞きながら、ヴァンダルーは息を吐いた。これまで彼の父ヴァレンを殺した吸血鬼は、記憶を取り戻した後直接かかわって来なかったし、その情報も得られなかったので印象が薄かった。

　どうしてもゴルダン高司祭やハインツの後ろに隠れて、存在感が霞んでしまったのだ。

　その吸血鬼が天敵の筈の法命神アルダを国教に据えるアミッド帝国の、属国であるミルグ盾国の裏で糸を引いていたとは夢にも思わなかった。

　対吸血鬼を標榜するなら、最低限その辺りはしっかり防いでほしいものだ。

「まあ、ミルグ盾国とアミッド帝国は元から敵ですけど」

『事実は小説よりも奇なりですな』

　元ミルグ盾国民のサムも知らない衝撃の事実だった。

　原種吸血鬼のビルカイン、テーネシア、グーバモン。その配下の貴種吸血鬼に、従属種吸血鬼。あとトーマス・パルパペック軍務卿。

　仇を一人滅ぼしても、敵が爆発的に増えていく。

『しかも、二百年前の戦争にも関わってるのか！　あれはお前らの差し金かよ!?』

　その上〝悦命の邪神〟を奉じる吸血鬼達は、タロスヘイムがミルグ盾国に滅ぼされた二百年前の戦争でも裏で糸を引いていたらしい。

　ボークスが全身から怒気を放ち、レフディアが床を指でカカカと叩くのも無理は無い。

「わ、私はその時生まれていなかったから、詳しい事は分からないわ！　ただグーバモンが戦争を利用して、配下にタロスヘイムの英雄の死体を回収させたと聞いているけど」

　ボークスが怖かったのか、エレオノーラはやや早口になってそう言った。

〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカの教義は、ざっくり言うとこの世には命を弄ばれる者と、弄ぶ者しかいない。だから他人の命を弄べば、より上位の存在になれると言うものらしい。

　その邪神の加護を得ると通常ではテイムできないアンデッドをテイム……作って僕しもべにする事が出来るようになるそうだ。

　そして邪神の加護を得ている三人の内一人、原種吸血鬼のグーバモンは英雄と称えられる者の死体をアンデッドにしてコレクションすると言う趣味があるらしい。

　そのため、彼は英雄が命を落とす戦争や大規模な魔物討伐などに配下を送り込み、死体を回収させている。

　二百年前の戦争でも、配下を送り込んでいたらしい。

『なるほど、ジーナやザンディアの嬢ちゃんの死体が残って無い理由はそれか。おい、確認するけどよ、ザンディアの嬢ちゃんの死体、左手首が無かったんじゃないか？　あと、何で俺の死体は持って行かなかったんだ？』

『ボークス殿の死体を放置したのは、損傷が酷かったからでは？　利き腕と魔剣を砕かれていたので、アンデッドにしても戦力にならないと判断しても、おかしくないと思いますが』

『ヌアザ、俺が戦力にならねェだとぉ？』

『私ではありません！　吸血鬼達がそう判断したのではないかと言っただけです！』

「ザンディアって人の死体の左手首の有無は知らないわ。私はグーバモンではなくビルカインの配下だから、奴のコレクションを見た事は無いのよ。そしてあんたの死体が放置された理由だけど……死体の損傷が酷かったから、先に他の死体を運び出して、いざあんたの番と言う時に〝氷神槍〟のミハエルと鉢合わせしたらしいわ」

　そして鉢合わせしたミハエルと吸血鬼達は、そのまま戦闘に突入した。満身創痍で愛槍を無くしたミハエルもついでに殺して、死体を持ち帰れば、グーバモンから褒美が貰えると吸血鬼達は思ったのだろう。

　しかし、Ｓ級への昇級は確実といわれていたミハエルは二つ名の由来になった魔槍が無くても強く、吸血鬼達を逆に撃退する事に成功する。しかし、それで体力を消耗し、傷の手当ても遅れ、結果的には彼も死んでしまったらしい。

『俺が死んでる横で、そんな事があったとはな。じゃあ、あの氷は吸血鬼が入らないようにするために張ったのか』

　ミハエルに止めを刺したのは女神謹製のドラゴンゴーレムでは無く、死体を回収しに来た吸血鬼達だったとは。何とも微妙な話だ。

「でもドラゴンゴーレムを倒しても、二人の死体は手に入らないみたいですね」

『よし。坊主、略奪だ！　グーバモンって吸血鬼からジーナと嬢ちゃんの残りの身体を奪い返せ！　男は女を奪って初めて一人前だ！』

「あー、エレオノーラさんは？　ビルカインって吸血鬼から奪った事になりません？」

『こいつはノーカンだ！』

　そう断言するボークス。略奪愛とか、そういうシチュエーションは嫌いなのだが。されるのでもするのでも。いや、そもそも略奪愛の範疇に含まれるのか疑問だけれど。

　ちなみに、自分の肉体がザンディアの死体の一部である事の自覚が薄いレフディアは、指でリズムを取っている。……もしかしたら、先程も怒っていたのではなく指でタップを刻んでいただけかもしれない。

「えー……まあ、将来的には滅ぼしたい連中ですけど、十年単位で待ってくださいね」

　略奪云々はともかく、どういったところで結局は〝悦命の邪神〟を奉じる吸血鬼とは殺し合う事になるだろう。ヴァンダルーが生き残り幸福な人生を過ごすためにはゴルダン高司祭やハインツ以上に抹消する事が必要不可欠な集団である事に違いは無い。

　相手は吸血鬼だから、寿命が無い。生かしておくとこっちが死ぬまで延々と何か企みそうだ。

　彼等と戦った結果、ジーナとザンディアの死体を回収してアンデッド化させる事には抵抗は無いし、既にアンデッドにされているなら奪うのは当然の選択だと思う。しかし──

「後、俺を王位に就けようとするの止めません？」

　何故かボークスはヴァンダルーに生前第二王位継承権者だったザンディアをくっつけて、彼をタロスヘイムの王位につけようとしていた。

『何だよ、もうキングなんだろ？　ならいいじゃねぇか』

「坊やも往生際が悪いのぉ」

『まあ、貴族になる練習だと思えばいいのでは？』

『坊ちゃん、王様の経験がないから躊躇っているのなら心配要りません。誰も法律や税の知識はありませんし、今も税を取ってないじゃないですか』

『そもそも、今のタロスヘイムでは国の形を取っていませんからごっこ遊びみたいなものですよ』

「新しい称号を獲得してボークス達をより強化出来るかもしれないぞ」

　しかもヴァンダルー以外全員賛成らしいのが、一番困るのだが。

『あのね、皆さん、ヴァンダルーも嫌がっている訳じゃないの。ただ、選王国に居る第一王女様とその子孫に遠慮しているだけなのよ』

　っと、ダルシアが息子の考えを代わりに話してくれた。

　昨夜エレオノーラをオルバウム選王国側の工作員や密偵だと勘違いした時のように、オルバウム選王国に逃げた第一王女やその子孫がタロスヘイムの王権を主張し、再興を訴えているかもしれない。

　レビア王女が脱出してから約二百年。巨人種の寿命は約四百年なので、彼女が存命している可能性は十分ある。

　もしそうだった場合、ヴァンダルーがタロスヘイムで仮にも王位に就いていると、とても面倒な事になる。

『レビア王女様とそのお子様方なら、タロスヘイムを再興した御子を称え、喜んで王位を譲られるのではないでしょうか？　何といっても御子はこのタロスヘイムの城も街並みも城壁も、全て在りし日の姿を取り戻してくださったのですから』

　ヌアザの言う通り、それはヴァンダルーの功績だ。巨人種アンデッドやグール達に木の伐採や魔物の駆除をしてもらったとしても、建造物を修理したのは彼の【ゴーレム錬成】スキルの力が大きい。

　もし第一王女達がヴァンダルー達が移住するより先にタロスヘイムまで戻って来られたとしても、彼女達だけで都市を元に戻すには数十年単位の時間と、莫大な労働力とそれを賄う資金が必要になっただろう。

「でも流石に王位は譲らないと思いますよ。それに、王女様の人柄がどんなに良くても選王国側の思惑とか色々あるでしょうし」

　暗殺者が送り込まれてくる可能性すらある。最悪、上級冒険者による討伐隊が組まれるかもしれない。

　今このタロスヘイムに居るのはダンピールのヴァンダルーを除けば、選王国では人間だと認識されない者ばかりだ。強引に排除して、都市を占領しても選王国の法律では何の問題も無い。

「と、いう訳で選王国側の動きが分からない内は迂闊な事は出来ません。まあ、もっと早く考えるべきだったかもしれませんけど。これからは魔物だけではなく、人に対しての防備も考えないと」

　そう、ヴァンダルーにはこのタロスヘイムを手放すつもりは無かった。折角手に入れ、整えた皆の居場所だ。誰がただでくれてやるものか。

　地下にはダルシアを蘇生できる魔術装置もある。例え相手が選王国でも、奪おうとするなら敵だ。

「それで、早速諸々の対策を話し合おうと思うのだけど」

「ヴァン様、その前にこの女の処遇を決めませんと！」

　ヴァンダルーの声を遮って、タレアはエレオノーラを指差した。彼女の【魅了の魔眼】に惑わされた事が余程屈辱だったのだろう。

　しかし指差されたエレオノーラは眉一つ動かさずタレアの方を向くと、頭を深々と下げた。

「昨夜は申し訳ありませんでした」

「ええっ!?　そこで素直に謝りますの!?」

「勿論よ。悪いのは私だもの。私はヴァンダルー様の敵になるのだけは嫌なの。それは何よりも恐ろしい事だわ、貴種吸血鬼の誇りなんて、そのためなら捨てて構わない。そう思うほどにね」

　謝罪されて驚くタレアに、すらすらとエレオノーラは何故素直に謝罪したのかを説明した。

　セルクレントの魂を滅ぼした後、ヴァンダルーはエレオノーラと従属種吸血鬼達の霊から話をざっと聞いている。

　そして、ヴァンダルーは従属種吸血鬼達の魂を全て砕いて滅ぼした。

　彼らが自分の命を狙ったからではない。彼らが父であるヴァレンに直接手を下したからであり、そしてタレアを殺そうとしたからだ。

　そしてエレオノーラが今拘束もされず無傷で座っているのは、彼女がヴァレンの死に関わっていない事、最初は殺すために来たが実行する前にその気を喪失した事、そしてタレアを殺そうとする吸血鬼を止めた。それらの事から彼女は敵ではないと、ヴァンダルーが判断したためだ。

「あのー、何故そこまで俺に入れ込むんですか？　神の加護云々については、ただの勘違いですよ」

　そう尋ねるヴァンダルーに、エレオノーラは「いいえ、貴方はある意味神よりも恐ろしい力を持っているわ」と答える。

「魂を滅ぼすなんて、伝説の魔王にしか出来ない事よ。私の前の主人の原種吸血鬼は勿論、〝悦命の邪神〟ですらね」

『俺もガキの頃にお伽噺で聞いちゃいたが……だから坊主が魂を砕いて見せた時は驚いたぜ。思わず硬直しちまった。これが死後硬直って奴だな』

　ボークスの冗談はさて置いて……。

　ラムダでは、魂を滅ぼす事が出来る存在はいない。何故なら、人の輪廻転生はラムダに存在する神では無く、ロドコルテの権能だからだ。

　彼はオリジンや地球等、ラムダを含めた複数の世界の輪廻転生のシステムを司る神だ。そのため、各世界で魂が勝手に滅ぼされない様にしている。

　だからどんなに力のある神や邪神でも、魂を滅ぼす事は出来ない。死ぬまでの間にどれほど凄惨な拷問を行い、悍ましい死に様を与え、死後もその魂を何百何千もの年月縛ったとしても、何時かはロドコルテの元に行く。そして、新しい生命体として転生するのだ。

　ロドコルテの存在をエレオノーラも含めたラムダ世界の住人は知らない。しかし輪廻転生を誰もが信じている。

　輪廻転生が保障されているから、人々は死後に希望が持てる。何時の日か再生し、新たな人生を歩める。

　それだけではなく、活躍を認められれば神々に魂を掬い上げられ眷属に迎えられるかもしれない。今まで何人もの英雄や偉人がそうして従属神や英霊、そして御使いとして迎え入れられ、死後もその行いを称えられている。

　そして神本人なら、魂が無事なら復活する望みがある。

　それらの望みや希望を全て否定するのが、魂の滅びだ。

　今までそれを可能とするのは伝説の魔王のみであり、魂を滅ぼす力を持っているからこそ魔王は神々に恐れられ、数多の邪神や悪神を従える事が出来たのだ。

「だから、魔王亡き今あなたはこの世界で最も恐ろしい力を持っているのよ。貴方に比べれば、ビルカインもヒヒリュシュカカも足元にも及ばないわ。だから、私は貴方の敵になりたくないのよ」

　エレオノーラは、恐怖に支配された奴隷だった。

　彼女を恐怖で支配した親に奴隷として売られ、買った奴隷商人は当時やせっぽちで色の黒かった彼女に大した価値を認めず、身体に傷をつくのも構わず荒っぽく扱い、更に買われた先の鉱山主は消耗品として彼女を使い潰す事を当然の事としていた。

　そして彼女の素質を偶然見出したビルカインに買われ、より大きい恐怖で支配された。だがそれまでと違い、ビルカインは結果を出す限り彼女を優遇した。

　他の子供達よりも優れた結果を出せば、硬い拳ではなく賞賛をくれる。

　言いつけを守っていれば、冷たい鎖や首輪ではなく柔らかで綺麗な服を着られる。

　どんなに汚く凄惨な事でも従えば、腐りかけの野菜屑が入ったスープではなく、贅を凝らした料理を口にできる。

　媚を売り尻尾を振っていれば、身体に付けられるのは傷跡ではなく美しい宝飾品の数々。

　そして美しく成長したエレオノーラは貴種吸血鬼の一人として迎えられ、【魅了の魔眼】を獲得しビルカインの寵愛を得た。

　しかし、同時に彼の寵愛を失う事を何よりも恐れていた。確かにエレオノーラの優秀さはビルカインも認めていたが、ビルカインがエレオノーラの事を「唯一無二の存在」だと思っていない事を、彼女は解っていたからだ。

　ビルカインにとってエレオノーラは最近のお気に入りではあったが、彼女程度の吸血鬼は千年もあれば最低でも一人、多ければ十数人仕立てる事が出来る。

　そう、たった千年だ。十万年を生きてきたビルカインにとって、それは決して長い時間では無い。

　だからエレオノーラはビルカインに尻尾を振り続けた。しかし、彼女はビルカイン以上に恐ろしい存在に出会った。それがヴァンダルーだ。

　飼い犬がダンピールに乗り換えたと知ったらビルカインは屈辱に震え、怒り狂うだろう。もし捕まれば、恐ろしい拷問を覚悟しなければならない。しかし、魂が滅ぼされる事だけは無い。

「本当にいいんですか？」

　だからあなたの方につきますと言われても、タレアだけでは無くヴァンダルーも首を傾げていた。

「絶対向こうの方が給料高いですよ。甲斐性も上だろうし。そもそも向こうの方が強いですよ、圧倒的に」

「そんな事ないわ。セルクレントを一方的に嬲り殺して見せたじゃないの。私が完全な状態だったとしてもあれほど冷酷に、そして残虐に勝つ事なんて不可能よっ」

「……褒められているのか、分からなくなってきた」

　やはり向こうの方が甲斐性は上だとはエレオノーラも思っているらしい。あまり重要視してないようだが。

「昨日のあれはセルクレント、でしたっけ？　あれが無謀だったから一方的に殺せただけですよ」

　ヴァンダルー自身、セルクレントが弱かったとは思っていない。奴は無謀だったというか、色々運が悪かっただけだ。

　ヴァンダルーについて正確な情報が無かったので、床を抜かれて手下と分断された。

　更に、ヴァンダルーがこっそり呼んでおいたボークスによって片腕片足を切り落とされ、そのボークスと恐竜ゾンビ達によって手下を皆殺しにされる。

　極めつけがヴァンダルーに魔術が効かないと思って、傷が塞がる前に鉤爪での接近戦を選んでしまった事だろう。そのため残っていた腕を【停撃の結界】に捕えられてしまい身動きが出来なくなり、【無治】をかけられて再生力を無効にされて失血死の危機に冷静さを失った。

　ブゴガンのように武器ならまだしも、直接腕が【停撃の結界】に囚われてしまうと筋肉から直接運動エネルギーを吸われてしまい動けなくなるのだ。しかも、以前の反省を生かしてヴァンダルーは結界に大量の魔力を込めている。

　その上スキルレベルも上昇していたので、結界そのものの性能まで上がっていたのだ。

　ここまで不利な条件が続くと、運が悪かったとしか言いようがない。

「エレオノーラの話を聞くと前から色々と追い詰められていたみたいですけど、それもあって焦っていたのかな？　でも、もしあいつが距離を取って遠距離戦に徹すれば逃げるくらいは出来たかも」

　それでも勝てたとも善戦は望めたとも言わないのは、あの場にボークスが居てヴァンダルーが結界の中に留まっただろうからだ。

　背後には格上の相手、前方には絶対に傷つけられないターゲット。これでセルクレントが勝てる見込みがあるはずが無い。

「どうせ逃げてもあいつには処刑しか待っていなかったから」

「吸血鬼社会も厳しい……。ともかく、俺はまだ強くありません。防御特化なだけです」

　ボークスのように剣の一振りで敵を惨殺できるような攻撃力は無い。いや、あるにはあるけど【魔力弾】はあまり精密な狙いが付けられないし、弾速は弓矢より鈍く、射程は短い。

「だけどいつかビルカイン達を殺す……滅ぼすのよね？」

「それは勿論」

　いくら十万年生きる原種吸血鬼でも、チート能力もちの転生者よりは倒せる見込みは大きいだろう。邪神の加護があるにしても、邪神そのものではないのだし。

「でも強くなる前にビルカインって奴が直接乗り込んで来たらどうします？」

「それは無いわ。奴らが直接動いて境界山脈を越えるなんてありえない」

　エレオノーラは自信を持って断言した。その自信には根拠がある。ビルカイン達原種吸血鬼は確かに強力だが、原種吸血鬼同士で仲が良いとは決していえない関係だからだ。

　ビルカインが直接動くとなれば、同格のテーネシアやグーバモンといった残り二人の原種吸血鬼が「そうか、頑張って。部下を貸すよ」と言って表向きは協力を約束する。しかし、実際にはビルカインの留守の間に組織を掌握しようとするはずだ。

「お山の大将っていうのはね、山に居るから大将でいられるのよ。一度でも山から下りたら戻るのは至難の業よ」

　流石邪神を奉じるコミュニティ。助け合いの精神ではなく、蹴落とし合いの精神が根っこまで息づいている。

「だから俺に付いても大丈夫だと？」

「そうよ、この世界に貴方ほど恐ろしい人はいない」

「だからタレア達とも仲良くしようと最大限努力する？」

「勿論よ。彼女達の敵は、貴方の敵でしょう？　足の裏を舐めてでも許しを請うわ」

　実際、タレアが殺されていたらヴァンダルーはエレオノーラも殺していただろうから、その対応は正解だ。

　若干、思い切りが良すぎる気もするが。

「じゃあ、タレアが許したらそれでいいです。これからもよろしく」

　そしてヴァンダルーも切り替えが早かった。

『ヴぁ、ヴァンダルーっ？　そんな簡単に信じてしまっていいの!?』

「坊やっ、こいつの言っている事はつまり、坊やより恐ろしい存在が出来たらまた裏切ると言うのと同じじゃぞ！」

　そう、止めるダルシアとザディリス。ヴァンダルーは「まあまあ」と慌てる二人を宥めるように両手を動かす。

「信じていいかは、当人の希望で保険をかけるから大丈夫。あとザディリスのいう事はあってますけど、世の中そんなもんです」

　人間は自分に最も利益を与えてくれる存在の下に集まる。

　地球に居た頃聞いたニュースで、従業員がすぐ給料の良い別の企業に行ってしまって工場や企業が困っているという報道があった。

　エレオノーラはそれと同じだ。

「エレオノーラの判断基準は『恐怖』で、俺以外に魂を滅ぼせる人がいない限り裏切らないでしょう。魔王が復活するとか」

　後、転生者の中には居る可能性もあるが、多分心配無いだろう。ロドコルテが自分の領分を侵されるような力を与えるとは考え難い。

「む～、まあ恐怖で支配する方法は昔から在るが……」

「後、エレオノーラを仲間にする理由としては……父さんの件に彼女は関わっていなかったから、敵じゃない。邪神派の吸血鬼の情報を彼女から手に入れられる。戦力になるから。後は──」

『別嬪だもんな。良い身体してるしよ』

「そうそう」

　口を挟んできたボークスにヴァンダルーが頷くと、数秒後何故か妙な空気が漂う。本当に何故だろう。

「ヴァン様……そこは慌てて否定するのがお約束ではありませんの!?」

「俺、必要のない嘘はつかない主義なので」

「そんなっ！　じゃあ私よりもこの女の方を気に入ったのですか!?」

「いえいえ、タレアの方が良い身体をしてますよ」

　だってタレアの方がエレオノーラより筋肉が、特に二の腕の筋肉が。あと触ってみると腹筋も中々。

「まぁ♪　そういう事でしたら……」

　恥じらうように頬を手で隠すタレア。「いや、絶対筋肉の量の事じゃろ」「それ以外にないな」とザディリスやバスディアが囁き合っているが、その通りだ。

『それで坊ちゃん、保険と言うのは？』

　っと、サムが脱線していた話題を修正する。

「俺がピアス型のゴーレムを作って、彼女の身に付けさせます。これで常に居場所が分かりますし、もしもの時はゴーレムで身体の内側から攻撃させます」

　エレオノーラにとって厳しい保険だと思うが、これは彼女自身が望んだ事だった。

　それにエレオノーラを仲間に加えるのを皆が納得しやすいように、ヴァンダルーがあえて厳しい案を提案したという事情もあるが。

　因みに、作るピアスは内部に水銀を仕込み、腐食しないよう【鮮度維持】をかけて作る予定である。

「そこまでするなら我も文句は無いが、そのピアスは何処に付けさせるつもりだ？　やっぱり臍か？」

『坊ちゃんはお臍が好きですからねー。ふぅ……筋肉といい手首といい、私達に無い物ばっかり』

　そう言うリタに、その手首のレフディアがどうだと胸の代わりに手の甲を張る。

「ヴィガロ、リタ、分っていると思いますけど筋肉以外は誤解です。というか、リタにある物ってなんですか？」

『可憐さです☆』

　そんな冗談を混ぜつつ、ヴァンダルーは「舌に着けてもらう予定です」と言った。

「舌……」

『ヴァンダルー、それはちょっと……』

　何故か皆に引かれた。

「一つでも二つでも幾らでも賜ります！」

　そう言いながらエレオノーラは「さあ、穴をあけて」と言わんばかりに赤い舌を出す。

「それで、これからタロスヘイムの防衛体制について相談したいので、この話題はここまでにしません？」

　大変なのはこの後の筈なのだが。

　因みに、獲得した【魂砕き】スキルの検証は暫く後回しだ。




──────────────────────

　名　前：エレオノーラ

　ランク：８

　種　族：ヴァンパイアバロン　（貴種吸血鬼男爵）

　レベル：４７

　ジョブ：魔眼使い

　ジョブレベル：７０

　ジョブ履歴：奴隷　使用人　見習い魔術師　見習い戦士　魔術師

　年　齢：６歳（吸血鬼化当時の年齢　２０歳）

・パッシブスキル

　【自己強化／隷属：レベル３】【怪力：レベル５】【高速再生：レベル２】

　【状態異常耐性：レベル５】【直感：レベル３】【精神汚染：レベル３】

　【魔力自動回復：レベル３】【気配感知：レベル３】

・アクティブスキル

　【採掘：レベル１】【時間属性魔術：レベル５】【生命属性魔術：レベル５】

　【無属性魔術：レベル２】【魔術制御：レベル３】【剣術：レベル１】

　【格闘術レベル１】【忍び足：レベル３】【盗む：レベル１】【家事：レベル２】

・ユニークスキル

　【魅了の魔眼：レベル７】

──────────────────────
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「では、タロスヘイムの防衛体制を整えたいと思います」

　エレオノーラを仲間にしたその日の内から相談を纏め、ヴァンダルー達は動き出した。

　彼女から邪神派の吸血鬼達はミルグ盾国の軍務卿（現在は元だが）をはじめとした重鎮や、オルバウム選王国にすら手の者が居ると教えられたからだ。

　原種吸血鬼達がヴァンダルーを殺すためにどれくらい力を入れるか分からないが、最悪吸血鬼が何人か紛れ込んだミルグ盾国の軍勢が差し向けられるかもしれない。

　今のタロスヘイムは堅牢なのは形だけだ。精強な数千から一万を超える軍隊に持ち堪える事は出来ず、その軍の内部に吸血鬼達が紛れ込んでいて、暗躍されたら逃げる事もままならないかも知れない。

　ヴァンダルーだけなら今の内に逃げるという選択肢もあるが、敵の手がオルバウム選王国にまで存在するとなると、確実に安全な場所などこの大陸には存在しない。

　尤も、タロスヘイムに居る巨人種アンデッドやグール達の安全のためにヴァンダルーが離れるという選択肢は存在する。

『手前の安全のためにお前を追い出したいなんて臆病者は、ここにはいねぇ！』

『その通りです御子よ。我々は文字通り肉と臓腑が腐れ落ち、骨が砕けても戦いましょう！』

「出遅れたが、我も同感だ。ヴァンダルー、お前が居ないと我達は困る」

「うむ、今あるマジックアイテムが壊れると、また少子化問題が再燃するからの。それを抜きに考えても、目先の安全のためにキングを追い出してどうする」

　っと、ボークス、ヌアザ、ヴィガロ、ザディリスからその選択肢は無いと宣言された。

　ヴァンダルーもタロスヘイムにある自分の居場所を守りたくない訳ではない。何時かはオルバウム選王国に行く予定だが、一年から数年に一度くらいは戻ってくるつもりだからだ。

　夢を見て上京するけど、帰る実家は存在していて欲しい。そんな感じである。

「ありがとう。では、万を超える軍と吸血鬼が一緒に攻めて来ても大丈夫な体制を作ります。春から初夏まで、遅くとも真夏の前に」

『『「「正気か!?」」』』

「いいえ、死にもの狂いの狂気の沙汰です」

　エレオノーラ達を派遣したビルカイン達も、連絡が途切れれば不審に思うだろうし、彼女達が失敗したと判断して次の手段を打つだろう。

　まあ、それですぐミルグ盾国を操って軍隊を派遣させる事は無いだろうが、こちらの情報をより詳細に集めようとするはずだ。

　それでタロスヘイムの状況を知れば、「これは吸血鬼を少々差し向けたぐらいではどうにもならん」と本腰を入れて来る可能性が高い。

「しょの……その【ゴーレム錬成】だけど、ヴァンダルー様以外誰も使えないわ。魔力云々の問題以前にゴーレムを一瞬で作ったり、形を自由自在に変化させたりする事は、錬金術師じゃ不可能なのよ。アンデッドをテイムするのと同様にね」

　っと、エレオノーラから聞かされたからだ。

　それを原種吸血鬼達が知ったら、何としても殺しに来るだろうと。

「そこまで過剰反応しなくても。特にアンデッドは原種の三人もテイムできるんでしょう？」

　舌にピアスを嵌めたばかりでやや発音が不自由そうなエレオノーラにそういうと、彼女は首を横に振った。

「ビルカイン達にはテイムは出来ないわ。主にアンデッドを使うのはテーネシアやグーバモンだけど、奴らは死体をアンデッドにして、支配する事は出来る。でも、既にアンデッド化している場合は支配できないのよ」

　どうやら原種吸血鬼が支配できるアンデッドは、自分で材料から作った存在だけで、既にアンデッド化している場合はランク１のリビングデッドであってもテイムする事は出来ないらしい。

「だからヴァンダルー様がアンデッドをテイム出来る事を知ったら、あいつらは怒り狂うわ。特にグーバモンが」

「なるほど」

〝剣王〟ボークスはグーバモンが欲しがっていた英雄の一人だったが、既にアンデッド化している。しかも、散らばっていた右腕の骨片すらヴァンダルーが回収して、【治屍】に使っているので骨の欠片すら回収できない。

　グーバモンがどんな性格をしているのかヴァンダルーは知らないが、ダンピール如きにコレクションしたかった対象を奪われ、更に自分以上のアンデッド使いだと知ったら確かに怒り狂うだろう。

　小気味良いが、それで本気で殺しに来られるのは理不尽である。

　そんな理不尽に負けないためにこちらから攻勢に出たいところだが、それは難しい。吸血鬼達と同様、ヴァンダルー達も境界山脈を越えるのは現状難しいからだ。それに邪神派の吸血鬼達は拠点を幾つも持っていて、エレオノーラも全てを知っている訳ではない。

　攻勢に出るのが現実的でないと結論が出た後、ヴァンダルーが手を付けたのは人数不足問題だ。

　このタロスヘイムは元々五千人の巨人種が暮らしていた城塞都市国家だ。そのため、当然町のサイズは五千人が余裕を持って収容可能なものだし、城壁もそれがすっぽり入る大きさだ。

　しかし、今巨人種アンデッドは千人しかいない。グールや新種達を入れても二千に届かない。

　それで万全なセキュリティ体制をといっても、無理な話だ。疲労を感じず眠りも必要無いアンデッドであるから、寝ずの番も可能だがそれは頼みたくない。アンデッドにも日々の生活に潤いや娯楽が必要なのだ。

　なので、まずゴーレムを増やした。

「起きろ、進め」

　ガランの谷に行き、崖の岩を次々にゴーレムにする。そしてゴーレム自身に歩いてタロスヘイムまで戻ってもらうという、魔力以外は楽な方法だ。

「凄いな、御子は」

『儂らの仕事、無くなるんじゃないか？』

「時間が無いですからね。とりあえず今日はここがガランの谷ではなく、ガランの窪地になるまで採掘します」

『……本格的に無くなるわ、仕事』

「いいえ、寧ろ増えますよ」

『本当か？』

　石工の巨人種アンデッドに言った通り、彼らの仕事は激増した。

　ヴァンダルーが増やしたゴーレムの細かな加工を彼らに依頼したからだ。

「このゴーレムは城壁や石造りの建物の壁にくっつけて配置します。それで一見装飾に見えるように、細工を施して欲しいのですよ」

『随分と華美だな。別にいいが、それに何か意味があるのか？　ゴーレムが強くなるとか』

「いいえ、強くはなりません。装飾に見えるようになるだけです」

　石工達は首を傾げていたが、実際に装飾済みゴーレムが設置されるとその効果は明らかになった。

　壁や建物の近くにただゴーレムを配置するだけでも、侵入者に対する威圧や警備能力は十分だ。しかし、ゴーレムを壁や建物の装飾にしか見えないよう加工し、分厚く変化させた壁に埋め込むとただのレリーフにしか見えない。

　その結果侵入者は見張りが居ないと思い込んで油断し、無防備に近づいてレリーフだと思っていたゴーレムに殴られるのだ。

　相手が軍なら、無防備な城壁に攻め寄せようとしたら城壁その物から敵が出て来るのだから不意を突く事が出来る。

「後、レリーフの演技を続けてもらって、敵が城壁に梯子をかけて登り始めたら壊してもらうとか、そんな事も出来ます」

『え、えげつねぇ……』

『御子よ、ゴーレムが動いた後の城塞や建造物は、脆くなりませんか？』

「ゴーレムを配置する時にその分石材を増やしますから大丈夫です。後、住宅や建物の二階以上に配置するゴーレムは、見張り専用の顔だけとか目だけの物にしますから」

『それなら倒壊する可能性はありませんね』

　これは『地球』で行われている、警備員や監視カメラを目立たないように配置する工夫から思いついた事だった。

（それに、普段は警備員や監視カメラ代わりのゴーレムを気にしないで済むので、精神的にも楽ですし）

　タロスヘイムの景観も良くなるので、良い事尽くめだ。

　尚、ガランの谷の岩壁は、削り過ぎるとそれ以上石材が取れなくなる事が分かった。透明なバリアか、結界に隔てられたような感じだ。若しくは、そこに本当に壁があり、先があるように見えるのは壁に描かれた絵のようなものなのかもしれない。

　ただ、数日で岩壁の形状は元の谷に戻るので石材が枯れる心配は無い。




　ヴァンダルーと石工職人達が忙しくしている間、それ以外の者が暇だったわけではない。

「ちょっと危険な事を頼みますね。皆には、この見張り用のゴーレムとアンデッドを今から言う場所に置いて来て欲しい」

　防御も固めるが、敵が何時来るのか分からないのは不安だし都合が悪い。そのため、敵が来るか見張るためのゴーレムの配置をヴァンダルーは頼んだ。

　現在考えられるルートは三つ。

「お任せください、ヴァンダルー様」

　まず一つ目は、エレオノーラが使った山脈越えのルート。このルートは比較的安全なだけで、途中でセルクレントの従属種が何人も倒れている。

　確実に越えられるのは貴種吸血鬼以上の者だろう。並の人間には絶対不可能だとエレオノーラは断言した。

　それを考えると、一人の脱落者も出さず六百人のグールと山脈を越えたヴァンダルーがどれ程規格外か分かるというものだ。

　二つ目は、オルバウム選王国のハートナー公爵領に繋がっていたトンネルだ。

『ここも監視する必要があるのか？』

「ズラン、オルバウム選王国にも邪神派の吸血鬼がいる」

　今は崩れて塞がっているが、ハートナー公爵領側から再建工事が行われ、そこから吸血鬼の手先が送り込まれかねない。

　向こうにいる第一王女が存命だったとしても、彼女の故国への想いを吸血鬼達が利用しないとは限らないのだ。

　そして三つ目は一番難しい場所だ。

『そんで、俺らはミルグ盾国側に繋がるトンネル探しか。そんなものあるのか？」

「可能性は否定できません」

　ミルグ盾国側の境界山脈に、トンネルがあるという伝承の類は存在しない。しかし、反対側の山脈にオルバウム選王国に繋がるトンネルが発見されたのだから、まだ未発見なだけという可能性は高い。

　なんたって十万年以上前のトンネルだ。当時はアミッド帝国もオルバウム選王国も無く、もしかすると女神ヴィダによって吸血鬼が生み出される前に造られた可能性もある。

　そうなると、東西両方にトンネルを造ったと考える方が自然だと思える。誰が造ったのか知らないが。

　誰も魔物を間引いていない魔境だらけの土地で、何処にあるかもわからない遺跡を探すのだ。ボークスを始めヴィガロやザディリス、骨狼達も投入して万全の態勢で行う。

『構わねェが、味噌と魚醤、特に鰹節を多めにな。冒険者に仕事させるには報酬が必要だぜ』

「気に入ったんですか？」

『おう、煮込むと汁が美味くなって具にもなる。手間がかからなくていいぜ』

　未完成の鰹節は干しただけで燻していないため、柔らかい。しかしボークスが言ったように、そのまま煮こめば汁物の具にする事が出来る。

「鰹節も今年中に完成させたいですね」

『あれで未完成なのか!?　そいつは完成が楽しみだぜ』

「それは兎も角、置いて来てもらうのはこの頭蓋骨だけのゴブリンスケルトン、石に偽装したロックゴーレム、枯れ枝に偽装したウッドゴーレムです」

　どれもこれも片手で持ち上げられる大きさだ。そして何処に転がっていてもおかしくない物ばかりである。

　流石に無属性魔術の【鑑定】を唱えて調べればばれるだろうが、地面に転がっている石や枯れ枝、ゴブリンの頭蓋骨をいちいち調べる事は無いだろう。

　魔物の激しい生存競争が行われている場所なのだ。そんな余裕はあるまい。

　まあ、運悪く野良魔物にゴーレムやアンデッドが破壊されるかもしれないが、そのために一箇所に三つ配置するのだ。どれか一つ壊れたら、代わりを置きに行けばいい。

　因みに、二百年前ミルグ盾国軍が使ったルートは放置する事が決定した。エレオノーラによると、ハリケーンドラゴンの番が居座っているらしい。

　切り立っている上に脆い崖が連なる足場で、ランク１０以上の竜種二頭を同時に討伐するのはＳ級冒険者相当の英雄のパーティーを用意する必要があるとかで、現在のアミッド帝国が総力を結集しても難しいそうだ。

　吸血鬼達も同様だ。上位の貴種やビルカインのような原種吸血鬼なら可能だとエレオノーラは言うが、同時にその激戦の様子はここからでも分かるだろうと教えてくれた。激しい閃光や爆音、山脈の一部が崩れる轟音等が響くだろうから。

　後、一応バーンガイア大陸の南部から境界山脈を迂回して北上するルートもあるにはあるが、そこを通るのは原種吸血鬼でも自殺するのと一緒らしい。

「山脈に生息している竜種よりも上位のドラゴンや巨人の住処に、デーモンの宮殿まであると伝説が残っているわ」

　他にもノーブルオークの帝国等、未知の魔境や魔物の大集団が無数に存在するとその伝説には記されているらしい。伝説は確認された真実ではないが、少なくともノーブルオークの帝国は存在する可能性が高い。密林魔境にいたブゴガンの霊は、その帝国から来たと語っていた。

　別にそれらはヴァンダルーの味方ではないが、防壁としてとても有効だ。

　そのお蔭で、ヴァンダルーも何処にいるか分からないヴィダ派の吸血鬼を探しに出る事が出来ないのだが。

「では、お願いします」

　以上の試みの達成は、ミルグ盾国側に繋がるトンネルの発見以外は一月かからなかった。エレオノーラやズラン達はボークス達に合流し、引き続き十万年以上前に作られたトンネルの捜索を続けてもらう。

「じゃあ、その間俺達は第二城壁、第三城壁の建築。後、兵器の開発を行います」

『坊ちゃん、過労死するおつもりですか？』

「大丈夫です、休日はしっかり休みますから」

　この二百年でタロスヘイムを訪れたのはヴァンダルー達と、エレオノーラ達吸血鬼のみ。そしてエレオノーラ以外の吸血鬼は、皆殺しにしている。

　だから少々外見が変わったところで「城壁が増えている！」と気がつきはしないだろう。

　第二城壁は改造した第一城壁同様に堅牢に作り、ゴーレムも配置しアロースロットも仕込む。

　第三城壁は第二城壁と第一城壁を覆い隠すように高く、しかし一見今にも崩れそうに見える様に建てる。

「後は泥で汚したりアンデッド化した枯れ蔦を這わせたりすれば、それっぽく見えるかなと」

　そうしておけばもしミルグ盾国軍が来ても、過去の記録では開けたはずの穴は無いが目に見えてボロボロだからと、あまり警戒せず油断してくれるかもしれない。

　勿論、実際には崩れないように全てゴーレム化した石材で組み上げ、そのままの形を維持させる。

『いざという時は城壁そのものが兵士になる訳ですな』

『だけど、貴種以上の吸血鬼は空を飛べるんですよね、エレオノーラさんみたいに』

「なので対空兵器を作ります。空を飛ぶアンデッドは作るのに時間がかかりますから」

　数体なら兎も角、数十数百と骨鳥のように骨から作るアンデッドで飛べるまで育てるのは時間がかかる。ワイバーンなどの飛行できる魔物の新鮮な死体をゾンビにする方法もあるが、やはり数を揃えるのに時間がかかるし、完全に破壊されたら、補充するのにやはり時間がかかる。

　虫や小鳥などの小動物のアンデッドを数百万作るという手も考えなくも無かったが……この世界ではアンデッド化すると強くなるとは限らない。羽虫や甲虫をアンデッドにしても、敵の皮膚を食い破れない可能性の方が高い。

　それに貴種吸血鬼は魔術にも優れているので、範囲攻撃でもされたら小さなアンデッドは瞬く間に破壊されてしまう。

　それに、そんな数の虫や小鳥を集めてアンデッドにしていたら、それこそ過労死しかねない。

「虫型の魔物の死体を使えばいいだろうけど、やっぱり数を揃えるまで時間が……まあ、体制を整えた後ゆっくり集めればいいか」

「それよりヴァン様、私達がお手伝いする新兵器というのは？」

『金属なら儂に任せろ』

「二人にはクロスボウを作ってもらう予定です」

　そう言うと、タレアと鍛冶師の巨人種アンデッドのダタラは微妙な顔つきになった。

「クロスボウ？　……ああ、あれですわね」

『あんなもん作ってどうすんだ？』

　このラムダ世界にもクロスボウは既に存在した。しかし、人気とニーズは底辺だった。

　クロスボウは命中力が高く、連射性こそ低いが弦を巻き上げてあれば力の弱い女や老人でも使える優れた武器だ。

　しかし、この世界ではスキルと武技が存在する。

【弓術】スキルのレベルを上げれば弓の命中力も威力も上がるし、その頃にはレベルも上がっているので能力値も上昇しており、女の細腕でも大きな弓の弦を引き絞る事が出来る。

　更に武技を使えば素早く何度も連射したり、針の穴を射抜くような精密射撃を行ったり、超人的な事が実現可能だ。

　クロスボウでも【弓術】スキルで命中力に補正を得られるが、構造上【武技】が使えない。それに直接手で弦を引く訳ではないので、能力値が上がっても威力が変わらない。

　そのため、冒険者は勿論兵士からも需要が低い。

　使いやすいから一般人がもしもの時のために購入する場合もあるが、それも大体は普通の弓矢を購入する事が多い。弓矢の方が安価だからだ。

　そのためラムダではクロスボウは一部の変わり者が購入する武器という認識で、大きな町の武器屋でも置いていない事が多いらしい。

『クロスボウを配るより、良い弓矢を作って配った方がいいじゃろ』

「いえいえ、作ったクロスボウは皆に配るのではなく、クロスボウそのものをアンデッドにする予定なので」

　出来たクロスボウにはヴァンダルーが霊を憑依させ、カースウェポンにする。

　カースウェポンは霊に憑りつかれて勝手に動き出した武器の魔物で、ランク２の弱い魔物だ。本来なら吸血鬼どころか、並の兵士相手でも心もとない存在である。

　しかし、クロスボウなら引き金が動けばそれで板金鎧も貫く威力の矢が発射される。命中力も高い。元々カースウェポンは武技を使えないので、欠点も無い。

　問題は矢の装填だが、矢の装填を担当する腕だけのゴーレムもセットで城壁や町の建物の屋上、王城に配置すれば大丈夫だ。

　これが完成すれば、【気配感知】でも感知されず、夜目が利いて疲労もしない、矢が尽きるまで淡々と敵を射殺す射手が出来上がる。

　この内対吸血鬼用の城壁の上部や建物の屋上に設置するクロスボウの矢は、矢尻に銀メッキを施す予定である。

　メッキ加工も本来は技術が必要だが、【ゴーレム錬成】で銀の形を変えて矢を薄く覆えば簡単に出来る。

「あと、バリスタと投石機を作りましょう」

「……本当に戦争するつもりですのね。腕が鳴りますわ！」

『だが、バリスタならともかく儂も投石機なんてもん、作れんぞ』

「はい、投石機は俺が担当します」

　勿論ヴァンダルーだって投石機を作った経験はない。ただ、『地球』で投石機の作り方について取り上げたドキュメンタリーを見た事があった。

　確か、古代文明の兵器やらなんやらを現在の技術で再現し、検証するドキュメンタリーだった。

（見ても伯父が贅沢アレルギーの発作を起こさない番組だったからなー。よく覚えてる）

　あの番組でも流石に投石機作りの全ての行程を説明していた訳ではないが、大まかな形や構造は見せてくれた。後は、それを【ゴーレム錬成】で再現するだけだ。

　そして休暇はパウヴィナやレフディア達と遊んだり、バスディアの容態を検査したり、延び延びになっていたタレアの若化に取り組んだりしながら過ごした。

　そして、何時の間にか夏になっていた。




《高速治癒、状態異常耐性、死属性魔術、詠唱破棄、魔力自動回復、限界突破、ゴーレム錬成、無属性魔術、魔術制御、大工、土木、錬金術スキルのレベルが上昇しました！》

《同時発動のスキルを獲得しました！》

《ザディリス、ヌアザ、骨人、骨狼、骨猿、骨熊、骨鳥、ブラガ、ゼメド、メメディガ、リタ、サリアがランクアップしました！》




──────────────────────

　名　前：ヴァンダルー

　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

　年　齢：４歳

　二つ名：【グールキング】

　ジョブ：死属性魔術師

　レベル：３９

　ジョブ履歴：無し

・能力値

　生命力：６９

　魔　力：１４４５９６６５２

　力　　：５２

　敏　捷：３１

　体　力：５６

　知　力：１５７

・パッシブスキル

　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル３（ＵＰ！）】【死属性魔術：レベル５（ＵＰ！）】

　【状態異常耐性：レベル５（ＵＰ！）】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル４】【詠唱破棄：レベル３（ＵＰ！）】

　【眷属強化：レベル５】【魔力自動回復：レベル３（ＵＰ！）】

・アクティブスキル

　【吸血：レベル３】【限界突破：レベル４（ＵＰ！）】【ゴーレム錬成：レベル４（ＵＰ！）】

　【無属性魔術：レベル３（ＵＰ！）】【魔術制御：レベル３（ＵＰ！）】【霊体：レベル２】

　【大工：レベル４（ＵＰ！）】【土木：レベル３（ＵＰ！）】【料理：レベル２】

　【錬金術：レベル３（ＵＰ！）】【格闘術：レベル１（ＮＥＷ！）】

　【魂砕き：レベル１（ＮＥＷ！）】【同時発動：レベル１（ＮＥＷ！）】

・呪い

　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】

──────────────────────





[image: ]






　タロスヘイムの王城は、現在浴場のみが賑わっていた。国家運営が機能していないため、そこしか用が無い為だ。

「良い湯だった～」

「キングが作ってくれたマッサージゴーレムも良かったわね」

「そう？　あたしは泡がぶくぶく出る『じゃぐじー』の方が良かったと思うけど」

　今まで水浴びだけで入浴の習慣が無かったグール達は、すっかり熱い湯に浸かる事に夢中になっている。ヴァンダルーが思いつくままに、しかし力を入れて作るゴーレム製品もあるが、やはり湯船に浸かるのは気持ちが良いようだ。

「そう言えば、知ってる？　最近タレア長老が毎日のようにキングの寝室に呼ばれてるって噂」

「知ってるけど、ただ人恋しいだけじゃないの？　だってキングってまだ四歳じゃない。寂しがり屋だって聞くし。それよりもう長老じゃなくて職長でしょ」

「そうだけど、長老の方が呼び慣れてて──」

　二人のグールの女性が話しながら歩いていると、不意にその噂のタレアが走って前を横切って行った。

「あれ？　職ちょ──」

　そして、そのすぐ後にヴァンダルーが横切って行った。音も無く、何故か両手足を使って天井を這うように走っていた。

「…………」

　あまりと言えばあんまりなグールキングの姿に二人が言葉を失っていると、タレアが戻ってきた。ヴァンダルーに捕まって。

「いやあああああっ！　もう今夜は許してぇぇぇっ！」

「いえいえ、明日は投石機の試射があるので今日中に後十は行きましょう」

　涙目で悲鳴を上げるタレアを、ヴァンダルーは【念動】で宙に浮かしながら連れて行ってしまった。それを見送った二人は、ゴクリと唾を飲み込んで言った。

「寂しがり過ぎじゃない？」




　手足を放り出したままのあられもない姿のまま、荒い息を繰り返すタレアの横でヴァンダルーは言った。

「後数日で【若化】は完了です。頑張って行きましょう」

「はうぅ～……」

　ヘロヘロになって足腰が立たない様子で、タレアは変な声を出した。

　色々と経験豊かなタレアだったが、【若化】は彼女が今まで覚えた事の無い感覚が全身に走る。異物が体中を這い回る不快感と、逆に体中をマッサージされ凝りの様なものが解れて行く快感と。

　身体は活力が満ちているのと同時に激しい運動の後のように疲労感を覚える、訳の分からない状態になる。

　ヴァンダルーとザディリスしか知らなかった秘密を共有できて、自分も若返る事が出来る。タレアにとって良い事尽くめなのだが……。

「ううっ、確かに疲れやすかったり息がすぐ上がったり、目が霞んだりしなくなりましたし、腰が痛む事も少なくなりましたけどぉ……」

　思っていたよりタレアの老化症状は進んでいたらしい。流石二百六十越えだ。

「もう十歳程若返っておきますか？」

「ひぃっ!?　今夜はもう堪忍ですわっ！」
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　いくつかある〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカを奉じる吸血鬼達の集会場。そこに数千年に一度しか揃わない原種吸血鬼達が集まり、ここ数万年無かった事を行っていた。

　床に搾りたての特別な生き血で描かれた、所々歪んだ七芒星。その中心に向かって三人の原種吸血鬼達が腕を伸ばし、拳を作った。

「我、テーネシアが尊き血を注ぐ」

　テーネシアの指の間から、血が一滴落ちる。彼女は贈られたプレゼントの入った箱を開こうとする子供の様に、瞳を輝かせている。

「我、グーバモンが尊き血を注ぐ」

　豊かな髭に全ての養分を吸われたような、大きい目をギョロギョロさせた枯れ木の様な老人。グーバモンの指の間からも血が一滴落ちる。

　彼の目は、正体不明の欲望が目障りなほど浮いている。

「我、ビルカインが尊き血を注ぐ」

　そしてビルカインの白い手からも赤い血が落ちた。彼の瞳には、不気味なほど何も無かった。普段は紳士然とした微笑を絶やさない唇は、何かを堪える様に引き絞られている。

　彼等三人の原種吸血鬼が一度に揃い、そして全員が協力して一つの事を行うのはここ数万年無かった事だ。

　超人と呼ばれるＡ級冒険者だけで構成されたパーティーでも、彼等原種吸血鬼はそれを一人で圧倒できる力を持つ。

　彼らはこの吸血鬼コミュニティの纏め役であると同時に、〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカの加護を受ける邪神の従属神に等しい存在でもあるのだ。

　そんな彼らがどんな儀式を行おうと言うのだろうか。

「……ふん、儀式は失敗したようじゃな。セルクレントめ、裏切りおったか」

　グーバモンが何の反応も示さない七芒星を見て、嬉しそうに唇を釣り上げ牙を剥き出しにする。

「じゃあ、次はエレオノーラだね。さっさとしな」

「……ああ」

　促されるままにビルカインは控えていた貴種が差し出した子供を受け取ると、意識の無い子供の首を手刀で斬り落とした。

　噴出した血が床に落ち、そして妖しく光るとまるで生きているかのように蠢き、既に描かれている七芒星と同じ形になった。

　そして、先程と同じようにビルカイン達三人は血を一滴ずつ落して行く。

　しかし、その結果も同じだった。何も起きない。

「エレオノーラも裏切ったようだね」

「ククク、死んでいたらここにアンデッドとして復活するはずじゃからのぅ」

　この儀式は、死亡した貴種吸血鬼の魂を召喚しアンデッドとして復活させるというものだった。

　一人の男しか知らない女から生まれた幼子の首を刎ね、その血で描いた七芒星に原種吸血鬼全員の血を一滴ずつ捧げなければならないと言う手間がかかり、そのくせ復活させると言っても生前よりもずっと弱いアンデッドにしかならないと言う、割に合わない儀式だ。

　そんな儀式を何故態々行ったのかと言えば、一月前に大事件が起きたからだ。

『従属種吸血鬼ヴァレンと、ダークエルフのダルシアの間に生まれたダンピールを抹殺せよ』

　そう原種吸血鬼達に〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカから神託が下ったのだ。

　問題のダンピールの抹殺は、セルクレントとエレオノーラに任せていた。あれから一年程経つが、そこは時間の感覚が異なる吸血鬼、精々手こずっているようだと思う程度で殊更状況を確認しようとも思っていなかった。

　問題のヴィダ派の原種吸血鬼が動いた様子もない以上、焦るような事でもなかったからだ。

　だが邪神から直接神託を受けたとなれば、話は別だ。かの邪神は加護を与えた原種吸血鬼達にも、滅多に神託を下す事は無い。

　その邪神が態々抹殺を命じて来たのだ。普段から集会に出ていないグーバモンですら、コレクションを愛でるのを止めて出て来たくらいだった。

　そして抹殺の為に動いているはずのエレオノーラ達に連絡を取ろうとしたが、既に遅かった。

　だから儀式を行ったのだ。返り討ちにあったのなら、アンデッドと化して復活し、報告させる事が出来る。

　復活しなかったら、裏切った事がはっきりする。

「どうやら、あたし達はダンピールを侮ったみたいだねぇ。まさか差し向けた刺客を籠絡したか生け捕りにして嬲ってるのか、どちらにしても失敗したって事か」

「セルクレントの奴めも、特別優秀では無かったにせよ並程度には使える男じゃったからの。それを裏切らせたとするなら余程の力をダンピールが持っていると言う事じゃろうな」

　テーネシアの言葉に頷くグーバモンは、本当に嬉しそうに部下の裏切りを期待する。何故なら、それはセルクレントが親である自分と他の貴種や従属種達を全て敵に回しても構わない、そう思う程の何かをダンピールが用意した、若しくはそれほどの危険を冒してもダンピールの方に従いたいと思う程彼が強大であると思ったと言う事だからだ。

「ふははっ！　手元に置きたい物じゃのぅっ、それほどのダンピールの死体を！　今からどんなアンデッドにするか考えるのが楽しくて仕方ないわい！　キィーヒヒヒヒヒヒィ！」

　英雄の死体を集め、それでアンデッドを作りコレクションする事を一生の趣味にしているグーバモンにとって、〝悦命の邪神〟からの神託は次のコレクションすべき死体を指し示す物だった。

　邪神から直々に死を望まれる程危険なダンピール。それはそこらのＡ級冒険者よりも価値のある存在ではないか。何を危険視しているのか、それとも大きな恨みでも買ったのか、それは分からないがヒヒリュシュカカの注目を集めていると言う事なのだから。

「だったら精々頑張っておくれよ。あたしはあまり興味──いや、ちょっとあるね。そのダンピール、グールを数百匹率いていたね？　グールでアンデッドを作るのも面白そうだ」

　テーネシアもアンデッド作りを趣味とするが、それは芸術作品を作るが如くで、グーバモンのように素材の強さや知名度に拘る事は無かった。

　ここ数百年の創作テーマは「家族」で、父親は既に始末され母親が既に火炙りにされていて死体の無いダンピールに興味は無かったが、グールの灰褐色の肌をアンデッドの素材にすると映えるかもしれない。

　そう彼女の歪んだインスピレーションが囁いていた。

　そしてビルカインは……。

「糞……」

　ぽつりと、小さく呟く。

　その内容が糞と言う、普段のビルカインの言動なら絶対に口にしない単語だったため、空の籠を持って控えていた貴種吸血鬼が思わず目を見張る。

「ビルカイン様……？　ヒギ!?」

　自分の名を口にした貴種吸血鬼の頭を掴むと、ビルカインは軽々と「それ」を持ち上げた。

「ビルカイン様っ、何をなさるのですっ!?　ぐげぇっ!?」

　慌てて騒ぐ「それ」を、ビルカインは滅茶苦茶に振り回した。

「畜生がアあああぁあア！　僕のエレオノーラをっ！　何十人もの人間共の中から選んだ僕の玩具を！　盗りやがってええええええっ！　糞ダンピールウぅぅううぅ！」

　上下左右に振り回される腕によって、「それ」が床や壁に何度も叩きつけられ色々な物が砕け散って行く。

「これから百年は彼女で遊ぶつもりだったのにぃぃぃぃっ！　自分は特別だって思い込ませて、思い上がらせてから、じわじわ肉を削ぎ落とすようにして壊すつもりだったのにぃぃぃっ！　良い所で盗るなんてズルイじゃないかあぁああ！　糞糞糞クソダンピールゥゥゥゥ！」

「な、何だっ!?　ひぃっ！　ビルカイン様っ!?」

「お止めくださいビルカイン様っ！　何があっげぼぉ!?」

「ヒイイイイイッ！　ビルカイン様が狂乱されたぞっ！　逃げろ、逃げろぉぉっ！」

「いやあああああああっ！」

　ビルカインは髪を振り乱し、目を血走らせ、口から泡を吹いて暴れまわった。

　貴公子然としていた姿は既になく、その様子は怒り狂う獣ですらなく、壊れた狂人と言うのが相応しいものだった。

　そして大きく腕を横に振りぬき、まだ辛うじて立っていた柱を砕くと、大きく肩を上下させて息をついた。

「はぁ……はぁ……ふぅ」

　空を見るととても綺麗な月が、青白く輝いている。星々もそれを引き立てるために、キラキラと輝いている。

　ビルカインはまだ掴んでいた「それ」……貴種吸血鬼の、既に男だったか女だったかすら分からない首を適当に投げ捨てると、何事も無かったかのように立っているテーネシアとグーバモンに話しかけた。

「それで、これからどうするかだがテーネシア、何か考えは無いかな？」

　懐から出した絹のハンカチーフで口元と手を拭い、髪をさっと手櫛で整えて。

「ああ、戻ったのかい。今回は短かったね」

「前は何日かずっとじゃったからな。暫く続くようなら、儂とテーネシアで止めねばならんかと思っとったところじゃ」

「フフ、すまないね」

　すっかり何時もの様子を取り戻したビルカインだったが、周囲の様子は惨憺たる有様だった。

　大貴族の屋敷でもおかしくない豪奢な集会場は、グーバモンとテーネシアの周囲一メートル以外は瓦礫の山と化している。

　その瓦礫に混じって血や千切れた手足が間から覗き、首やその破片が転がっている。

　集会場に来ていた貴種吸血鬼の半分、そして従属種吸血鬼の大半が物言わぬ骸になっていた。

「まあ、いいさ。こうなるだろうと思って、あたしの手下は今日の集会を休ませたからね。来てるのは数合わせの従属種だけさ」

「カッカッカ、上手くやったのぅ！　じゃが儂はちゃんと手勢の貴種を全員参加させたぞ！」

「それは悪い事をしたね、何人か潰してしまったかな？」

「気にするな気にするな！　セルクレントのような事が二度と起きんよう、並以下の者はバッサリ切り捨てようと思うてな。お主の癇癪に巻き込まれても生き残れる者を選別したまでじゃよ！」

「そうだったのか。酷いな、僕を利用するなんて」

「ところで、何でアタシなんだい？　確かに興味があるとは言ったが、ダンピールを殺した後グールの生皮を剥げればそれで良いんだけどね」

「簡単な話さ。最初はグーバモンの配下のセルクレント、次は私のエレオノーラ、そう来たら次は君だろう？」

　そう言われたテーネシアは、「そうだね。あんまり動かないのも、恰好がつかないか」と言うと、暫し考えた。

「じゃあ、軍でも動かすかね。アミッド帝国の軍に、永遠の命を欲しがってる奴が居るのさ。吸血鬼にしてやるだけで、何でもしてくれるって便利な奴が」

　そいつに働きかけて、他にもいくつかの貴族や高官を……そうすればまあ二年ぐらいで軍を差し向ける事が出来るだろう。

　並の貴種一匹と歳の割には優秀なのを一匹、従属種を十数匹か？　それくらい送り込んでも標的のダンピールは対処して見せた。

　どういう手で戦ったのか分からないが、態々邪神が神託まで下すぐらいだ。きっと尋常ではない方法だ。

　なら大勢送り込んでみよう。数千の兵と騎士と冒険者、後あのダンピールの母親を火炙りにした高司祭も混ぜてやれば良い具合に事が運ぶだろう。

　その軍勢にばれないように手下を潜り込ませれば、万が一も無いだろう。流石に百は多いとして、貴種を数十匹も送れば十分か。

「ただ、例の情報をくれてやってもいいかい？　用が済んだらアタシがこの手で崩せばヴィダ派の連中も使えないだろうし」

　そう言われたグーバモンとビルカインは、「構わない」と言った。

「元々ヴィダ派の連中なら知っていてもおかしくない情報だったからね」

「ああ、テーネシアが崩すのじゃったら確実じゃろう。しかし、軍を動かすとなると大事じゃぞ、お主、人間を使うのは苦手じゃったじゃろう？」

「なんだい、自分は得意だなんて思ってんじゃないだろうね」

「ヒヒヒ！　そうじゃったわいっ、儂も苦手じゃった！」

「とりあえず、考えは纏まったようだね。では作戦が進んだら教えて欲しい。我が神から神託が下った以上、我々も協力する必要があるからね」

「そうじゃのぅ、ヒヒリュシュカカ様からの罰は身に応えるからのぉ」

　違いないと笑って、よろめきながら生き残りの吸血鬼達が何とか立ち上がった頃に、三人は次の集会場に場所を移すために移動を開始した。

　彼らは実は同じ事を考えていた。ヒヒリュシュカカの神託について。

　何故邪神が、自分達より唯一確実に強大な力を持つ存在が何故態々、ダンピールを殺すように神託を下すのか。

　そんな事をしたからには、ヒヒリュシュカカは例のダンピールに注目を引かれたという事だ。信者でも無いダンピールに。

　つまり、あのダンピールはヒヒリュシュカカにとって脅威に成り得る何かを……情報なのか力なのかは分からないが、そう言った物を持っているのではないだろうか？

（だとしたら、それを手に入れる事が出来れば邪神すら支配し、従える事が出来るのではないか？）

　ヒヒリュシュカカは原種吸血鬼達がそう考える事を解っていた。当然だ、彼らは自らが授けた教義を実践しているのだから。

　だからヒヒリュシュカカはヴァンダルーに関する情報を神託で教えようとしなかった。
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　ブオン！　そんな唸りを上げて投石機から人間大の岩が飛ぶ。

　そして岩は狙い違わず目標地点の平原に置かれた木製の的に落下し、爆砕した。

　人間の貴婦人のように椅子に座り、魔物の皮を使ったパラソルで日陰を作ったバスディアは、大きくなったお腹を撫でながら凄いなと息を漏らした。

「投石機と言うのは凄いな。頼もしいぞ」

「まだ試射の段階ですよ」

　バスディアの横でパウヴィナに高い高いされているヴァンダルーは、そう答えながらもまんざらでもなさそうだ。

　彼は基本的に無表情で目も常に死んだ魚のようで声も平坦だが、慣れると口調で感情が分かるようになる。普通よりややのんびりとした今の口調なら、機嫌が良い証拠だ。

「通常弾の結果は上々。次、ゴーレム弾の試射を開始します」

「はいっ、じゅんびちてっ！」

　パウヴィナが舌足らずな口調で号令をかけ、レフディアが小さな旗を振る。その号令と合図に従って、投石機がぐうんと自分から動いて準備を開始した。

　この投石器は、ヴァンダルーが【ゴーレム錬成】で作り上げた投石機型ゴーレムと言うべき存在だ。普通の投石機には無い、石で出来た腕や車輪が取りつけられている。

　それ等を利用して、投げるための岩や弾を自力で装填し、自力で狙いをつけ、発射する。そんな運用が可能なのだ。

　しかもボディにはエント製の木材を使用している事で、金属並の頑丈さと優れた耐火性能を持っている。

「はっしゃー！」

　そんな忠実な投石機ゴーレムから、次の岩が発射される。

　それは先程試射された岩と同じような軌跡を空に描いて、先程とは違う的──何故か的の周囲に木製の人形が並べられている──に着弾した。

『[image: ]おおおおおおおおおん！』

　すると、弾が唸り声を上げながら立ち上がった！

「あれは、もしかしてゴーレムを投げたのか？」

　立ち上がった弾改めゴーレムが周囲に並んだ木人を破壊するのを見て、バスディアはあっけにとられた。

　ゴーレムは落下時の衝撃で多少ダメージを受けているようだが、痛みも何も感じないため戦闘に支障はない。自慢の怪力を使って、バラバラにされるまで暴れまわる。

　これが実際の戦いで使われたら、凄い事になるだろう。ゴーレムの弱点は、足の遅さだ。それを補うと同時に敵への攻撃手段にしている。

　敵にしたら前線を易々と突破してゴーレムが暴れまわるのだから、堪ったものではないだろう。

「はい。あと一応従属種吸血鬼と戦う可能性も考えて、両拳と爪先に銀メッキを施してあります」

「徹底しているな。そこに痺れるぞ」

「ありがとう、でもゴーレム弾はまだ改良の余地があるようです」

「そうなのか？」

　ここで見ている限り敵に見立てた木人を素早く全て破壊する等、完璧に見えるのだが。そう思っていると、的の近くに配置した虫アンデッドの視覚を借りていたヴァンダルーは首を横に振った。

「木人の内、一体が足は砕かれていても胴体から上が無傷です。ちゃんと殺すように……人に致命傷を与える形で破壊しろと命令したんですけど」

　人種は両足が砕かれたら、治療を受けなければ戦線に復帰するのは絶望的だ。しかし、吸血鬼の場合両足が砕けても、何とか戦闘を続行しようとする可能性がある。

　念のために頭を踏み潰してくれないと、合格点は出せない。

「ヴァンは殺意が高いな」

「高いーっ」

　ぽーんっと、パウヴィナがヴァンダルーを真上に投げた。どうやら、「高い」と言う言葉に反応したらしい。

　以前彼女は室内で同じ事をして、天井にヴァンダルーの鼻血の染みを作ってしまい、室内で高い高いを禁止されている。そのため、屋外に出た今日は存分に楽しむつもりのようだ。
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　ばしっと、落ちて来たところをパウヴィナがキャッチする。

「……着地の衝撃が大きいから、もっと優しくして」

「うんっ！」

「お願い、本当にお願い。それは兎も角、次の特殊弾の試射を開始します」

　心なしかぐでっとしたヴァンダルーがそう指示し、レフディアが左右に繰り返し旗を振る。すると、今度は大きな樽が投石機にセットされた。

　そして、それは打ち上げられた。空中で大きく弧を描き……パカンと真っ二つに割れた。

「何だっ!?　失敗か？」

　樽の中から大量の透明な液体が撒き散らされ、的より前の平原に水滴が降り注ぐ。

「いえ、そこそこ成功です。あれは毒や病原菌をばら撒くために作った樽型ゴーレムです。投げられた後、決まったタイミングで割れて地面に中身をぶち撒けます」

「ど、毒っ？」

「ええ、毒。今は水しか入っていませんけど」

　毒も病原菌も、ヴァンダルーは魔力さえあれば作る事が出来る。何処でも何時でもバイオテロが実行可能だ。

　ただ、気を付けないと自分も作った毒や病気にやられてしまうのだが。【状態異常耐性】スキルを超える威力の、一瞬で意識を失う様な猛毒や死病を受けたら、魔術を使う間もなく倒れてしまう。

「毒や病気か……良いのか？」

「それが、撒き方よりも何を撒くかが問題で。アンデッドやゴーレムは良いけど、バスディア達には毒や病気が効きますからね」

　実に悩ましい問題だ。

　撒くなら感染力のある病原菌の方が良いのだが、それでバスディア達が、特に免疫力の弱い子供達が倒れては意味が無い。すぐに【殺菌】【消毒】が出来れば良いが、戦いでは何があるか分からない。

　やはり毒だろうか？　しかし戦場にヴィガロ達が出ていたらやはり使えなくなる。

「グールの麻痺毒と同じ成分の物を使えば大丈夫かな？　うーん、人間にしか発症しない空気感染して感染力が高くて治療困難な死病って無いかな」

「ちょっと待ってくれ、私が聞きたいのはそう言う事では無くて。そんな事をして良いのかという事なんだが。相手は人間かもしれないんだろう？」

　多少は優しくなったパウヴィナの腕で上下に投げられながら、ヴァンダルーは「そうですが……？」と答えた。どうやら、彼にはバスディアが何を心配しているのかすぐには思い至らないらしい。

「いや、私も別に人を殺すのは良くないとか、言うつもりは無いんだ。でも、あまり多く殺し過ぎると、問題があるんじゃないか？」

「ああ、確かに必要以上に殺すのは問題ですよね」

　っと、言いながらうんうんと何度も頷いている……のだろう。激しい上下移動のせいで、分り難いが。

「大丈夫ですよ。必要以上に殺さないように心がけますし、こうして作った武器も別に絶対使わなければならない訳じゃないんですから。母さんも嫌がりますし」

　ダルシアは別に平和主義者では無い。しかし、殺戮を好む訳でも無い。だから必要性の無い殺人は当然嫌うし、ヴァンダルーが行おうとするなら止めようとするし、行った後なら悲しむだろう。

　バスディアの場合は、彼女は冒険者と無暗に争うなと教える集落出身のグールだ。そのため人間を殺す忌避感が大きいのかもしれない。

　そしてヴァンダルーも別に悪鬼羅刹になった覚えはないし、人間のつもりだ。

　人間は社会性のある生き物で、そうである以上人間の幸福は社会の中に在る。

　そしてヴァンダルーの最終目標は幸福になる事、幸福であり続ける事だ。不必要な殺人は、そこから遠ざかる行為でしかない。

「だから必要以上に殺さないようにします」

「うん、殺さないよ？」

（うんうん）

　二人揃って宣言して、頷き合うヴァンダルーとパウヴィナ、そしてレフディアだった。しかし、こうも続けた。

「でも皆を守るために必要な最低限が、皆殺しだった時は皆殺しなので、その時は怒らないでくださいね」

「ねー？」

　必要性の無い殺人はいけない。でも、自分達の種族を殺し尽くす事が正義であると掲げる神と宗教があり、それを国教にしている帝国がある世界で皆が生き残るためには、必要なら敵を皆殺しにしなければならない時がある。

　そう言われたバスディアはややむっとしたようだ。

「当たり前だ。私だってこの子とヴァン達を守るのに敵を皆殺しにするのが必要なら、止めるものか。喜んで斧を振り下ろす」

「頼もしいお母さんですね」

「そうだろう、二人目を作らせたくなったら何時でも言うんだぞ」

「それはあと十年は先ですよー」

　バスディアに返事をしている途中で、ヴァンダルーはパウヴィナに一際大きく空に向かって投げられた。

　流石にこの高さだと着地の衝撃も強くなりそうなので、【飛行】でふわりと浮かぶ。

　そして、ここ数か月の出来事を思い返した。
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　ヴァンダルー達はまず城壁を築き、防御を固め、武器を揃えた。吸血鬼や人間が境界山脈を越えて来るだろうルートにも、無事監視用のアンデッドやゴーレムを置く事に成功した。

　エレオノーラ達が使ったルートと、オルバウム選王国側の山脈にあるハートナー公爵領に続くトンネル跡には監視用ゴーレムを配置した後、ヴァンダルー自身入口までだが足を運んで様子を見てみた。

　エレオノーラ達のルートは、特に問題無かった。奇妙だったのはトンネルの方だ。

　トンネルの入り口を見た限りではただ崩れて塞がっているだけのように見えたが、ヴァンダルーが【ゴーレム錬成】で瓦礫をゴーレムにし、【霊体化】で中に入り内部がどうなっているのか調べてみると完全に壊され過ぎている事が分かった。

　ヌアザ達から聞いた話では、二百年前このトンネルを使って逃げた第一王女レビア達が秘密の装置で塞いだ事になっているが、トンネルの内部はまるで難解なパズルのようになっていた。

　崩れた瓦礫の上には大きな石が一つも無く柔らかい土や砂が大量に重なっていて、再建のために瓦礫を取り除こうとすると次から次に土砂が崩れて来る。そんな状態だ。

　流石に出口までは調べられなかったが、数百メートルはずっとそんな感じだ。トンネルの上は雲がかかる程大きな山々だと言うのに。

　まるで誰かがトンネルを再建出来ないよう、高度な土属性魔術で岩や固い岩盤を細かい砂に変えたかのようだ。

　確かにこれなら当時のミルグ盾国軍どころか、【ゴーレム錬成】スキルを持つヴァンダルーが居なければ未来永劫このトンネルは再建する事は出来ないだろう。

　レビア王女達がどんな方法でトンネルを崩したのか誰も知らないので、ただタロスヘイム王家に伝わる秘密の装置が凄かっただけかもしれないが……ヴァンダルーは猜疑心を刺激された。

　これにも吸血鬼が関わっているのではないか、と。

　境界山脈によって隔てられたバーンガイア大陸南部に存在するらしいヴィダ派の原種吸血鬼を、邪神派の原種吸血鬼は畏れている。彼等にとってタロスヘイムとハートナー公爵領の交易は、目障りでしか無かったはずだ。

　交易が盛んになればタロスヘイムを拠点に、大陸南部を調べようと言う動きが何時か必ず出て来る。それに刺激されヴィダ派の吸血鬼達が動き出すかもしれない。

　だったらその前に自分は動かずアミッド帝国とミルグ盾国を動かして、タロスヘイムを滅ぼしてしまおうとしたのではないか。丁度良く宗主国のアミッド帝国も属国の国力を削りたかっただろうし、帝国にも吸血鬼の手先が居るなら戦争を促すのは簡単だっただろう。

　エレオノーラはそれについて何も知らなかった。彼女は将来有望な出世頭だったようだが、組織全体から見れば重要な立場には無く、そもそもまだ吸血鬼になって十年と経っていない。

　それに邪神派は同じ派閥同士でも仲が良い訳ではないようだから、知らなくても仕方がない。

　ここまで考えて、ヴァンダルーはそれ以上の推理を止めた。幾ら調べても結局事の真偽は当時を知る人物か霊から話を聞かないとはっきりしないだろうから、今は邪神派の吸血鬼達への殺意を高めるだけに止めて置く。

　そして残り一つ、ミルグ盾国側の山脈にあるトンネルも見つかった。

　大きな岩に蓋をされていて、一見しただけではトンネルに見えない。それをボークス達はアースドラゴンやロックドラゴンを屠り、ゴブリンキングの大集落を蹴散らしながら見つけてくれた。

　土産のドラゴンの素材は現在タレアの手で武具に加工中である。

　こうして監視網は整った。

　そして戦力も流石に原種吸血鬼を相手に出来る程ではないが、全体個人共に向上している。

　ボークスやエレオノーラ、ヴィガロといった上位の仲間は数か月程度の時間でレベルは上がったが、流石にランクアップにまでは至らなかった。

　でもヴィガロはこの前、戦士から斧術に特化したジョブの【斧士】にジョブチェンジした。何故か【伐採】スキルまで習得したらしい。トンネル探しの最中、邪魔な木を斧で斬り倒していたら獲得したのだとか。

　ヌアザはランク５のリッチにランクアップした。『やっとレッサーが取れました。これで貧弱な若造とはボークス殿にも言わせません！』と骨と皮だけの顔で笑っていた。

　他にもブラガはランク４のブラックゴブリンアサシンに、彼以外のブラックゴブリンもブラックゴブリンスカウトにランクアップした。中々の斥候職集団だ。

　特にブラガはヴァンダルーから聞き出したニンジャへの道を順調に歩んでいるようだ。

　ゼメドとメメディガもそれぞれランクアップし、アヌビスライダーとアヌビスモンクになっている。ゼメドはダンジョンで捕まえた魔物をテイムする事に成功し、騎乗して戦うようになったから。メメディガは魔術と武術を同時に修業しつつ、ベルグとヴィダ神殿でデートする様になって暫くしたら、ランクアップしたらしい。

　これも女神の祝福だろうか。

　オーカスのゴーバはまだランクアップしていないが、身長も三メートルのボークスと並び一層強く逞しくなった。

　何より、森で見つけたギーガ鳥を生け捕りにしてきてくれた。これによりタロスヘイムでは新鮮な卵が供給されつつある。

　他にもランクアップしたり、レベルを上げたり、スキルを磨いたりと、皆強くなってきている。

　これで密林魔境から逃げ出さなければならなかった時とは違い、ミルグ盾国軍が来ても戦う事が出来るだろう。

　欲を言えば対吸血鬼用の武器や備えがもう少し欲しいところだが、それを整えるにはまだ時間と、何よりスキル、技術が足りない。

　だが幸いな事に原種吸血鬼や長く生きた貴種吸血鬼は、時間に対しての感覚が非常にゆっくりしたものになるらしく、彼らが動く時は普通年単位、早くても数か月程の時間をかける作戦になるらしい。

　何せ吸血鬼は寿命が無く、しかも同族同士で固まっているため時間の感覚が人とはかけ離れているのだ。

「ちょっと前」が十年以上前の出来事を指しているなんて事が、往々にしてある。

　流石に十年は放置されないだろうが何か特別な理由でも発生しない限り、吸血鬼達が次の動きを見せるまで二年から五年はかかるだろうと言うのがエレオノーラの推測だ。

　だからヴァンダルーはそろそろ自分自身の目的達成のためにも、動く事にした。

　タロスヘイムの王城地下にある女神ヴィダの遺産である蘇生装置を手に入れ、ダルシアを蘇生させる。

「そのためにも、俺は強くならなくてはいけない」

　そのために必要なのが、遺産を今も守り続ける半壊したドラゴンゴーレムの破壊だ。それだけなら、ヴァンダルーが強くなる必要はない。

　ボークスやエレオノーラ、ヴィガロやザディリス達の後ろで援護に徹していればそれで良い。ダルシアの蘇生がかかっているが、何も彼が前に立たなければならない理由は無いのだから。

　しかし、ドラゴンゴーレムが守っている広間を塞ぐ呪いの氷はヴァンダルーにしか溶かせず、そしてそれを溶かそうとすると、常時発動している【危険感知：死】に強い反応を覚えたのだ。

　それはドラゴンゴーレムがヴァンダルーに気が付き、中に入ろうとした瞬間攻撃しようと狙っている事の証拠であり、ボークス達に戦いを任せようにも入口を開こうとした瞬間、ヴァンダルーはドラゴンゴーレムの何らかの攻撃を受けて殺される可能性が高いと言う事だ。

　勿論、初めて氷の壁越しにドラゴンゴーレムを見た時と比べてヴァンダルーは強くなっている。ジョブチェンジもしたし、レベルも上がった。能力値もスキルも上昇している。

　特にセルクレントの魂を砕いた時に獲得したスキル、【魂砕き】は強力なスキルだった。

　慎重に検証した結果、ヴァンダルーが与えたダメージで減った生命力と同じ数字分、魔力を減少させると言うスキルだった。

　これで吸血鬼にダメージを与えれば、生命力はすぐ回復出来ても魔力は減ったままと言う事になり、対吸血鬼戦にとても有効だ。ゴーレムだって攻撃すれば動力源の魔力を削り取る事が出来る。……ダメージが与えられればだが。

　しかし、それでもまだ【危険感知：死】に強い反応がある。だからもっと強くならなければならない。

　そのために延期していたダンジョン探索を再開する事にした。

『今から入るのはＣ級ダンジョンだ。坊主、お前が今まで入ったＤ級ダンジョンとは格が違う。油断するんじゃねぇぞ』

　精一杯厳しそうな顔を作ろうとして、残っている方の唇の端が緩んでいるボークスに、ヴァンダルーは突っ込まなかった。

「はい。案内よろしくお願いします」

　これから攻略するのは、ボークス亜竜草原。ボークスの数える気も無くなる程昔の先祖が発見したダンジョンだ。

　Ｄ級のガランの谷やドラン水宴洞とは違い、このダンジョンには基本的に冒険者以外は入らない。何故なら如何に強靭な巨人種とは言え、生粋の冒険者以外が入るにはこのダンジョンは危険すぎるからだ。

「そうだぞ、本当にここは厳しい。階層も多いし、魔物が強い。状態異常を起こすような攻撃をしてくる魔物や、厄介な罠は少ないが、とにかく魔物が強い」

「二回繰り返しとるぞ、同じ事を。酔っ払いか」

『だけど本当に強いんですよ、ここの魔物。私達もランクアップしたけど、それでも三階からはヴィガロさん達が居ないときつくて』

『ヂュゥ。十一階以降ではギリギリの戦いの連続でした』

　今回の探索メンバーはランク６のヴィガロとザディリス、そしてランク５になったリタ、サリア、骨人、骨鳥だ。案内人のボークスを除けば、Ｃ級ダンジョンの攻略には適性戦力と言ったぐらいか。

　そして準備して入ったボークス亜竜草原の内部は、その名の通り草原の地形が多いダンジョンだ。

　階層によっては森や川、湖の階層もあるが、基本的には草原である。その風景は──。

「まるで映画の中のようだ」

　思わずそう呟きながら、【魔力弾】を放つ。

　青々とした草が茂り、まるで緑の絨毯のように見える大地を恐竜が群れている。その風景はまさに白亜紀にタイムスリップしたかのようだった。

　本当に感動的な光景だ。

　群れている恐竜が、こちらに襲い掛かって来るのに気が付いてもヴァンダルーの感動は消えなかった。

『おーい、早いとこそのラプトルも潰さねぇと……ああ、もうやったか』

　のんびり後ろで眺めているボークスの視線の先で、前衛を掻い潜って襲い掛かろうとしたラプトルが、ヴァンダルーの【魔力弾】でミンチ肉に一瞬で変身する。

　普通の【魔力弾】はそこまでの威力もないし、弾速も矢や他の属性魔術の攻撃に比べて遅く、弾道も工夫し難く単調になりやすい。

　そんな欠点だらけの魔術なのだが、ヴァンダルーは一発に一万程魔力を込めて自分の身長より大きい【魔力超大砲】とでも言いたくなるほどの大きさの弾を撃つ。その大きさ故に避けるのが難しく、しかも最近では魔力の形を歪めて弾道すら工夫している。

　そのため動きの速いラプトルでも仕留める事が出来る。

『他のも、流石に何回か入ってるだけあって一階じゃあ苦戦しねぇか』

　ボークスの目から見ればまだまだ未熟なヴィガロやザディリス、骨人達も楽々とラプトル達を屠って行く。

　群のボスであるランク４、通常のラプトルより一回り大きく頭も良いヒュージラプトルも危なげなく相手をしている。

　数がもう少し少なければ、ヴァンダルーの出番は無かっただろう。

『まあ、ここからだがな』
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　ボークス亜竜草原の表層部に出て来る魔物は基本的にヴァンダルーが知る恐竜に近い物か、ワニや亀等大型の爬虫類タイプの魔物だ。

　何でも、これらの魔物をタロスヘイムでは昔竜種に似て鱗を持つが、竜種とは異なる魔物として「亜竜」と呼称していたらしい。因みに、ワイバーン等も亜竜に分類されていたそうだ。

　確かにプテラノドン等の翼竜の仲間だと思っても不自然ではないかも知れない。

　一階から二階に、二階から三階にと進むにつれて当然出現する魔物との戦いは厳しくなっていく。

　五階以下ではランク３の魔物は全くでなくなり、出現する魔物の中にランク５の魔物が混じるようになった。

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＮ！」

「おー、ティラノサウルス」

　三角形の巨大なシルエット、そのまま槍の穂先に流用できそうな鋭く長い牙、発達した逞しい後ろ足に対して短い前足。

　地球で最も有名だろう肉食恐竜、ティラノサウルス……がランクアップしたアーマードティラノだった。鎧竜のような堅牢な鱗と甲羅に覆われた恐竜だが、このラムダではランク５程度らしい。

　この巨大な肉食恐竜がブゴガンより弱く、ワイバーンと同格であると言う事に違和感を拭えなかったヴァンダルーだが、そう不自然な事でも無かったようだ。

『ヂュウゥゥ！　主の糧になるがいい！　【流水】！　【斬月】！』

　骨人は直線的なアーマードティラノの噛みつき攻撃を流れるような動きで回避し、円を描くような軌跡の斬撃で首を半ばまで切断した。

　骨人はヴァンダルーに霊体を追加されたランクアップに成功した後、更に研鑽を積みランク５のスケルトンバロンにまで至っていた。スキルは【剣術】が５、他の【弓術】や【盾術】等は４にまで上がっている。

　ランクの上ではアーマードティラノと互角の筈だが、アーマードティラノが旺盛すぎる闘争本能のせいで単調な動きしか出来ないのに対して、骨人は複雑で関節可動域を無視した奇怪な動きを当たり前にする。この差だろう。

『主、この死体は如何しますか？』

「もうティラノサウルスのゾンビはいますから、素材と食料にしましょうか。ティラノサウルス系の魔物って、何処が美味しいんでしたっけ？」

『腿肉だったかと』

　魔石を抜き取ってアーマードティラノの鱗と甲羅を剥ぎ取り、腿肉を食べて一息入れたのだった。




　十階の中ボスは、草食恐竜だった。

　ただヴァンダルーが期待した雷竜……ブロントサウルス等の巨体と長い首を持つ恐竜では無く、猪も逃げ出す獰猛な角竜だった。

「ＢＯＯＯＯＯ！」

　やや牛に似ている様な咆哮を上げ、鼻先に生えた短い一本と額から伸びる長い二本の角からバチバチと稲光を輝かせ、トリケラトプスが突進の構えを見せる。

「……うん、流石異世界」

　恐竜もファンタジーな進化を辿ったようだ。

『ランクアップして風属性の魔力を角に宿すようになったトライホーンです、ここは私達に任せてください！』

『前も討伐した事がありますから！』

　そう言って前に出たのは、サリアとリタのリビングアーマー姉妹だ。しかし、彼女達の姿は以前とは大きく異なっている。

　それぞれランク５のマジックハイレグアーマーとマジックビキニアーマーに至った彼女達は、遂に【霊体】のスキルを獲得したのだ。

　その結果、彼女達は鎧だけでは無く目に見える姿を手に入れた。……白い辛うじて人型だと分かる輪郭も無い靄に見える身体を。

　強い風が吹けば消えてしまいそうな頼りない【霊体】だが、それ以外にもスキルのレベルは上昇している。ランクは５だが、姉妹二人ならランク６でも大丈夫だと言う。

　そんな頼もしい二人は突進してくるトライホーンに正面から突っ込み──

『きゃああああああああっ！』

　ぱーんと跳ねられて武器を握ったままの手甲や、脛当て、鉄靴がばらばらに飛んでいく。

「は？」

「し、死んだ!?　死んだのか!?」

『グ[image: ]!?　ゲエエエエエエ!?』

『おいおい、やべぇんじゃねぇのか？』

　驚くヴァンダルーに、慌てふためく男性陣＋骨鳥。しかしザディリスは慌てず騒がず、呆れの混じった息を吐いた。

「また性質の悪い冗談を」

　そう彼女が呟き終わるか終らないかと言った時に、空に大きく舞い上がったリタとサリアの手甲や鉄靴がグルリと翻り、それぞれハルバードとグレイブを握り直す。

「ＢＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!?」

　そして、二人を倒したと思って勝利の咆哮を上げていたトライホーンの首や腹を背後から突き刺し、切り裂く。

　そしてトライホーンが息絶えると、バラバラになっていた鎧がそれぞれ一か所で合体し、サリアもリタも元通りになっていた。

『終わりました。トライホーンにはこの方法が有効なんです』

『私達がバラバラになるとそれでやっつけたと思うんでしょうね。それで動きが止まるし、隙だらけになるから楽ちんなんです♪』

『あ、そろそろ喉が渇きますよね、どうぞ。搾りたてですよ、坊ちゃん』

　悪びれもしない二人から、トライホーンの生き血で満たされた木彫りのカップを受け取る。

「理由は分かりましたが、悲鳴は必要無いのでは？」

『あ、それは……思っていたよりも角がビリビリして、つい』

『姉さんって、ビリビリしてるのに弱いもんねー』

「リタ、お主の悲鳴も聞こえたのじゃがな」

『そ、それはつい……ちょっとした遊び心で』

「そんな遊び心は要らん！　それよりも霊体を引き締めんかっ！　まるで丸太の様じゃぞ」

『違います！　これは私が生前から幼児体型とか贅肉が付いていたとかじゃなくて、まだ未熟だから──』

「未熟者が実戦で遊ぶな！　我までからかったな！」

『おう、ちょっと趣味が悪いぜ、嬢ちゃん』

　リタが年長者組にお説教を受けているのを見て、ヴァンダルーは自分からは何も言わない事にしたようだ。

「でも、サリアも気を付けてくださいね。やるにしても、次はもっと上手くしてください。でないと、俺もまた敵に肉や臓腑を斬らせるような戦い方をしますよ」

　自分が無茶をしたら叱られるのに、周りはして良いと言うのは不公平だ。これくらいは言っていいはず。

『や、止めてください！　本当に止めてください！　もっと上手くやれるように工夫しますからっ』

　顔を青く……はなっていないが、慌てて約束するサリア。この様子なら大丈夫だろう。

「話は変わりますけど、さっきのバラバラになってから攻撃するのって、どうやったんですか？」

　これまで、サリアとリタは一見バラバラだったが、基本的には透明な人型生物が鎧を着ているだけのように、パーツが纏まって動いていた。

　しかし、【霊体】スキルをレベル１とはいえ身に着けて靄のような身体を手に入れた今になって、パーツをバラバラになったまま動かして見せた。普通逆ではないだろうか？

『それは【遠隔操作】スキルを獲得したからです』

「遠隔操作？」

『はい。身体から離れた身体の一部、私達の場合は手甲や鉄靴等のパーツを動かせるようになるスキルです』

　何でも、そう言う事が出来ないかなとリタと一緒に練習していたら手に入ったスキルらしい。

『それは中々使えそうなスキルですな。是非私も習得したいヂュウ』

『グエエエエ』

　話を聞いていた骨人と骨鳥が声を上げる。

　霊体で再現された肉や軟骨、羽以外は骨だけの二人なら、練習すれば確かに【遠隔操作】スキルを獲得できるだろう。霊体を操作すれば骨を外すだけで、何のリスクも負わないだろうし。

【遠隔操作】スキルは元々リビングアーマーやスケルトン、ゾンビ等のアンデッド専用のスキルなのだろう。

　ヴァンダルーはまだこちらの世界では見た事が無いが、地球のホラー作品でバラバラになっても手足が動いて襲い掛かって来るゾンビやスケルトンと言った演出は、お約束だった。

　蜥蜴の尻尾の様な例もあるが、あれは操作している訳じゃないから違うだろう。

「それ、俺も習得したいですね」

『『え[image: ]？』』

　しかしアンデッド専用だからと言って、自分が習得できない理由にはならないと考えたヴァンダルーの発言によって、空気が凍った。

『あ、あの、坊ちゃんがバラバラになるのはちょっと……』

『もし元通りにくっつかなかったら、主もアンデッドになるしかなくなるのでは？』

「いや、流石に自分の手足を斬り飛ばして練習しようとは思いませんから」

　実際、元通りくっ付かなかったら大事だ。事前に【霊体化】してからならもしかしてと思うが、もしかしなかったら取り返しがつかないかも知れないし。

　ブゴガンに斬られた胴体は無事繋がったが、あれは完全に切断されていなかった。それに斬られてからすぐくっつけたからだ。スキルの獲得のために練習して時間が経ってからだと、どうなるか分からない。

「とりあえず、髪でやってみましょう」

　ヴァンダルーの髪は「これが男らしい髪型だ」とザディリスやバスディアが主張するため、肩まで伸ばしている。どうやら、男グールの獅子の鬣のようにしたいらしい。

　ダルシアにも可愛いと好評なので、このままでいいかとヴァンダルーも伸びるままに放置しているのでその内腰まで届くようになるだろう。足元に着く前には切るだろうが。

『まあ、髪なら……』

『主、髪で上手く行かないから指に変更とか、そう言う事は絶対に止めてください』

　心配させたようだが、ヴァンダルーには獲得したら色々と応用できそうな【遠隔操作】スキルを諦めるつもりは無かった。

　獲得しても、斬り飛ばした腕でロケットパンチとかそういう事はしない予定だけれど。




　十一階以降は、更に過酷さが増していく。

　出て来る魔物は全てランク５で、時折ランク６の魔物が単体で現れるようになる。

『だが十一階からがこのダンジョンの狩場だ。魔物以外にも使える素材が多いからな』

　大木の様なシダ植物の若葉は磨り潰すと薬に、干して煎じると苦いが身体に良いお茶になる。

　琥珀を取る事が出来る台地や、砥石に使うと武器が錆びにくくなる石が取れる崖等がある階層を目当てに、当時の冒険者達はこのダンジョンに挑んだらしい。

　そして経験値的にも大変美味しい。

「こっちの恐竜は虫の息なので、止めお願いします」

『御意！』

『姉さんっ、そっちにタコっぽいの行った！』

『坊ちゃん！　この空飛ぶ巻貝とタコの親戚は何ですか!?』

「アンモナイトだと思いますよ、俺が知っているのは空を飛びませんでしたけど」

『アンモの騎士！　ならば私が相手を仕る！』

「いや、別にあれは騎士では……」

　貝殻の大きさがヒグマよりも大きい空飛ぶアンモナイトに、雄々しく一騎打ちを挑む骨人。

　出現する魔物はアンモナイトも含めて、全て個々の力では同格か格上の相手ばかりだ。当然倒すと大量の経験値が手に入る。

「ウオオオオオ！　【断鉄】！」

　見るからに石頭だろう草食恐竜の頭突きに対し、ヴィガロが新しく覚えた斧術の武技で迎え撃つ。

　バガンっと卵形の殆ど骨でできた頭部から胸部まで真っ二つになり、どうっと草食恐竜が倒れる。

　密林魔境での戦いでグールバーサーカーにランクアップし、更にタロスヘイムでジョブを得たヴィガロの実力はＢ級冒険者に匹敵しつつある。

【斧術】や【伐採】にスキル補正がかかる【斧士】にジョブチェンジしたので、これからも成長が期待できるだろう。

「うおっ！　魔石まで真っ二つにしてしまった！」

「何をやっておるのやら」

　骨肉に混じって魔石を割ってしまった手応えを感じて声を上げるヴィガロに、ザディリスは別の恐竜に魔術で攻撃しながらため息をついた。

　レベルは１００に達していたがスキルが足りずグールメイジからランクアップできずにいたザディリスは、タロスヘイムに来てから行った修行によって、見事ランク６のグールハイメイジに至った。

　やはり姿は大きく変わらなかったが、額に目を連想させる紅い宝玉が出現した。魔術の行使を補助するための器官であるらしい。

　そうして成長したザディリスが放つ光属性の攻撃魔術は凄まじく、熱したナイフでバターを斬るかのようにスパスパとアンキロサウルスに似た鎧竜を切り裂いていく。

「うん、【詠唱破棄】スキルも調子が良い。……とと、坊や、ちょっと魔力を分けてくれんかの？」

「はいはい」

　魔力も増えているが、流石にヴァンダルー程では無い。調子に乗って使えば魔力が心許なくなるのは当然だった。




　そしてボークス亜竜草原で取れる中で、ダンジョンボスの素材を除けば最も貴重な産物がセメタリービーの蜂蜜と蜜蝋だ。

　体長三十センチ程の蜂の魔物で、ランクは５。一匹一匹はそうでもないが、群全体が一つの生き物のように襲い掛かって来る恐ろしい魔物だ。

　その大顎は板金鎧を紙のように食い千切り、針の鋭さは並の盾職では防げない。そして最も凶悪なのが猛毒だ。

　強力な神経毒で、生半可な耐性スキルでは耐えられず数分でショック死してしまう。

　この魔物の巣の周囲には蜂型の魔物から取れる中では最高の味を誇る蜂蜜や、最高級の蝋燭や石鹸に加工できる蜜蝋を求める冒険者達の死体が、数え切れない程横たわっているという。

　まるでセメタリー、墓地のように。

「そう聞いていたんですが、もしかして意外と人懐っこかったりします？」

『そんな訳があるか……坊主、それもしかしてその蜂、アンデッドだったりするか？』

「元気に生きていると思いますよ」

　セメタリービーにびっしり張り付かれ、蜂人間っぽくなったヴァンダルーにヴィガロは驚きを通り越して呆れていた。

『甘いもんを欲しがってたから、試しに探してみるかって聞いたらこれだ。坊主、セメタリービーはこのダンジョンで一番珍しい魔物なんだぞ』

「……その割には沢山いますね」

　ブブブ。セメタリービー達は羽音を立てながら、顎で噛むでも針で刺すでもなく、舌でヴァンダルーを舐めまわしている。

　蜜蜂が天敵に行う、纏わりついて体温を上げ蒸し殺す的な危険も感じないので純粋に懐いているらしい。

『凄いですね坊ちゃん、蜂まで坊ちゃんにメロメロですよ』

『ヂュウ、本当に大丈夫ですか、主？』

「……多分？」

　虫嫌いだったら失神するところだが、ヴァンダルーはそれほど虫が嫌いではなかった。地球で子供だった頃はカブトムシやクワガタに憧れたものだ。

　そう思っていると、一際大きいセメタリービーが無数の蜂を連れて飛んできた。

　ギチギチ顎を鳴らすと、ヴァンダルーの頭に着地。

「坊や、それはもしや女王蜂と言う奴じゃないかの？」

「らしいですね」

「それで、其奴は何をしているのじゃ？」

「多分、テイム？」

「……坊や、もしかしてアンデッドだけでは無く、名前に死とか墓地とか付く魔物は全て魅了できるのか？」

『スゲェな、虫型の魔物は本能が強すぎて誰もテイム出来なかったって聞いた事あるぜ』

「おお、凄いなヴァンダルー。もしかしたら世界初だぞ」

「多分褒められているんだと思いますけど、羽音で聞こえない」

　どうやら、【死属性魅了】は虫の一種にも効くらしい。それとも虫アンデッドを使い過ぎて、生きている虫にも懐かれるようになったのだろうか？
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　虫型の魔物は思考力が無く、本能のみで動く。

　そう聞くとテイマーを始めとする調教師ジョブの者達にとって、扱いやすそうに思えるかもしれない。しかし、実際にはあまりにも本能が強すぎて、人間では操る事が出来ない。

　一応特殊な香草や香の匂いや、音である程度までなら言う事を聞かせられるように工夫した者も存在したが、それらはテイムしたとはとても言えない不安定な代物で、一歩間違えれば自分自身が食い殺されてしまう危うい代物だった。

　そしていつしか『虫型魔物とアンデッドはテイムできない』という常識が、広まって行った。

「筈なんですか」

　ブブブブブブブブブブ。

『筈なんだよ』

　ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴ。

　無数のセメタリービーに掴まれて運ばれているヴァンダルーは、「とても信じられない」とボークスからされた説明の感想を口にした。

　こんなに人懐っこいのに。

　このセメタリービー達は丁度巣の引っ越しをする時期で、その時偶然ヴァンダルーを見かけたらしい。そして、彼の【死属性魅了】に引っかかったのだ。

　以前もダンジョン内のアンデッドが友好的だった事があったが、その時はテイムできず外に連れ出す事も出来なかった。しかし、この蜂達は次の階層に降りても普通について来る。

　多分、あの時より【死属性魅了】のレベルが上がっているからだろう。

　若しくは、ヴァンダルーはセメタリービーとの相性が特に良いのかもしれない。

『グールや吸血鬼、それにセメタリービー。【死属性魅了】って、思っていたより対象が広いな』

　セメタリービーに関して言えば、元々魔王達がこの世界を手に入れるために人と戦わせる目的で作った魔物の一種だ。だがもしかしたら、この蜂を創ったのは死を司る邪神だったのかもしれない。

　何にしても、【死属性魅了】のレベルがこれ以上上がるようなら、アンデッド系の魔物が頻繁に出るダンジョンや魔境には入らない方が良いかもしれない。

　出入りする度に百鬼夜行よろしくアンデッドを引きつれて歩く事になりかねない。即戦力が欲しいなら、有効かもしれないが。

「それで、あいつはどうする？」

　思考に沈んでいたヴァンダルーにヴィガロが指差したのは、このボークス亜竜草原二十階層の中ボスだ。

「ギャオオオオオン！」

　咆哮を上げながら翼と化した前足を大きく広げるのは、ランク６のヴェノムワイバーン。

　歳を経たワイバーンがランクアップした存在で、身体が一回り大きくなり鉤爪と尻尾の先端に生えた大きな棘から猛毒を分泌する様になった魔物だ。

　相変わらず頭は獣にしては良いと言った程度で、ブレスも吐かない。しかし、スピードと機動力はただのワイバーンだった時とは比べ物にならない。

　空を飛ばずに肉弾戦だけでこの魔物を倒すのは、Ｃ級冒険者でも不可能だ。そう断言される魔物である。

「当初の予定通り、俺だけで戦ってみましょう」

　ヴァンダルーはボークス亜竜草原の、それもボスの前に出現する中ボスを自分の試金石にする予定だった。

　レベルが上がって能力値が上昇しても、実戦でそれを使いこなせなければ意味が無い。あのドラゴンゴーレム相手に即死しない実力が付いたとは言えない。

　それを試すためにこのヴェノムワイバーンと一対一で戦い、勝てるかを試すのだ。勿論【吸魔の結界】で翼に込められた魔力を吸収して、地面に落とすという手段は無しで。

　それでも、ヴェノムワイバーンに勝てたからと言ってあの壊れかけのドラゴンゴーレム相手に即死しないとは言い切れない。

　目の前でこれ見よがしに翼を羽ばたかせる下級竜より、圧倒的にあのドラゴンゴーレムの方が格上だからだ。

　まあ、ただの目安だ。別にこの中ボスに勝ったからと言って、何か特別な力を授かる訳でもなんでも無いのは分っている。勝ったらドラゴンゴーレムの前まで行って試して、それでダメそうなら何もせず戻ってまた修業すれば良いだけの話だ。

『死なないように気を付けろよ』

「行って来い、坊や。儂らが見守っているのを忘れるで無いぞ」

　頼もしい応援を受け、ヴァンダルーはヴェノムワイバーンにただ一人挑んだのだった。





[image: ]






「そして今回もダメでした」

「まー、仕方ないわよ。Ｃ級冒険者って才能があるとか、普通よりも沢山の経験を積んで凄い努力したとか、そう言う人しかなれないって聞いたし」

「ヴァンダルーはその年の子にしては努力してるけど、流石に一対一じゃ……テイマーなんだから拘らなくて良いんじゃないの？」

　五回目の敗北を喫した後、タロスヘイムに戻ってきたヴァンダルーは休養を取りつつ武器の開発をしたり、鰹節作りをしたり、色々と動いていた。

　今は、ビルデ達子育て中のグール達が集まって、育児について意見交換をする母親会に死属性魔術の練習も兼ねて混ざっていた。

　本日の主なメニューは鰹出汁の山菜入り味噌汁、ドングリ粉うどん、デザートに蜂蜜漬けの寒天だ。

　鰹節は去年の今頃、初めての燻製、地球から数えて二十年以上ぶりの火を使う加工だった事で失敗作を量産していたが、最近やっと安定して作れるようになった。

（こんな事ならもっと鰹節や燻製に付いて調べて置けば良かった。けど、まさか異世界で鰹節を作るなんて思わなかったからぁ）

　テレビやらなんやらで聞きかじった知識を適当に繋ぎ合わせて実行した結果量産された、数々の失敗作。確かあの番組では炭火の近くで燻していたような気がしたが、きっと記憶違いか特殊な作り方の紹介か何かだろう。

　うどんは小麦粉と比べてサラサラのドングリ粉を、ゴーバが捕まえてくれたギーガ鳥の卵を繋ぎにし、練って作った。本当はラーメンを作りたかったのだが、かん水が出来なかったのだ。

　かん水は炭酸ナトリウムか炭酸カリウムが主成分、つまり特殊な塩水なので、現在作れないか工夫している。ヴァンダルーがオリジンで話を聞いた和食通の研究者の霊も、流石にかん水までは手作りしていなかった。

　ただ工夫している最中なので、数年以内には出来るだろう。

　そしてヴァンダルーは驚き慣れたが、ラムダでは麺類が存在しなかった。うどんや蕎麦やラーメン、パスタすら無いのだ。だからうどんを初めて作った時の皆の反応は「随分と細長いパンだな。茹でて作るとは変わっている」というものだった。

　まあ、だから「うどんや蕎麦は音を立てて食べる物」と言う日本の習慣を広めるのも楽そうだ。

　うどんやパスタくらいは在りそうな物だが……燻製といい、この世界の料理は料理法がシンプルな物しか存在しないのかもしれない。料理法を研究する余裕が無いとか、工夫しなくても美味い魔物の肉や魔境の産物が存在するとか、そう言う理由もあって。

　そしてデザートの寒天はヴァンダルーが天草から加工した物で、蜂蜜は勿論セメタリービーの蜂蜜である。ヴァンダルーがテイムした……テイムさせられたという方が正確かもしれないが、セメタリービーは現在タロスヘイムの王城に巨大な巣を建造している。

　冬だと言うのに魔境まで働き蜂を派遣して蜜を製造中だ。因みに、セメタリービーの主な食料は肉だ。だから蜜を貰ってもその分ゴブリン等の食用に適さない魔物の肉をやれば問題無い。

　セメタリービーの蜂蜜は香りが強く、濃厚な味がする。そんな蜂蜜をかけた寒天は大人気のスイーツになっている。材料の天草や昆布等も加えて、タロスヘイムでは海藻の価値が大きく見直された。

　味噌や魚醤と比べて魔術でぽんと作れないので手間ではあるのだが。

「ヴァン、そう言えば子供に蜂蜜は拙いんじゃないのか？」

「これは身体に害がある物を俺の魔術で完全に排除してある蜜だから大丈夫、問題無い」

　品質を守ったまま【殺菌】と【消毒】で身体に害になる成分は完全に消した後だ。この蜜を口にしたとしても、倒れる事は絶対にない。……食べさせ過ぎて太るとか、そう言う害は消せないけど。

「ならもし口に入ってしまっても大丈夫か」

「う～」

「でもジャダル、離乳食にはまだ早いぞ」

　木皿の上の蜂蜜がたっぷりかかった果物に手を伸ばそうとした赤ん坊を、バスディアは抱き直して皿から遠ざけた。

　ジャダルは夏の終わり頃に産まれた、バスディアの娘だ。妊娠するまで苦労を先取りしたのか、驚くほどの安産で誕生し、今日に至るまですくすくと育っている。

　灰褐色のぷくぷくした頬がとても可愛らしい。

「ジャダルちゃんも大きくなったわね。あ、ちゃんと鉤爪は削ってる？」

「いや、まだ爪は伸ばせないみたいだ。ヴァービは何時頃伸びる様になった？」

「うちのヴァービは一歳になるちょっと前だったかな。でも早いと三か月で生えて来るから、ちゃんと手入れするのよ」

「子供の内は自分の鉤爪で自分を傷つけちゃうからねー、キングもそうだった？」

『うちのヴァンダルーも鉤爪が伸ばせるようになったのは三か月よ、でもその時から賢かったから』

「そうなのっ!?　三か月で賢いって凄いわね」

「あたし達の集落に来た時まだ一歳だったから、今更驚くのも何だけど」

　ニコニコとグールの母親達との会話に混じっているのは、ダルシアだ。これまで彼女はヴァンダルーやアンデッド以外には見えなかったが、ヴァンダルーが新開発した【可視化】の魔術でやや透けてはいるものの、バスディアやビルデ達にも見え、会話する事が出来るようになった。

　コミュニケーションが円滑に行えるようになれば、ダルシアのストレス軽減の役に立つだろうと開発したのだ。

　まあ、ダルシアの霊体に刻まれた鞭や火傷の痕も見える様になるので事情を知っているタロスヘイムの面々なら兎も角、人間社会では使い辛いけれど。

　その前に是非とも彼女を復活させ、この魔術を無用の長物にしたいところだ。

　尚、ヴァンダルーはダルシア達が話している近くで、グールの幼児達と戯れていた。
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　グールの男の子は、産まれた時から頭部がライオンの形状をしている、この頃はまるで子猫のようだ。肉球は無いが、とても可愛らしい。

　骨人は苦手らしいが。本当に猫を無暗に傷つけない様に言っておいて良かったと、ヴァンダルーはつくづく思った。

「パパー」

「パパじゃないよー」

　凄い懐いてくれているけど、パパじゃない。そこははっきりしておこう。

「にーにー」

「そうそう、にーにが正解」

　お兄ちゃんと言う意味ならその通り。俺の方が三つ年上だ。

「ねー……」

「ねーねダメ、にーに」

　でもお姉ちゃんじゃありません。

「キングって女の子っぽいもんね。頭の形とか」

「そうよね、肌の色が同じだったら女の子にしか見えないし」

　グールの男は獅子の頭部をしているので、ビルデ達から見るとヴァンダルーは女顔ならぬ女頭なのだった。ボークスやズランのような逞しく巨大な肉体美を誇る巨人種アンデッド達なら、流石にそうは見えないらしいが。

「む……声変わりと第二次成長期を迎えればきっと俺も」

　そして大人になる頃には割れた顎、丸太の様な腕に厚い胸板、戦車のキャタピラのような腹筋に女の腰より太い腿。某ハリウッドスター並のマッチョになっているに違いない。

　筋力に補正がかかる【怪力】スキルを持っているのだから、間違いない。

　……多分、きっと。

　将来の自分に微妙な不安を覚えているヴァンダルーの隣を、お馬さんごっこ中のパウヴィナが上機嫌で通り過ぎて行く。

　一歳を迎えた彼女はもう五、六歳に見えるほど大きくなっていて、他の子供を背中に乗せて遊ぶのがマイブームなのだ。

　決して将来筋肉的に有望な自分の姿をヴァンダルーに見せつけている訳ではない。

　そんな彼の肩をレフディアが優しく叩くのも、励ましている訳ではない。慰めているのだ。

「そう言えば、中ボスの攻略はどうなったんだ？」

「はい、この休暇が終わったら六度目の挑戦です」

　ボークス亜竜草原、二十階層に出現する中ボスとの勝負に、ヴァンダルーは負け続けていた。

　勿論毎度死にかけている訳ではない。殺し合いでは勝っている。単にルールの関係上、判定負けし続けているのである。

　中ボスに対して一対一で戦う。これには【ゴーレム錬成】で作ったゴーレムも含まれる。

　その際、【吸魔の結界】で中ボスの機動力を奪ってはいけない。

　制限時間は砂時計の砂が全て落ち切るまでの、約五分。

　このルールでヴァンダルーはヴェノムワイバーンと今まで五回戦っている。

　そしてヴェノムワイバーンに攻撃を当てられず、当てても有効打にならず、その内に五分が過ぎてしまう。と言う事を繰り返していた。

　ヴェノムワイバーンの毒は【消毒】をかけてやれば体内の毒が消える為、再び毒が分泌されるまで注意を払わなくて良い。それに直接攻撃は、【停撃の結界】で十分止められる。

　だが逆にヴァンダルーの攻撃もヴェノムワイバーンに対して決定打にはならなかった。

　まず敵に合わせるために無属性魔術の【飛行】で飛んでみたが、全く追いつけなかった。速度だけなら、魔力を普段より多く使えばすぐに越える事が出来たのだが、小回りでは圧倒的にヴェノムワイバーンの方が優れていたのだ。

　元々無属性魔術の【飛行】は、自分の身体を【念動】で持ち上げて動かしているだけだ。風属性の魔力を翼に込めて飛行するヴェノムワイバーンの巧みで複雑な飛行テクニックには、全く及ばない。

　次に遠距離攻撃での討伐を試みた。無属性魔術の【魔力弾】で狙ってみたが、射程と弾速の問題でダメだった。

　如何なる属性も帯びていない無属性の魔力は、とにかく拡散しやすい。それを収束して出来るだけ拡散し難くしてから、撃つのが【魔力弾】と言う術だ。

　だが、拡散し難くしたと言っても限度がある。普通なら数十メートル程で、ヴァンダルーが一発に一万という大量の魔力を込めて放っても、百メートルと持たない。【同時発動】スキルで一度に複数撃っても、同じだ。

　それに弾速も地球の銃は勿論、矢にも劣り、弾道も基本的に真っ直ぐにしか飛ばないためとても避けやすい。高速で飛び回るヴェノムワイバーンにとっては、遊び同然だろう。

　弾の形を大きく歪めて弾道に変化を付ける等の工夫もヴァンダルーは行っていたが、全く通用しなかった。当たったら鱗どころか骨肉も臓腑も爆ぜさせる程の破壊力があるのだが。

　ともかく、接近戦も出来ず【魔力弾】が通じないとなると毒を盛るか病気に感染させるか、【魂砕き】で何とか魔力を奪いきるか、レムルースで攪乱して隙を作るかの搦め手と言う事になる。

　しかし上手く【猛毒】で作った毒をヴェノムワイバーンの目や口に当てても、この飛竜は【毒耐性】スキルを持っているため上手く効かない。

　同じ要領で病気にした時は上手く行ったが、発病する前に五分過ぎてしまった。

【魂砕き】は対象に物理攻撃でも魔術でも、攻撃が当たらないと効果を発揮できないし、当たっても与えた肉体的なダメージと同程度しか魔力を奪えないので、ヴェノムワイバーンの魔力を削りきれない。

　レムルースも格下のワイバーンには通用したが、ヴェノムワイバーンは突然発生した殺気に驚きはしても大きな隙は見せなかった。

　そしてセルクレントを相手にした時を参考に、ヴェノムワイバーンの攻撃に合わせて【停撃の結界】を拡大し、鉤爪や尻尾を結界でからめ捕り、初めて隙を作る事に成功した。

　しかし、ヴァンダルーが攻撃に移る前に長い首を曲げて、何と尻尾の先端と片足を食い千切って脱出したのだ。

　セルクレント以上の思い切りの良さだ。野生動物でも即座に出来る行動じゃない。ダンジョンの中ボスとして闘争本能が肥大化されている事と、ヴァンダルーの【魔力弾】が胴体に直撃したら即死する事を本能で解っていたからこそ出来た行動だろう。

　ドラン水宴洞のボス、アイランドタートルとの戦いで使った【身体能力強化】で身体を強化して鉤爪の一撃と言う奥の手なら、逃げられる前に致命傷を与えられたかもしれない。強固なアイランドタートルの甲羅も砕いた一撃なら、スピード重視のヴェノムワイバーンを倒せたはずだ。

　しかし以前使った時副作用で腕の骨が砕け筋肉が断裂してしまったため、生死がかかっていない状況で使う気にはなれなかった。




　そして、結局五分間逃げ切られてしまった。

　勝負の後はボークス達がちゃっちゃとヴェノムワイバーンを倒して、そのまま三十層のダンジョンボスも倒して、宝物庫から財宝を頂くのである。

　そのため経験値は溜まっているし、レベルも上がっている。

「次こそは勝算があります」

『ヴァンダルー、そんなに急がなくて良いのよ？　お母さん、生き返るのは五年後でも十年後でも百年後でも構わないのよ』

「大丈夫、毎回同じ事を言っているけど、今度こそ大丈夫」

　ダルシアは不安そうだが、ヴァンダルーは今回本当に勝算があった。

　それは【魔力弾】を改造し、新たな死属性魔術を開発すると言うアイディアだ。

　これまで死属性魔術は敵に直接ダメージを与える術に乏しいと思っていたヴァンダルーだが、乏しければ作れば良いだけの事だったのだ。

　今までは自分で敵を倒すと経験値が入らないので新術の開発は後回しにしていたが、必要になったのなら打ち込めばいい。

　その結果死属性を帯びた、射程距離が長く弾速も速く、弾道も読まれにくい新術の開発に成功したのが昨日の事だ。

「次こそ勝ちます、七度目は無い」

　ヴァンダルーは力強く宣言した。
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　ダンジョンに出現する中ボスやボスは、他の魔物と違って直接ダンジョンの核によって作り出された存在だ。

　だからこそ、何度ボスが倒されても一定の時間が経つと同程度の力を持つ魔物が同じ場所に出現するのだ。

「シャアアアア……」

「シュアアアア」

　人どころか牛を丸呑みに出来るだろう巨大な蛇の頭が七つ、とぐろを巻いていた。しかし、尻尾は一本しかない。

　竜種の魔物の一種、多頭蛇。卵から孵った時は頭が二つあるアオダイショウぐらいの大きさの蛇だが、成長するに従って頭の数が増え、身体の大きさと鱗の硬さ、再生能力や毒の強さが増して行く。

　そして成体になると七つの頭を持つ巨大な蛇となり、ヒュドラと呼称されるようになる。

　そのランクは６で、ワイバーンよりも竜種の中では格上だ。

　知能は通常の蛇と変わりない程度で、機動力やスピードではワイバーンに大きく劣る。

　しかしその巨体から生み出されるパワーは易々と人を薙ぎ払う事が可能だし、鱗は並の腕前では傷つける事も難しい。そしてその牙から分泌される猛毒は、専用のポーションでなければ解毒できない強力な物だ。

　それらに増してこの魔物の討伐を難しくしているのが首を全て落し更に首の根元にある心臓を破壊しなければ完全に死なない生命力、どちらか片方だけなら数日で完全再生する再生力だ。

　因みに、このヒュドラがさらに成長して頭が八つ以上になるとオロチと呼称されるようになるらしい。名前の由来はやはり勇者の一人がそう呼んでいた事からだ。

　そしてヴァンダルーは六度目のボークス亜竜草原二十階層に中ボスとして現れたヒュドラを前に、思わずこう言っていた。

「やり直しを要求する」

『いや、無理だろ』

　即座にボークスに否定された。

「でも、折角ヴェノムワイバーンの機動力に対抗するための新術を開発して来たのに……」

　ヒュドラは知能と機動力と素早さで、ワイバーンに劣る。勿論、ワイバーンがランクアップした魔物であるヴェノムワイバーンとは比べるまでも無い。

『仕方ねぇだろ。元々、中ボスに同じ魔物が五回連続で出るのが珍しいんだからよ』

　通常、ダンジョンに出現するボスや中ボスは特定の種族が出る訳ではない。決まっているのは傾向と大体の強さの水準だけで、その中からランダムにダンジョンが産み出し配置する。

　ここなら、ランク６の竜種か恐竜型の魔物の中から中ボスが選ばれると言う訳だ。

　その中でも強い方だっただろうヴェノムワイバーンが五回連続で出たのは、ヴァンダルーの運の無さ故か。

『今更ヒュドラが引っ込む訳もない。試してみろや。その新術を』

「はあ……【死弾】」

　ヴァンダルーが鎌首をもたげるヒュドラに向かって手を突き出すと、そこに黒い陽炎のような球体が出現する。

　ただならぬ雰囲気を感じ取り、逃げようとするヒュドラに【死弾】は撃たれた。

　生命エネルギーを奪う死属性の魔力を、【魔力弾】と同じ要領で収束して打ち出すのがこの【死弾】だ。

　まだ術に慣れていないため連射性は【魔力弾】より低いが、射程距離も弾速も段違いだ。更に、ある程度の追尾能力もある。

「「「シギャアアアアアアア!!」」」

　しかし、その弾速も追尾能力も発揮するまでも無くヒュドラに【死弾】が命中。生命力を奪われたヒュドラの首から悲鳴が上がり、蛇の頭部が次々に地面に垂れて行く。

　ヴァンダルーは更に【死弾】を何回か放ち、全ての首が地面に横たわったら、ヒュドラの心臓に止めの【死弾】を放った。

　後に残ったのは、外傷が一つも無いのに死んでいるヒュドラの死体だけだ。

『おお、スゲェな』

「一流の魔術師の全魔力百人分を使ったと考えれば、そうでもないです」

『そうかもしれねぇが……お前に取っちゃ百分の一以下だろ？　それより喜べよ、中ボスを五分どころか一分もかからず倒したぞ』

「それはそうですけど……」

『別にヴェノムワイバーンに拘る事はねぇ。要は、あのドラゴンゴーレム相手に即死しない強さが手に入りゃいいんだ。そうだろ？』

　その通りだけど、いまいち納得できない。

　しかし、ボークスの言う通りヴェノムワイバーンが出るまでダンジョン攻略を繰り返すと言うのも目的から外れるので、とりあえずこれで良しとしよう。

　次はドラゴンゴーレムだ。




《死属性魅了、眷属強化、無属性魔術、魔術制御、料理、格闘術のレベルが上がりました！》

《遠隔操作スキルを獲得しました！》




──────────────────────

　名　前：ヴァンダルー

　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

　年　齢：４歳

　二つ名：【グールキング】

　ジョブ：死属性魔術師

　レベル：１００

　ジョブ履歴：無し

・能力値

　生命力：９０

　魔　力：２０４５０６９３３

　力　　：６７

　敏　捷：４６

　体　力：７１

　知　力：２３３

・パッシブスキル

　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル３】【死属性魔術：レベル５】

　【状態異常耐性：レベル５】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル５（ＵＰ！）】【詠唱破棄：レベル３】

　【眷属強化：レベル６（ＵＰ！）】【魔力自動回復：レベル３】

・アクティブスキル

　【吸血：レベル３】【限界突破：レベル４】【ゴーレム錬成：レベル４】

　【無属性魔術：レベル４（ＵＰ！）】【魔術制御：レベル４（ＵＰ！）】【霊体：レベル２】

　【大工：レベル４】【土木：レベル３】【料理：レベル２（ＵＰ！）】【錬金術：レベル３】

　【格闘術：レベル２（ＵＰ！）】【魂砕き：レベル１】【同時発動：レベル１】

　【遠隔操作：レベル１（ＮＥＷ！）】

・呪い

　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】

──────────────────────
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　六度目のボークス亜竜草原攻略で【死属性魔術師】がレベル１００に達したので、ヴァンダルーは一年以上ぶりに冒険者ギルド跡のジョブチェンジ部屋に向かった。

「これで魚醤をくれ。味噌もだ」

「俺は鰹節と昆布だ」

『蜂蜜はあるか？　ワサビも欲しい』

『ドングリ粉をくれえっ！』

「ギーガ鳥の卵は売り切れか。なら、せめてエビと交換してくれっ　アンモナイトでも良い！」

　現在、冒険者ギルド跡地はヴァンダルーが作った調味料や昆布を含めた食品の配給＆交換所になっている。

　ここで配給を受け取り、それ以上に欲しい物があれば魔境から持ち帰った素材と交換するのだ。

　品薄の商品を補充するためにボードに依頼が張り出されるため、まるで冒険者ギルドの運営が再開されたように見える。

「本物の冒険者ギルドも、こんな風にグールやアンデッドで一杯だったら出入りしやすいだろうな」

　そんなヴァンダルーの妄想は置いておくとして、調味料は兎も角ドングリ粉等は交換に来なくても自力で作れるだろうに。

　なのに何故交換に頼るのかと聞いてみたら、こんな答えが返ってきた。

『オイオイ、ただで味噌や魚醤、昆布や寒天の配給が貰える上に、もっと欲しけりゃ魔物の素材や魔石、材料の団栗やらを拾って来れば交換して貰えるんだぜ。なのに何で時間をかけて自力で作らなきゃならねぇんだよ』

「ドングリ粉って、ドングリを荒く砕いて、水に三日晒して、乾燥させて、粉にすんだろ？　それより魔物と殺し合いしてきた方が楽だぞ」

　どうも巨人種アンデッドやグール達の労働の価値観は、地球人類とはかけ離れているらしい。

「まあ豚を一から育てて食肉にするよりも、魔境でオークを一匹狩ってきた方が明らかに楽だから気持ちは分かるけど」

　そんなヴァンダルーも随分狩猟民族に染まってきたようだ。

　因みに、最近は作る物が増えて来たのでドングリ粉と胡桃ソース等は専用の製造施設を建造した。

　乾燥させる【枯死】や果肉を腐敗させる【腐敗】等を込めたマジックアイテムを【錬金術】スキルで製造し、粗砕きや灰汁抜き、粉引き等を行う専用ゴーレムを並べたドングリ粉製造ゴーレムレーンや、胡桃ソース製造ゴーレムレーンだ。

　石臼型等のゴーレムが連なる様子は、『地球』の製造工場を思わせる。

　燃料は魔力だけなのでとても経済的で自然にも優しい。その上いざという時は変形して戦ってくれる。

　メンテナンスフリーで自然に優しい素晴らしい工場だ。

「海苔と寒天も工業化かな。もう少し人の手も必要にした方が、将来の雇用の確保に繋がる……でも皆狩猟民族だから気にしなくて良い？　でも後数十年もすれば戦えない歳になったブラックゴブリンやアヌビス達が出て来るだろうし」

　実に悩ましい。

　まあ、社会制度に関しては後で考えよう。

「それでジョブチェンジだけど、今度は【ゴーレム錬成士】だったかな」

【既存ジョブ不能】の呪いで未発見のジョブにしか就けないヴァンダルーだが、以前のジョブチェンジでは【死属性魔術師】と同時に【ゴーレム錬成士】がジョブチェンジ可能なジョブとして表示されていた。

　だから今回は確実にジョブチェンジする事が出来るはずだ。

　落ち着いて、冷静にジョブチェンジ部屋の水晶に触れた。

《選択可能ジョブ　【ゴーレム錬成士】　【アンデッドテイマー】　【魂滅士】　【毒手使い】　【蟲使い】》

「凄く増えた……」

　脳内に表示された五つのジョブに、ヴァンダルーは驚きを通り越して呆れた。ロドコルテがかけた三つの呪いの内、この呪いが最も意味が無いようだ。

　まあ、将来的には障害になるのだろうが。

【アンデッドテイマー】が以前表示されなかったのは、エレオノーラからアンデッドは普通テイムできないと知り、自覚したからだろう。

　自覚の有無で表示されないと言うのも変な話だが、そんなものなのだろう。

　読んで字の如くアンデッドに関するスキルに補正がかかるだろうが、テイマー系のジョブは本人の能力値の伸びが少ない事が多いらしい。

【魂滅士】は、明らかにセルクレントの魂を砕いたのと【魂砕き】スキルを獲得したから現れたジョブだ。

【魂砕き】は全ての攻撃手段にスキル効果を乗せられるので、多分魔術系と武術系のスキル両方に幅広くスキル補正が得られるのではないだろうか？

　能力値補正は、分からない。多分力と知力が上がりそうだが。

【毒手使い】は……何だろう？　多分、【格闘術】スキルが一定以上のレベルを超えた死属性魔術の使い手で、一定数の敵を毒殺している者に表示されるジョブだろうか。

　スキルと能力値は、【格闘術】や力、敏捷、体力に補正がかかりそうだが……握手を拒否されそうなジョブだ。

　握手を求めたら拒否されたり、した直後に手をハンカチで拭われたりしたら、心が砕けそうだ。

【蟲使い】はセメタリービーをテイムしたから表示されるようになったに違いない。スキルや能力値の補正は、アンデッドテイマーを蟲系の魔物に変えた物と同じだろう。

　蜂蜜の産出量が増えるのなら、良いジョブだ。カブトムシやクワガタムシの魔物をテイムして、『地球』ではなれなかったムシの王様を名乗るのも面白いかもしれない。

「でも、今回は【ゴーレム錬成士】だ」

　何故なら、戦う相手がドラゴンゴーレムだからだ。

　どんな鉱物で出来ているか伝わっておらず、氷越しでは【鑑定】も使えないため材質不明のあのゴーレムに対して、【ゴーレム錬成】のスキルが役立つ可能性がある。

　直接操るのは不可能だが、戦うのは王城地下にある巨大だが閉ざされた空間だ。床もあれば壁もあり、何より天井がある。しかもあのゴーレムは翼が破損している。万が一にも自由自在に飛ぶなんて事は出来ないだろう。

　床や壁をゴーレムにして操れば、ドラゴンゴーレムの自由を奪う事が、最悪でも動きを鈍らせる事が出来るはず。

　以前セルクレント達を殺した時も、【ゴーレム錬成】が役立った。石臼ゴーレムから発展したドングリ粉や胡桃ソース製造ゴーレムの開発、タロスヘイムの城壁や王城の修理等、ドラゴンゴーレム戦以降もこのスキルはこれからの人生を生き延び、豊かにするのに役立つはずだ。




《ゴーレム錬成士を選択しました》

《眷属強化、ゴーレム錬成のレベルが上がりました！》




──────────────────────

・名前：ヴァンダルー

・種族：ダンピール（ダークエルフ）

・年齢：４歳

・二つ名：【グールキング】

・ジョブ：ゴーレム錬成士

・レベル：０

・ジョブ履歴：死属性魔術師

・能力値

　生命力：９０

　魔　力：２０４５０６９３３

　力　　：６７

　敏　捷：４６

　体　力：７１

　知　力：２３８

・パッシブスキル

　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル３】【死属性魔術：レベル５】

　【状態異常耐性：レベル５】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル５】【詠唱破棄：レベル３】

　【眷属強化：レベル７（ＵＰ！）】【魔力自動回復：レベル３】

・アクティブスキル

　【吸血：レベル３】【限界突破：レベル４】【ゴーレム錬成：レベル５（ＵＰ！）】

　【無属性魔術：レベル４】【魔術制御：レベル４】【霊体：レベル２】【大工：レベル４】

　【土木：レベル３】【料理：レベル２】【錬金術：レベル３】【格闘術：レベル２】

　【魂砕き：レベル１】【同時発動：レベル１】【遠隔操作：レベル１】

・呪い

　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】

──────────────────────




　ステータスを確認したところ、【死属性魔術師】にジョブチェンジした時ほど能力値は伸びなかった。

　まあ、初めてのジョブチェンジと二回目の差だろうか。

「さて、じゃあ早速王城の地下に……行く前にレベルの上がった【ゴーレム錬成】スキルを試して、後【眷属強化】も上がったから、皆の具合も聞いてからにしよう」

　検証の結果、【ゴーレム錬成】で以前より少ない魔力でゴーレムを作れるようになっていた。今なら境界山脈を越えるための道を、以前の倍のペースで作れるだろう。

　将来的には道を作るとかトンネルを掘るとかではなく、邪魔な山を動かして道を作る事が出来るようになるかもしれない。……万が一マグマが出てきたら大変だから、簡単にはやらないが。この世界の地質がどうなっているのか、まだ分からないし。

　後、ゴーレムが強くなっていた。どうやら、ゴーレムにも【眷属強化】の効果が出る様になったらしい。ドラゴンゴーレムの相手にはならないだろうが、将来役に立つだろう。




『本当に無茶しちゃダメよ、危ないと思ったらすぐに逃げるのよ』

「そのつもりだよ、母さん」

『坊ちゃん、御武運を。ですがいざとなったら逃げるのも勇気ですぞ』

「いざとなったら壁に穴を開けてでも逃げて来るよ、サム」

　ダルシア達の見送りを受けて、ヴァンダルーは厳選したメンバーと王城地下に向かった。

　相手はＳ級昇格が確実視され、生前のボークスを一撃で殺した英雄ミハエルが勝てなかったドラゴンゴーレムだ。

　頭部と右腕、翼と尻尾が破壊され体中に罅が入っていて、その上胸に魔槍が突き刺さったままだが、それでも今ヴァンダルー達が挑むには強敵だ。

　そのためランク６以上か、身体が全損してもすぐに別の身体を用意すれば復活できる者に参加者を厳選し、それに最初から損傷する事を前提にした捨て石達を加えた。

　まずランク９のボークス、ランク８のエレオノーラは当然。次にランク６のザディリスとヴィガロ。

　そして骨人、骨狼、骨猿、骨熊、骨鳥、サリア、リタ。彼らはまだランク５だが、その体は骨と鎧だ。木端微塵に壊されても代わりの骨、代わりの鎧を用意すればすぐ復活する事が出来る。

　そして、肉壁ならぬ石壁にするために連れて行くストーンゴーレムが十体。ドラゴンゴーレムが居る広間の材質が脆かった場合や、魔術的な処置が施されていてゴーレムにし難くなっている場合に備えての予備だ。彼らは身体を張ってゴーレムの脚を止め、盾になるのが役目だ。

　元はブゴガンの集落に居たオークやゴブリンの霊なので、遠慮無く使い潰すつもりである。

　例外は、ヴァンダルーが数本の短杖と一緒に背負っているレフディアぐらいだ。

「ただ、ドラゴンゴーレムの材質次第では霊体を傷つける恐れがあるので十分に注意してください」

　呪いの氷で出来た壁越しなので、未だにドラゴンゴーレムが何で出来ているのか分からない。まさかただの鉄と言う事は無いだろうが。

「対魔術防御力が高いミスリルなら、俺やザディリスの魔術は効き難いでしょうね。霊体も傷つけるし。ボークス達の物理攻撃頼みになる」

【身体能力強化】を使えばヴァンダルーの物理攻撃も通用するだろうが、ボークスとヴィガロが居る。腕が使い物にならなくなる危険を冒す必要は無いだろう。

『アダマンタイトなら、霊体を傷つける心配は無いから安心だけどな。ただもしそうなら俺の剣じゃ斬れねえ。逆に、坊主達の魔術が主力になるな』

　ボークスはヴァンダルーから受け取った、ブゴガンの魔剣の柄を指で叩いて言う。ただ切れ味と硬度が強化されているだけの魔剣だが、その分攻撃力はかなりの物で、ボークスが振るえばアースドラゴンの鱗も易々と切り裂く。その魔剣でも斬れないと聞き、ヴィガロは息を飲んだ。

「そんなに硬いのか？」

『おおよ、下級の竜種の鱗や骨とは比べ物にならない程硬い魔導金属だ。鉄なんざ、アダマンタイトに比べればスライムも同然だぜ』

「でも、もしそうならヴァンダルー様達の魔術が通用するわ。あの槍を抜いて使うという手もあるし」

「後は、罅ひびを狙うしかあるまい。まあ、動きが鈍ければ坊やがゴーレムを床に埋めてしまえば良い」

「まだ手はありますよ。転がっているドラゴンゴーレムの破片を使うとか。同じ材料で出来ているなら、最低でも盾にはなる筈」

　そんな事を言いながら、ヴァンダルー達は地下の道を歩く。相変わらず所々に氷の欠片が落ちていて、このタロスヘイムで二百年間一人もアンデッドが居ない唯一の場所なのに、雰囲気は最も不気味だ。

　ただ、氷の壁は全てヴァンダルーが溶かした後だ。障害は何も無い。

　そしてドラゴンゴーレムが居る広間の前に着いた。分厚い氷越しに、黒い竜の姿が見える。

「……前よりは死の危険が低くなっているけど……まだあるな」

『どうします？　延期しますか？』

「いえ、このまま決行します。ほぼＳ級の実力を持っていた冒険者を退けたゴーレムです、壊れかけでも危険も無く倒せる訳がない」

　あの女神謹製のゴーレムを安全に倒すには、それこそヴァンダルーがＳ級冒険者以上の力を手に入れるか、ボークス達を全員Ｓ級並の強さにするかしなくてはならないだろう。

　魔力が多いだけの無力な赤ん坊から四年と半ば以上過ぎでここまで強くなったが、そこまでとなると後何年、何十年かかるか分からない。

　ダルシアには無茶はしないと言ったが、そこまで待てるほど気は長くない。

（今年の誕生日は、身体の在る母さんと祝いたい）

　そう思いながら、ヴァンダルーはゴーレム以外の参加メンバーに付与魔術をかけていく。それにザディリスとエレオノーラも続いた。

　全員にヴァンダルーの【エネルギー奪取】で対物理対魔術防御を上昇。

　武器にはザディリスの【風の刃付与】で攻撃力を上昇。更に【風の祝福】で敏捷を強化。念のための【矢避け】で飛び道具や攻撃魔術などから回避し易くしておく。メンバーにアンデッドが多く、光属性の付与魔術が使えないのがやや惜しまれる。

　そしてエレオノーラの時間属性魔術、【加速】で更に素早く動けるようにする。

　最後にヴァンダルーがザディリスとエレオノーラに魔力を最大値に戻るまで譲渡して準備完了。

　メンバーの装備はボークスの魔剣やヴィガロの斧以外は、今まで倒した魔物や攻略したダンジョンの宝物庫から手に入れた素材やアイテムで強化している。

　中にはアースドラゴンやロックドラゴンの素材を使用した物や、魔導金属の中では価値が低い方とは言え黒鋼製のアイテムも多い。

『グルルル』

　特に贅沢な使い方をしたのは骨狼達骨の身体を持つアンデッドだろう。全身の主な骨を、同じ形に加工したドラゴンの物に入れ替えてある。

　既にオーガでも彼らの骨を折る事は出来ない。

「じゃあ、行きます」

　手をかざして、氷の壁から魔力を抜き取って行く。既に解除した他の壁よりも分厚いが、違いはそれだけで徐々に氷が溶け始めた。

　それを感知したドラゴンゴーレムが、のしりと鈍重な動作で動く。横に。

　一歩、二歩、三歩。下がるでも前に出るでもなく、真横に進み、丁度落され転がっている自分の頭部の前で立ち止まった。

（まさか拾ってくっつけ──拙い！）

「全員左右に分かれて退避！」

　瞬間的に鳴り響いた警報に逆らわず、ヴァンダルーは術を中断して逃げた。全員がそれに倣って左右に分かれる。

　そこに黒光りするドラゴンの頭部が突っ込んできた。

　何と、あのドラゴンゴーレムは転がっていた自分の頭部を蹴って、飛び道具にしたのだ！

『随分思い切りと頭の良いゴーレムだぜ！』

　脆いガラスのように魔氷を、そして肉壁用のストーンゴーレムを全て砕き、そのままかっ飛んでいくドラゴンの頭部をやり過ごしたボークスが吐き捨てる。

「しかもあれは神の鉄、オリハルコン！　ヴァンダルー様しか溶かせないはずの呪いの氷を砕いたのがその証拠よ！」

　動揺が滲んだエレオノーラの声で、ドラゴンゴーレムが何で出来ているのかが判明した。

　オリハルコン。ミスリル、アダマンタイト、ダマスカス、黒曜鉄、全ての魔導金属の上位互換であり、神しか扱えないと謳われる世界で最も貴重な伝説の金属。

　それがこの全長三十メートル程のドラゴンゴーレムの全身に使われているのだ。

「武器や防具なら分かるけど、恐竜以上に大きいゴーレムに使うなんてとんだ女神ね！」

『うわ、あれ全部持って帰ったら国が買えますよ』

「じゃあ、持って来てください」

『えっ？』

「リタ、サリア、骨人、皆はゴーレムの欠片を集めてください」

　そう指示を出しながら、ヴァンダルー本人はボークスやエレオノーラに続いて広間に駆け込む。

『ギギギギギギギッ！』

　金属の軋みか咆哮か判別に迷う音を立てながら、ドラゴンゴーレムは鈍重に、しかし力強く荒れ狂っていた。

『ウオオオ！　【竜殺し】！』

　ボークスが己の誇る最高の武技を叩き込むが、それを受けたドラゴンゴーレムの罅だらけの腕は派手な衝突音を響かせただけで、新たな傷は刻まれない。

『クソカテェ！　ごは[image: ]！』

　悪態をついたボークスが腕に跳ね飛ばされ、まるで毬のように吹っ飛んでいく。付与魔術も、脆いガラスのように砕け散って役に立たない。

「アダマンタイトより硬いオリハルコンに通じる訳ないでしょ」

　それに呆れながら、エレオノーラは空を飛んでドラゴンゴーレムの隙を窺った。彼女の狙いは勿論、ゴーレムの胸に今も突き刺さっている魔槍だ。

　あれを引き抜いて武器として利用する、それが出来なくても柄を叩いてより深くゴーレムに突き立てればダメージを与えられるはずだ。

　ヴァンダルー以外の者が作ったゴーレムには、急所が存在する。原動力である魔力が込められた核が、頭部か胴体に埋め込まれているのだ。それは例え女神謹製のゴーレムでも例外では無いはず。

　既にゴーレムに頭部は無いので、あの胴体に核があるはずだ。それを砕ければあのゴーレムは停止する。狙うならそれだ。

　状況は……ボークスは壁に打ち付けられる前にヴァンダルーの【停撃の結界】で止められている。ヴィガロはボークスの剣が通じなかった時点で攻撃を諦め、ドラゴンゴーレムの気を引いて囮に徹する事にしたようだ。

　ザディリスは風や光の術で攻撃を仕掛けているが、ミスリル以上の対魔防御力を持つオリハルコンの塊に彼女の術は通じない。

　最も活躍しているのは、骨狼達だろう。

『ウオオオオンッ！』

　ロトンビーストからランクアップ出来なかった彼らは、ヴァンダルーの魔力を浴びる事でランク５のヘルズビースト、地獄鳥にランクアップし、全身の骨が鮮血の様な紅に変化している。

　その紅い身体で、砕けたドラゴンゴーレムの欠片を顎に咥え、腕で持ち上げ、爪に引っかけて集めている。ドラゴンゴーレムが頭部のように飛び道具として使わないように、そしてそれをヴァンダルーが利用するためにだ。

『坊ちゃんっ、ゴーレムに出来そうですか!?』

「……魔力が弾かれる、ゴーレムにするのは無理」

　だが、直接利用するのは難しいようだ。

「ヴァンダルー様、ゴーレムの動きを止めて！」

　なら自分の出番だと、エレオノーラが叫んだ。それに応えて、ヴァンダルーが【ゴーレム錬成】で床をゴーレムに変える。

『ウオオオオン』

　石造りの床から無数の腕が伸び、ドラゴンゴーレムの脚に組みつく。

『ギギギ』

　しかし、それらはドラゴンゴーレムが動くだけで小枝のように折れ砕ける。動きは鈍重だが、力の強さは異常なほど高い。

　しかしやはり頭部を失ったせいで判断能力に欠けているのか、それとも余程うっとうしいのか、ドラゴンゴーレムは足元の床製ゴーレムを破壊する事に集中し始めた。

「今っ！」

　エレオノーラは【超加速】で自身の周囲の時間を加速して、ドラゴンゴーレムの懐に飛び込む。

　勢いそのままに魔槍を掴み、そのまま押し──ドズ！

「ガ!?」

　エレオノーラが掴んだ魔槍から、呪いの氷で出来た氷柱が発生して彼女の胸元に突き刺さったのだ。

　アーティファクトには所有者以外が触れると撃退する機能を備えている場合が多いと、知ってはいた。

「馬鹿なっ、二百年以上経っているのにっ」

　しかし、所有者の死後二百年以上が経っているのにまだ反応するとは思わなかった。

　氷柱はエレオノーラの心臓を見事なほど貫いていた。もう助からない。だがヴァンダルーなら彼女の死後アンデッド化して役立ててくれるだろう。ならまだ生きている内に世界で最も恐ろしい主人のため、この魔槍をゴーレムの内部に少しでも押し込もう。

　そのために背中に【魔力弾】を生じさせ、自分ごと魔槍に放つ。魔槍の本体がオリハルコンだろうと、何も寄せ付けない呪いの氷に覆われていようと、これなら押し込む事ぐらいは出来る。

　だが、最後の力で振り絞った【魔力弾】が掻き消えた。

「えっ？」

　代わりに凄まじい轟音が響き、ドラゴンゴーレムがよろめく。エレオノーラが驚いて視線を向けると、黒い棒状の金属……ドラゴンゴーレムの破片が、ドラゴンゴーレム自身の膝に突き刺さっていた。

「【念動】破片砲、続けて次弾用意」

『ヴボ』

　ヴァンダルーが木切れを投げ捨てながらそう言うと、骨猿が集めて来た破片を掲げ、レフディアが新しい短杖を彼にパスする。それらを受け取ったヴァンダルーは、短杖に魔力を通して術を発動させた。

「【念動】」

　その瞬間浮かび上がり、ドラゴンゴーレムに向かって音速を超えて加速する破片と、同時にヴァンダルーの魔力に耐えきれず割れる短杖。

『ガガガ！』

　破片はドラゴンゴーレムのもう片方の脚に突き刺さった。流石に耐えきれなかったのか、ゴーレムの体勢が大きく崩れる。

『ヌオリャアアアア！　【竜殺し】ィィィィ！』

「【断鉄】！　【円鞭斧】！」

　そこに、とても剣や斧とは言えない不格好な金属塊を構えたボークスとヴィガロが突撃し、ドラゴンゴーレムに叩き込む。

『ギギ！』

　ドラゴンゴーレムの身体が軋み、罅が広がって行く。

　その事に驚きながらも、エレオノーラの意識が遠くなり……なったまま氷柱が砕けて投げ出され、気が付いたらヴァンダルーに見下ろされていた。

「すみません。危険は感じたのですが、止めるのが間に合いませんでした。でも命と引き換えにという覚悟は勘弁してください」

「かっ……も[image: ]じ……わ……ごぼっ」

　血を吐きながら役に立てなかった事を詫びるが、「楽にはならないので、黙っていた方が良いですよ」と言い放たれた。

　そして、エレオノーラの見ている前でヴァンダルーの鉤爪が伸びる。

「体が小さいので、あげられるのはこれだけです」

　ぽたぽたとエレオノーラの顔に、ヴァンダルーの血が滴った。濃厚な魔力の香りに、エレオノーラは反射的に口を開いて血の滴を受け入れる。

　すると見る見るうちに心臓の再生が始まった。ここまで破壊されていれば、再生しないはずの心臓が。

「死を遠ざけましたから。俺の魔力がある間は、致命傷は致命傷じゃありません。痛いでしょうが、頑張って治してください」

「もう……治ったわ。あなたの血のお蔭でね」

　まさか心臓を貫かれたのに、その直後に全快するとは。唇に残ったヴァンダルーの血を舌で舐め取れば、それだけで全身に力が溢れて来る。

　素の口調でと言う命令が無ければ、エレオノーラは今すぐに彼を我が主よと称え、足に口づけをして感謝と忠誠を表していただろう。

　しかし今は働きで忠誠を表すべき時だ。

「私にも剣を」

「えーと、ちょっと待ってくださいね。レフディア、新しい短杖を」

　しかし、ヴァンダルーは彼女にすぐ剣を作る事は出来なかった。

　何せ今、三つの魔術を同時進行中なのだから。

　骨熊達が拾い集めたオリハルコンの欠片に、何とか柄だけ着けて辛うじて斧術や剣術が使える形状の塊に形を整え、ヴィガロやボークスに渡した粗製オリハルコン武器。それが形状記憶合金のように元のただの破片に戻ろうとするので、それをそれぞれ【ゴーレム錬成】で止めるのに二つ。

　ドラゴンゴーレムの足元の床をゴーレム化して動きを邪魔するために一つ。

　エレオノーラの武器を作ると、四つ目になる。術を四つ同時に発動し続けるのは、流石にヴァンダルーでも難易度が高い。

　しかし、こんな時の為に持ってきたのは短杖である。

　魔術師の杖は、魔術を唱える際の媒体だ。術の発動や効果を高める働きがある。ヴァンダルーが持ってきた短杖も、長さが短いだけで同じ物だ。

　彼は、それらを使い捨てにして四つ目の魔術を唱えているのである。

　ヴァンダルーは三本目の短杖をレフディアから受け取り、集めたオリハルコンの欠片の形状を変えようとする。しかし、破片が剣になる前に短杖の方が砕け散ってしまった。

「……むぅ、杖が脆過ぎる。レフディア、もっと良さそうなのはありますか？」

　問われたレフディアは、首の代わりに手を左右に振る。ヴァンダルーの背中にはまだ幾つか短杖が背負われていたが、今砕けた杖と同じ程度の性能しかなかった。

　正確にはどの短杖もダンジョンで発見された中級マジックアイテムなので、性能にそれなりの差はある。だが、ヴァンダルーの異常な魔力量の前には、全て誤差の範囲でしかない。

「坊や、それよりも手が焼けそうに熱いのじゃが」

　こうなったら、複数の杖を同時使用するしかないか。そう考えるヴァンダルーの頭に治癒魔術をかけ続けているザディリスが、手から伝わってくる熱量に不安げな声で話しかける。

「もうちょっと我慢してください」

「いや、自分の身を心配せんか」

「大丈夫、まだ【限界突破】は有効ですから」

「坊や……もしかして限界の先は無限とか思っとりゃせんじゃろうな？」

「剣はもう良いわ！　大人しくここで見てるからっ！」

　最近笑顔で怒るザディリスと、ペシペシと肩を叩くレフディアに、慌てて前言を撤回するエレオノーラ。彼女達の意思に沿って、ヴァンダルーも大人しくする事にした。

　それに、もう見ているだけでも良さそうだ。

　バギンゴガンギヂィと、ボークスとヴィガロが粗製武器を振るう度にドラゴンゴーレムの罅が大きく深くなって行く。

　ドラゴンゴーレムの反撃は、作り直したストーンゴーレム達が身を挺して囮を務め、砕け落ちたオリハルコンの破片は飛び道具に利用されないよう、骨猿達が拾い集めてその都度捨てている。

　ミハエルに半ば以上破壊され攻撃手段を減らされ、動きが硬く鈍重になったドラゴンゴーレムは、ダメージを与える手段さえ見つければ敵ではない。

　今も警戒すべきは、エレオノーラの心臓を貫いた魔槍の自衛機能だけだ。それも、うっかり触らない様にすれば良いだけなので、実質的に脅威ではない。

　大きな音を立てて、ドラゴンゴーレムの右脚が砕け散った。残っていた片腕も、半ばで落ちた。

　そして、先に落ちた破片を追うように胴体も崩れるように倒れた。

　勝った。

　全員がそれを確信した。損害は最初から使い捨てのつもりだったストーンゴーレムと、短杖だけ。ボークスやヴィガロ、骨狼達が勝鬨を上げる。

　ヴァンダルーも、それを疑わなかった。ドラゴンゴーレムのずっと後ろの壁にある扉に、視線を向ける。それまで探す余裕も無かったが、あの扉の奥に蘇生装置があるのだろう。

　これでダルシアを生き返す事が出来る。

　しかしその確信が全て、恐怖に置き換わった。

「に──」

　彼の叫びを遮って、ドラゴンゴーレムから無数の氷柱が爆発的に伸びた。
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　ドラゴンゴーレムの胴体の罅割れから、氷柱が爆発的な勢いで伸びた。

　ヴァンダルーやエレオノーラは離れていたが、側に居たヴィガロ達は逃げる間も無く巻き込まれた。

『ガアアアアア！』

『ゲエエエエエ!?』

　氷柱に貫かれた骨狼や骨鳥達の悲鳴が響き、骨や鎧のパーツがヴァンダルーの横にまで飛んで来る。

　カンっと音を立てて落ちてきた頭蓋骨と、目があった。

「骨人……他のパーツは？」

『ヂュッ！　下半身が反対側に、右腕は氷に飲み込まれました。他はこの周りに！』

　カタカタと元気に顎と歯を鳴らして骨人が答えた。どうやら、自分からバラバラになって氷柱から脱出したらしい。

「さ、流石アンデッドじゃな」

「自分の不死性に自信が無くなって来るわね」

　安堵しつつも苦笑いを浮かべるザディリスとエレオノーラが改めて見てみると、リタやサリアはパーツが足りないが再結合して立ち上がっていたり、ヴィガロが無傷だったり、ボークスは骨だけの側が砕けて本当に頭が半分になったが、そのまままま跳ね起きたりと思いのほか被害は少なかったようだ。

「あの氷柱……呪いの氷が内側からドラゴンゴーレムの破片を鎧のように纏って動いている。オリハルコンの欠片が氷柱の表面に含まれているから、俺の【エネルギー奪取】もザディリスの【矢避け】も無効にしてしまう」

　その上、呪いの氷自体がオリハルコンとヴァンダルーの死属性の魔術以外では壊せない特殊な物だ。

　咄嗟にバラバラになって回避した骨人達は兎も角、反射的に氷を受け止めようとした骨猿や骨熊は一溜まりも無かっただろう。

『ゲエエエ……』

　足が一本無い骨鳥が、悲しげに鳴く。ヴァンダルーの目には、紅い骨猿の大腿骨から色が抜け、元の白に戻るのが見えた。

『主……っ！』

「分かってる」

　右手を【霊体化】して、骨猿、骨熊、骨狼の霊に接続して魔力を注ぎ、傷ついた霊体を維持する。オリハルコンのせいで霊体が傷ついている。修復は可能だが、すぐ戦線復帰するのは難しい。

「無事か!?」

『チィ！　色男が台無しだぜ！』

　ヴィガロとボークスは、辛うじて武器の形をしているだけの粗製とは言え、オリハルコンの武器を持っていた。

　彼らはそれで自分に迫るオリハルコンが混じった氷柱を迎撃し、身を守ったのだ。

　なのにヴィガロが無傷なのに対して、ボークスが骨だけになった頭の右半分を砕かれたのかと言うと……。

『おらよ、リタの嬢ちゃん』

『ありがとうございます』

　リタのビキニアーマーのブラの部分のパーツを咄嗟に掴んだからだった。

『皆の前で胸が裸のまま戦うのは恥ずかしいなって思ってたんですよー』

『胸って……何もネェじゃねぇか』

　鎧以外は相変わらず靄のような霊体だけのリタに、何処となくがっかりした様子のボークスがそう言うが彼女は取り合うつもりはないらしい。

『父さんみたいに【霊体】スキルのレベルが上がれば見えるようになります。坊ちゃん、これからどうしますか？』

「そうですね……この状況を説明できる人はいますか？」

「推測なら」

　爆発的に伸びた後は、一転してギシギシミヂミヂと氷が軋む音を立てながら蠢く氷とゴーレムが混じった物の一点を指差して、エレオノーラが口を開く。

　彼女が指差したのは、変わらずドラゴンゴーレムの胸部に突き刺さったままの魔槍だった。

「多分、あの魔槍、アイスエイジが暴走しているのよ。きっと機能を停止したドラゴンゴーレムの核から魔力を得て、あの氷を発生させたのね。まさか防衛機能が生きているだけじゃなく、こんな真似まで出来るなんて思わなかったけれど」

　つまり、全部あの槍を残したミハエルが悪いらしい。

「じゃあ、これからどうなるか分ります？」

「あの魔槍が何で暴走しているのか、何故ゴーレムの核から魔力を得られるのかも分からないけど、無目的に暴走しているなら、魔力が無くなるまで滅茶苦茶に暴れまわるでしょうね。手当たり次第に」

「なるほど、手当たり次第に」

　壁も床も、もしかしたら扉の向こうの蘇生装置まで。

　頭の無い、脚にオリハルコンが混じった氷のタコかイカのような形に変わりつつあるドラゴンゴーレム……魔槍アイスエイジは、そんな嫌な予感をあっさり超えた。

　真っ直ぐ真後ろに向かって、蘇生装置に向かって動き出したのだ。

「あの腐れ槍を止めます」

　もうそれ以外の選択肢は無くなった。体勢を整え出直してきても、蘇生装置が破壊されていたら意味が無い。

『おおっ！　任せとけ！』

　粗製オリハルコン武器を持って、ボークスとヴィガロが走る。氷が呪いの氷である以上、アイスエイジに有効打を与えられるのは彼等か、ヴァンダルーだけだ。

　そして二人の攻撃は面白いように当たる。氷の脚は、避ける素振りも見せず砕けて破片を撒き散らした。

　だが、幾ら砕かれても氷が減らない。

「ヌウウウ！　きりが無い！」

『魔力だっ！　ゴーレムの核の魔力がある限り、あの槍が氷を増やしやがる！』

　アイスエイジの氷はゴーレムのような身体でもないため、幾ら砕かれてもアイスエイジ本体に被害は無い。手足の代わりに使っているため砕かれればその分移動が遅くなるが、それでは文字通り時間稼ぎ以上の意味は無い。

　ヴァンダルーも床をゴーレムにして止めようとするが、氷はそれを易々と踏み潰しゆっくりと、しかし確実に進んで行く。

『なら槍そのものを圧し折ってやるっ！　【即応】！』

　ボークスがその巨体からは想像しがたい速さで氷の脚を駆け上がり、アイスエイジ本体に間合いを詰める。

　しかし彼が剣の間合いにアイスエイジを納める前に、無数の氷柱が生え、射出された。

『クソ！　槍の近くの氷は糞早いぞ！』

　一発一発が一抱えほどもある氷柱のマシンガンに、流石のボークスも脚を止め下がるしかない。

　だが、精製した直後に打ちだされるため、オリハルコンの欠片が含まれていない。だから、氷柱だけなら別に当たってもゾンビであるボークスには致命的とは言えない。

　しかし、槍から射出された氷柱も暫くはアイスエイジの支配下にあるようで、剣で弾いた氷が不気味に蠢くのに彼は気が付いていた。

　氷柱に当たった後その場に縫い留められたら、ヴァンダルーに氷を融かしてもらうまで動きが取れなくなってしまう。

『畜生！　持ち主だけじゃなくて槍まで俺じゃあ勝てねぇってのか！』

「ヴァンダルーっ、手が足りない！」

　ボークスは吠えながらも諦めずに機会を窺い、ヴィガロは槍から離れた足を砕き続けて時間を稼ぐ。二人とも、魔力切れを狙っているのだろう。

　しかし、アイスエイジから氷が発生する勢いが衰える様子は無い。

「見てられないわねっ」

　大きなオリハルコンの破片を持って、エレオノーラが飛び出して行った。

『リタっ、私達も！』

　落ちていたオリハルコンの破片の内、比較的マシな形をしていた破片を掴んでサリアとリタもそれを追う。

　そしてその破片でアイスエイジの脚を攻撃し始めた。あの破片の形状では武技はとても使えないが、都合が良い事に二人ともかなりの腕力の持ち主だ。力任せにオリハルコンを叩きつければ、十分氷を砕ける。

　エレオノーラは大きな破片を盾代わりにして、ボークスの援護に回った。氷柱の弾丸を引き受けて、少しでもチャンスを得ようと。

『ゲエエエ！』

　片足の無い骨鳥すら、霊体の羽を射出し続けている。氷を砕けないのは解っているが、少しでも時間を稼ごうとしているのだ。

　全員ヴァンダルーが蘇生装置を手に入れるために、懸命に戦っている。だが、ヴァンダルーはこれ以上何もできそうにない。

　既に魔術を同時に六つ維持している。

　アイスエイジの足元のゴーレム化は効果が無きに等しかったので止めたが二振りのオリハルコンの粗製武器の維持、そして右手の【霊体化】と骨猿達の霊の保護で六つだ。

【同時発動】スキルがあっても、限度を超えている。もう【限界突破】は起動済みで、【高速治癒】も稼働中。その上ザディリスが光属性の治癒魔術を唱え、それでも脳が沸騰しそうだ。レフディアが冷たい掌を当ててくれているが、焼け石に水である。

　大きな湖があっても、一度に汲める水の量は手に持った桶の分だけ。それと同じでどんなに大量の魔力を持っていても、一度に唱えられる魔術の量は限られる。

（どうすれば良い？）

　今行われているのは、殺し合いじゃない。今のままなら、誰も死なない。蘇生装置が破壊されるだけだ。

　あの槍には、明らかに何らかの意図があって動いている。暴走しているのなら、蘇生装置があるだろう場所に一直線に向かっていくのは不自然だ。

　あれは〝氷神槍〟のミハエルが携えた、〝水と知識の女神〟ペリアに仕える氷の神が勇者のために鍛えた魔槍だ。間違いなく伝説級、もしかしたら神話級のアーティファクトかもしれない。

　なら独自の意思を持っていても不思議はない。そしてその意思は、ミハエルを……勇者ベルウッドや法命神アルダの正義を是とする物だろう。

　何時発展するとも知れないこの世界独自の文化文明のために、異世界の物を認めず今ある繁栄を否定し破壊する勇者。

　自らの敷いた法に背く命を認めず、十万年以上経っていてもヴィダの種族に差別的な教えを是とする神。

　それらを大義に巨人種の国に止めを刺した国の英雄。

　その英雄の魔槍が狂ったように暴れながら、ヴァンダルーが求める蘇生装置を壊そうとしている。

　彼らの主張は、一理あるだろう。完全に間違っているとは言えない。

　では自分達は間違っているのか？　殺された母親を生き返そうとするのは、一理も無く害悪なのか？

　違うだろう。怪我人を癒す、病人を治す、何時か例外無く死ぬ生き物の命を長らえさせるのが良い行いなのに、何故死者の蘇生だけが悪なのか。

（でも奴らは認めない。なら勝つしかない。どうすれば勝てる？　俺には魔力がある。魔力があるのに、このままじゃ勝てない。脳が足りない、脳細胞が少なすぎる。どうすれば良い？）

「坊やっ、もう限界じゃ！」

　ザディリスが悲痛な声を上げる。もう限界、もう無理、もう負けるのを、取り戻す希望を奪われるのを見ているしかない？

　方法は、一応は在る。骨猿達の霊を諦める、すると脳にかかる負担が少なくなる。

　でもダメだ。蘇生装置は取り戻す希望だ、それを手に入れるのにまた失ってどうする。骨猿達は最初はただの手足、手駒に過ぎなかった。だがここまで育てた大事な駒だ。骨は幾ら壊れても変えられるが、霊は替えが無い。

（そうだ、霊は──ああ、なんだ。脳はあるじゃないか）

　はっと気が付いたヴァンダルーは、ずるりと分裂した。

「ぼっ──!?」

　少なくとも、ザディリスにはそう見えた。しかし、そうではないと直ぐに気が付いた。

「霊体!?」

　そう、ヴァンダルーは肉体から抜け出た……幽体離脱したのだ。

　普通なら魂の無い肉体は朽木のように倒れ動く事はない。しかし、ヴァンダルーの肉体は魔術を行使し続けている。

　ヴァンダルーが習得した【遠隔操作】スキルで、霊体のヴァンダルーが肉体のヴァンダルーを操作しているのだ。

『これで脳が二つ。ザディリスは俺の肉体の方をお願いします』

「う、うむっ、任せるのじゃ」

　霊体と肉体両方からの声にはっとしてザディリスが回復魔術に集中する。

　これでギリギリ維持していた六つの魔術を、三つずつに分けられる。だがまだ足りない。あの見苦しく悶える神が作った棒切れを止めるには、もっと必要だ。

　しかしこれ以上どうすれば良いだろうか？

（脳が……ん？　今の俺は霊体だ。じゃあ、形に拘る意味があるのか？）

　肉体の方を見ると、【霊体化】した右腕が三つに枝分かれして傷ついた骨猿達の霊体を維持するために、魔力を供給している。

　肉体を【霊体化】させた場合は、今の右腕のように自由に形を変えられる。なら、完全に霊体だけになった今、形を変えられない訳がない。

　ずるりと、視界が増えた。

【霊体】スキルで霊体を操って、頭が首からずれて二つになった。これで脳が三つ。

　まだ足りない。ずるりと、更に増やす。これで脳が五つ。

『レフディア、残りの短杖を全てこっちに』

　四つの頭部を持つ霊体のヴァンダルーに向かって、レフディアは次々に残りの短杖を投げ渡した。

　それを受け取ったヴァンダルーは、呪いを解除する死属性の魔力をドラゴンゴーレムに向かって放射する。更に、オリハルコンの破片を身体に組み込んだストーンゴーレムを無数に創りだした。

『うおおおおおおおおおん』

　拳や膝から黒い金属片を突き出した石人形達が唸り声を上げながら、ドラゴンゴーレムから生えた魔氷の脚に向かって次々と突撃していく。

『坊ちゃんっ!?　何ですその姿は！　頭がいっぱいあるし二人になってる!?』

「我は何も見ていないぞーっ！」

「ああっ！　なんて悍ましくも美しいの！」

『皆、主の姿に構わず戦うのです！』

『テメェら口より手を動かさねぇか!!』

　壁を無くし床に穴を開ける勢いで次から次に現れる援軍のゴーレムに、驚いて視線を走らせるとヴァンダルーが二人に増えて、しかも片方が異形になっていた。

　それに驚き……何故かエレオノーラは瞳に畏怖と感動を浮かべたが、ヴァンダルーの足元に転がる骨人の声と、ボークスの叱責で我に返って氷を破壊する作業に戻る。

　そう、既に作業だ。

　魔槍は確かに伝説級以上のアーティファクトだ。しかし、本来なら自立して戦闘を行う力は無い。ドラゴンゴーレムの核に込められた、莫大な魔力を何らかの方法で得て氷を産み出し操って、無理矢理足掻いているだけだ。

　だから呪いの氷の動きは鈍く、硬い。もしオリハルコンでなくても砕ける普通の氷だったら、一分と持たずにボークス達だけで砕きつくされて終わっていた。

　そしてその呪いの氷も、無数のオリハルコンが混じったストーンゴーレムにたかられ、ヴィガロやリタ達に砕かれ、その上にヴァンダルーの死属性魔術が直接溶かして行く。ボークス達を退けるどころか、氷の弾丸の生成を止めても氷の維持が出来なくなって行く。
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『忌々しいぜ！　この糞槍が！』

　そして抵抗虚しくボークスによって刺さっていた胸部から弾き飛ばされ、回転しながら床に落ちた。その瞬間、氷は動きを止めた。

　終わったかと、ヴァンダルーはすっと肉体に戻った。その瞬間減った視界の数に眩暈を覚えるが、ザディリスのお蔭で膝を突かずに済んだ。

「とと……助かりましたけど、何でこんなガッチリ俺の頭を抱えてるんですか？」

「いや、こっちの頭まで増えたら大変じゃろうなと思ったのじゃ」

　ザディリスは彼の頭部を左右の腕で抱きかかえるようにして押さえていた。更に脳天はレフディアがアイアンクロー気味に掴んでいる。彼女達にとって、霊体の頭部分裂は衝撃が強かったらしい。

　腕を【霊体化】して触手状に枝分かれさせる事は、今までも頻繁にしていたのだが。やはり腕と頭部ではインパクトが違うのか。

「それよりも、まず骨熊達の身体を用意しないと」

　本当は蘇生装置に今すぐ飛びつきたい。しかし、それは最後で良い。

　まずは骨熊達の復活が先だ。霊体の傷は身体に入れてから直せばそれで良い。大した手間でもなければ、時間がかかる訳じゃない。

『グルルル』

『ガルルル』

　しかし、元通りにしようとすると骨猿達には異議が出た。

　自分達のせいでヴァンダルーに負担をかけた、それは弱いからだ。だから、もっと強くなるために元には戻りたくないと言う。

『ゲエエエエ』

　骨鳥も同意見で、骨猿達と混じるつもりらしい。

「……可能だとは思いますけど、それで良いんですか？　一度なったら、戻れるか分かりませんよ」

『ガアアアア』

　既に生前の形を失い、骨の形をしている骨狼達の霊と骨鳥は頷いた。

　彼らは元々彷徨っていた雑多な動物や蟲の霊だ。生前の形は覚えておらず、そもそもアンデッド化するまでの記憶もほぼ無い。そんな彼らが重視するのは、身体を与えたヴァンダルーへの忠誠だ。寿命も無く、捕食も生殖も必要無い、本能の楔の無い不死者なのだから。

「分かりました」

　骨鳥の身体から霊が抜け、骨猿達の霊が形を失い、混ざり合う。

　そして散らばっていた骨熊達の骨の欠片がガラガラと転がりながら一つの場所に集まる。

　そして混ざり合って形を失った霊体がそこに入った。

『[image: ]ぉぉぉぉぉおぉぉぉん』

　咆哮を上げながら誕生したのは、骨の怪物だった。別のパズルのピース同士を無理矢理くっつけたような造形で、熊と猿と狼と鳥の骨が入り混じっている。

　良く言えば骨の合成獣キマイラだ。日本人なら、骨だけの鵺ぬえだと思うかもしれない。

「これはボーンキマイラか。複数の動物や人間、魔物の骨が一つの怨念に囚われて生まれると言う……儂も初めて見た。骨鳥、骨猿、骨狼、骨熊、骨人。見事な忠義じゃ」

『あの……私はここに居るのですが』

「あ、そうじゃったな」

　骨人はまだ頭蓋骨だけで転がっていた。魔槍の暴走が終わったこともあり、徐々に集まりつつあるが。

「骨人、足りない骨があったら言ってくださいね」

『御意』

　ボーンキマイラを連れて、ヴァンダルーは床に転がる魔槍に向かった。

「ヴァンダルー様っ、その槍に近づくのは危険よっ！」

　エレオノーラが止めるが、大丈夫と手を振って応える。

　流石アーティファクトと言うべきか、傷一つない魔槍をどす黒い死属性の魔力で包み、その上で触れる。

『私に触れるな！』

　すると、頭に声が響いた。この魔槍には、ヴァンダルーが想像していたよりも強い自我を持っているようだ。知識と意思を持つ武器、インテリジェンス・ウェポンという物がこの世界にはあるが、アイスエイジもその一つだったようだ。

『汚らわしいダンピールよ！　貴様がどんな目的を持っているかは知らんが、必ずやその忌むべき命はミハエルを継ぐ次代の我が所有者によって砕かれるだろう！　精々束の間の勝利に酔うがいい！』

「ああ、そういうの要らないので事情的な物を聞かせてもらえますか？　そもそも、貴方はアルダじゃなくてペリアに仕える氷の神が作った槍ですよね？」

　そうヴァンダルーが尋ねると、氷の魔槍アイスエイジからは罵倒やら詰なじりやらが混じった答えが返ってきた。それから推測したところ、〝氷の神〟ユペオンはヴィダと交わり人魚の片親となった海の神トリスタンとは違い、アルダと勇者ベルウッド側に近い考え方を持っていたらしい。

　そのユペオンに創られたアーティファクトのアイスエイジも、その意思に同調した。そして二百年以上前に勇者に代わる所有者として認めたのが、〝氷神槍〟のミハエルだ。彼は敬虔なアルダ信者で、アミッド帝国とミルグ盾国の正義を心から信じる英雄だった。

　しかし女神の作ったドラゴンゴーレムにあと一歩の所で敗退し、アイスエイジはゴーレムの胸に突き刺さったまま所有者の手を離れてしまった。

　そして彼はミハエルが戻って来ない間、不完全とは言え喪われた命は戻らないと言う世界の秩序を乱す蘇生装置に誰も触れられないよう、自らが創り出す呪いの氷で封印する事にした。

　本来ならアーティファクトと言えど所有者も無く出来る事ではないが、必要な魔力は偶然穂先が僅かに届いたドラゴンゴーレムの核から調達する事が出来た。壁を何重にも作り、ミハエル以外通れないようにしたのだ。

　ザンディアの手首を巻き込んで氷った壁は、ミハエルでは無くアイスエイジが創った物だったようだ。

『だが、現れたのはミハエルでもその意志を継ぐ者でもなく貴様等だった。不浄なる二匹の不死者を従えた、命を弄ぶ傲慢なる者！　無念だ、後一歩で貴様の野望を完全に潰えさせることが出来た物を！』

「それは──何だって？」

　それは残念でしたね。そのアイスエイジの叫びを聞いて、ヴァンダルーはそう言おうとした。しかし、その奇妙な言葉に引っかかった。

（二匹……二匹って言った。今日来た時はリタやサリアを除いても、ボークスに骨人に骨熊……六だ。こいつはアンデッドを人型と動物型で数え方を変えたりしないだろう。なら何故二匹？　ここに初めて来た時、ボークスとヌアザと俺の三人だった。それか）

　この魔槍の五感がどうなっているのかは分からないが、ドラゴンゴーレムの胸部に突き刺さっている間も働いていたらしい。

　確かに、考えてみれば当然か。アイスエイジは二百年前、その状態で広間の入り口や、ここから離れた廊下、そして地下への入り口に呪いの氷で壁を作っていたのだから。

　約二年前にヴァンダルー達が一度ここまで来た事に気がついても不思議はない。

（なら、それから今までこいつは何をしていた？　ミハエルを継ぐ者では無く、アンデッドを連れた呪いの氷を溶かせるダンピールが現れた後、一年以上こいつは何をしていた!?）

「ヴァンダルー、さっきからどうした？　その槍と話しでもしてるのか？　おいっ？」

『坊ちゃんっ、どうしたんですか!?』

　ヴィガロ達に声をかけられたのにも気が付かず、ヴァンダルーは走り出していた。ドラゴンゴーレムが守っていた扉に向かって。

　壁と同じ材質で作られた見分けがつきにくい扉は、ヴァンダルーが近づくと自動ドアのように開いた。最初から、番人であるゴーレムが敗れたら開くようになっていたのだろう。

「っ！」

　扉の向こうには、正体不明のガラスに似た大きな筒や、魔術陣、解読不能の文字がびっしり刻まれたモノリス、地球の薄型テレビに似た物等があった。

　それらの全てが、でたらめに生えた氷柱が刺さり、傷つけられ、壊れていた。

『ふっ……ふははははははははっ！　どうやら上手く行ったようだ！　ゴーレムの核から魔力は得られるが、その代わりに我は動けなかったのでな、離れた空間に氷を生じさせても装置を壊せたか確信が無かったが、これならば安心だ！　ダンピールよ！　貴様の邪悪な企みは潰えたのだ！』

　耳障りなアイスエイジの哄笑が、ヴァンダルーの意識に醜く響く。背後では、ボーンキマイラが哀しげに鳴き、ヴィガロ達も立ち尽くしていた。

　そしてヴァンダルーは、見開いた瞳をそのままアイスエイジに向けた。

（壊れたら直せば良い、それが無理なら他の手段を探せば良い。母さんの蘇生を諦める事は、ない。だけど、その前に処理しなければならない）

『我を破壊するか、ダンピールよ。確かに神々にしか許されないオリハルコンの操作すら行う、不遜な貴様なら可能だろう。だが意味の無い事だ。我は氷の神ユペオンに創られしアーティファクト、我はユペオンの分身に等しい。例えこの槍が破壊されても我が意思はユペオンの元に戻る。そしていつか再びミハエルのような大英雄と共に貴様の前に立ちはだかり、今度こそ汚らわしい不死者諸共その邪悪な命脈を断ってくれる！』

　自分が絶対的に正しいと確信している、醜い声に吐き気を覚える。

「一応聞いておきますが、本気ですか？」

　だが念のため、確認を取るために聴いておいた。

『無論だ！　後悔するならばその呪われた生まれを──』

「じゃあ、滅ぼしますね」

　霊体化した指を、ずぶりと魔槍に突き入れた。オリハルコンの抵抗と、それを無理矢理破る事で生じる激痛、生皮を剥がしながら露わになった肉と骨をヤスリで削られるような痛みを感じる。

『がうあえあぎう[image: ]ぁあああああ!?』

　アイスエイジの声が、一転してノイズのように乱れる。それが痛みを忘れるほど耳に心地良い。

「偉い神様の分身だそうですが、正真正銘俺達の敵で、存在する限り全力で情けも一片の例外も無く俺達を貶し否定してやると言われたら、こうするしかない」

　アイスエイジはヴァンダルーが何故蘇生装置を手に入れようとしたのかを、知らないかも知れない。しかし、関係ない。

　その場合、アイスエイジは何も知らないのにヴァンダルーの目的を『邪悪』と言い切った事になる。だとしたら、こいつにとってダンピールは完全な悪、百害あって一利も無い害虫より下の存在で、そんな存在の目的は調べるまでもなく邪悪だと思っているという事だ。

　そりゃあそうだろう、ミハエルのした事をこの魔槍は是としているのだから。

　山脈を隔てて、ただ繁栄していた巨人種の国に宗主国の言いなりになって攻め込んだ祖国を良しとして参加し、巨人種の国に止めを刺した英雄を。

　そしてその英雄が殺したせいでアンデッドになった者達を、汚らわしいと言うのだから。

　魔槍アイスエイジは、存在する限りヴァンダルー達が何をしようと悪と断じて罵り、虎視こし眈々たんたんと穂先で臓腑を抉る機会を狙い続ける。そういう存在だ。

「そんな奴を野放しにしたら、落ち着いて母さんを生き返す方法を探せないし、将来幸福になる事も出来やしない。ああ、あった。神様の分身と言うからあるだろうなと思ったけど、良かった。俺でも無い物は滅ぼせないから」

『ぎべぺぺぺぴぶげぎぎぎぎ[image: ]ーっ！　ぎっ、様っ、神を敵に──』

「いや、俺達が何をしようと俺達は神の敵なのでしょう？　だったら何をしてもいいじゃないですか」

　自分達から交渉や休戦、和解や融和の機会を潰しておいて何を言っているのだろうか？

　まさかこれだけの事をして、それだけの事を言って、覚悟も無く自分は無事で済むなんて思い込んでいたのだろうか？　だとしたらその神経の太さだけは羨ましい。自分にはとても無理だ。

「無理だと思いますが、ユペオンに伝えてください。お前は敵だと」

『ぎっ、がっ、ミ、みハえエぇ──』

　パキィィィィイィン

　アイスエイジの素晴らしい歌が途切れて、神の分身の魂が砕ける清んだ音がした。




《【ゴーレム錬成】　【霊体】、【同時発動】、【魂砕き】、【遠隔操作】のスキルレベルが上昇しました！》

《ユニークスキル、【神殺し】を獲得しました》
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　世界と世界の狭間、そこに地球やオリジン、ラムダを含めた複数の世界の輪廻転生を司る神、ロドコルテは『神域』と言うべき空間を作り出し、そこに座していた。

　かつて地球で死んだ約百人の魂が一時的に集められたのもここだ。

　そのロドコルテは今、オリジンの様子を眺めていた。神である彼はその世界の外から、多くの事を視る事が出来る。全知には程遠いが、大体の事は分かる。

『オリジンが乱れるのは避けられない。天宮博人の存在と、その消滅が原因か』

　地球と同程度に発展しているとロドコルテが見なす世界、魔術と科学が融合しヴァンダルーが二度目の人生を生き、今も雨宮寛人達転生者が生きている異世界は、大きく乱れようとしていた。

　その原因は、ヴァンダルー……天宮博人の死属性にあった。彼を実験動物にしていた軍事国家は、死属性の魔力を彼から搾り取って、それまでの常識を覆すような数々のマジックアイテムを生産していた。

　一瞬で発酵食材を作り、食材を最適な状態で熟成させる調理器具。

　半永久的に食品の鮮度を保つ保管庫。

　どんな毒や病でも人体に悪影響を一切与えずに消す医療器具。

　老化や疾患、怪我で機能が低下した臓器を復活させる錠剤。

　万民の毛根を確実に復活させる毛生え薬。

　それまでの属性魔術や化学では不可能……若しくは理論上は可能でも実際に作る事は不可能に限りなく近い物を、信じられない程ローコストで。

　他にも夢のような作物や家畜を創りだし、治療法の無いウィルスや病原菌、遺伝病の治療法を発表し、冷凍睡眠まで可能とした。

　そして死属性の研究は不老不死にまで届きかけていた。

　そんな事が、死属性の魔力だけで可能なのかと言うと、可能なのだ。

　死属性は一見生命属性のただの裏返しに思える。確かに出来る事は似通っているし、生命属性を極め限界を超越すれば限りなく近い事が可能だ。

　しかし、完全に同じ事は出来ない。何故なら、生命とはエネルギーだからだ。エネルギーをどんなに継ぎ足そうと、消費を極限まで抑えようと、何時かエネルギーは無くなる。つまり、死ぬ。

　しかし死属性は死を司る属性だ。そのため、生き物から【死】と言う現象を無くす事が可能だ。腐敗を進めるも止めるも自由自在、毒や病を消す事は作るのと同様に容易い事。機能が低下した臓器や細胞を健全な状態に戻す事も難しくない。

　だが死属性を発見した軍事国家は、天宮博人を無茶な実験のせいで死なせてしまった。そしてアンデッド化した彼は、他の転生者に完膚なきまでに消滅させられてしまった。魔力の欠片すら残さずに。

　だから、もう死属性のマジックアイテムは誰も作れない。研究も続けられない。作物や家畜は残ったが、それだけでは人類は満足できない。

　軍事国家は人権を無視した非合法な研究機関の存在を国際的に非難され、大統領や研究所に関わっていた高官が辞任したが、それは始まりに過ぎない。

　それまで軍事国家が製造し販売していた夢のマジックアイテムが、一切作れなくなってしまったのだから。

　軍事国家の非人道的な研究開発を責めた国際社会の主要先進国家がまず取り組んだ事は、死属性の研究だった。研究所で天宮博人が研究者を殆ど殺していて、その霊をかなり喰っている。辛うじて魂だけは無事だったが、記憶や人格は使い物にならないので、降霊術の類も無駄だ。

　だから数少ない生き残りや、残った研究資料、各国が保有する死属性のマジックアイテムを掻き集めて解析し、再現しようと躍起になった。

　産業や医学はまだしも、実現しかけていた不老不死と言う言葉に権力者達は魅了されてしまったのだ。

　問題の軍事国家は力を大きく減じたが、このまま権力者たちが不老不死を求め続けるなら合衆国と連邦国、共和国に新興国家、それらの国々の暗闘が表に、それも大きく現れるだろう。

『当分の間は、彼女達の争奪戦になるか』

　アンデッド化した天宮博人が助けた、彼以外の被害者達。彼女達は天宮博人が倒された後、雨宮寛人達転生者によって保護され、国連の保護機関に身柄を移されていた。その後、転生者達には何も知らされないまま今度は主要先進国の研究機関で囚われ、人体実験の被害者となっていた。

　しかし、彼女達は天宮博人から与えられた限定的な死属性の魔力を使って研究機関から逃走する事に成功した。だが、各国は世界に残った死属性の魔力を持つ彼女達を確保するため、先を争って追っている。

　それから戦争に発展し、何百万、何千万もの人命が失われるかもしれない。

『それは別にどうでもいいが……』

　ロドコルテは、その試算に興味が無い。寧ろ、戦死者が出るのは結構な事だと、大いに歓迎するといった様子だ。何故なら彼は輪廻転生を司る神だ。

　だから人が死んで、新しく生まれてもらわなければ困るのだ。

　一度に数千万の死人が出ても、ロドコルテの輪廻転生システムはビクともしない。理論上、最大一兆人の魂を処理できる。問題無い。

『オリジン』の総人口は百億人だ。その内一％にも満たない数が減ったところで、すぐに増えるだろう。百年もせずに元通りだ。

　寧ろ、科学だけではなく魔術も存在する『オリジン』は最近平均寿命が『地球』よりも延びすぎていたので丁度良いぐらいだ。

　確かにロドコルテは世界の発展を望んでいるが、それは滅亡せずに人類が数十億人規模で生存可能な社会が維持されていれば良いと言った程度でしかない。

　七十億人だった総人口が五十億人に減っても、「やや減ったな」としか思わない。ましてや人類の霊的な進化だとか、次のステージだとか、そこまで行くと逆に手に余る。宇宙進出くらいなら構わないが。

　ただ、ロドコルテには世界に直接干渉する意思は無く、干渉する能力も限られるので何もできない。

　それでも『オリジン』の紛争や戦争を止めようと思えば、転生者達に『神託』を下して促したり情報を渡したりといった事は出来る。しかし、それもするつもりは無かった。

　元々転生者達に経験を積ませるために、『ラムダ』ではなく『オリジン』に送り込んだのだ。チート能力に幸運や運命の助けも授けたのだし、そこは自力でやりたいようにやってもらおう。

　戦争になったら何人か、もしかしたら数十人死ぬかもしれないがそれも経験だ。そのために百人も集めたのだから、何人か失敗しても困らない。

　人々に直接信仰されないロドコルテにとって、人々はただのビットでしかない。システムを流れる、ただの情報だ。善悪も、悲劇も喜劇も関係が無い。ただ、システムが問題無く動くならそれで良い。

『問題は不老不死のみだ』

　死なない生き物は、魂の輪廻転生を司る彼にとって己の権能を否定し、システムに障害をもたらすだけの存在。

　死んだまま動き出すアンデッドや、死者の蘇生よりも厄介だ。

　アンデッドは死んだのに転生せず世界を彷徨い続ける魂だが、それでもいつかはシステムに還る。死者の蘇生も厄介だが、魂が来世に輪廻してしまえば肉体が生き返るだけで魂は戻らないので、軽度のエラーで済む。

　だが不老不死は永遠に還らない。

　アンデッドをすぐに修正可能、若しくはしばらく放っておいても問題無い小さなエラー、死者の蘇生をそれよりもやや修正が面倒なバグだとするなら、不老不死は一度システムを落してメンテナンスをしなければ修正できない、致命的な障害に等しい。

『この点を考えても、天宮博人が死んでくれて助かった』

　もし存命のまま研究が続き、不老不死が実現してしまったら対処に苦慮するところだった。転生者達に神託を下しても、その神託を強制的に守らせる手段をロドコルテは持たないからだ。

　転生者以外の人間には、その神託すら下せない。

　それもロドコルテが各世界の住人に存在を知らせず、信仰の対象となっていないからだ。一つの世界で深刻な事態が起こっても、他の世界の輪廻転生に影響を与えないようにするためだが……せめて他の神のように従属神や協力神と呼ばれる存在の一つも用意しておくべきだったかと今更ながら悔いる。

　神は全知全能ではなく、自らの権能が及ぶ範囲と奉じる信者達にしか直接的な影響力を持たない。

　いや、とりあえず『オリジン』はもう良いだろう。天宮博人が助けた彼女達が持つ限定的な死属性の魔力は、既に加工されたものだ。オリジナルである天宮博人の魔力にある万能性は無い。彼女達の魔力を幾ら搾っても、不老不死に至る事は無いだろう。

　不老不死さえ防げるなら、後はなるようになる。人類が滅亡するとか、減り過ぎるとか、そう言った事態にはなるまい。そう考えた時、ふと思い出した。

『天宮博人がラムダに転生して五年か。そろそろ記憶が戻っているかもしれない』

　乳幼児期の自由に動けない状態で前世の記憶を取り戻すのは、精神的な負担が大きい。転生者の精神を守るため、ロドコルテは転生者が五歳から六歳になった頃に記憶が戻るように仕組んでいた。

　余程のトラブルや想定外の事態が起こらなければ、乳幼児期に記憶が戻る事は無い。

『まだ天宮博人の魂が来ていないと言う事は、運悪く五年で死ななかったという事か。記憶が戻るのはまだ先かもしれないが確認しておこう』

　もし記憶が戻っているのなら、死属性が不老不死等を実現できる可能性があると知られる前に自殺するよう促さなければならない。

　三つの呪いを彼にかけたが、彼の魂にまで染み込み一体となった死属性を消す事はロドコルテにも出来なかった。彼が往生際悪く足掻けば、ラムダでも死属性魔術を習得するだろう。それは防ぎたい。

　そのために、ロドコルテはシステムを使って天宮博人の転生先を調べた。このシステムを介して、ロドコルテは輪廻転生した魂の過去と現在を知る事が出来る。

　しかし、天宮博人の情報が無い。

『……何だと？』

　もう一度検索をかけるが、やはり情報が無い。地球からオリジンに転生した記録はあるが、その後の記録がぷっつりと消えていた。

『まさか転生していない？　そんな訳は無い。確かに天宮博人は転生している。だが、システムに記録が無いという事は──しまった。システムから零れ落ち、私が司る物とは別の輪廻に呑まれたか！』

　ロドコルテにとって、ラムダには三つのイレギュラーがある。一つは『オリジン』でも度々発生するアンデッド。

　残りの二つは、古に魔王達が創りだした魔物と、女神ヴィダが産み出したヴィダの新種族だ。

　この二つは、ロドコルテの輪廻転生のシステムには含まれていない。

　魔王達が魔物を創りだした当時、その輪廻転生にロドコルテのシステムを利用していたら、彼が細工するだけで魔物の魂は転生できず、新たに産まれる事が出来なくなる。そのため、魔王はロドコルテのシステムを何らかの方法で模倣し、独自の輪廻転生システムを立ち上げていた。

　だから現在に至るまで魔物は『ラムダ』で猛威を振るっていた。ダンジョンでボスや中ボスが不自然に生成されるのはそのためだ。

　今では邪神や悪神を奉じる人種や他の種族達はロドコルテのシステムから外れ、今は滅びた魔王のシステムに組み込まれるようになっている。これがまたロドコルテのシステムにエラーを引き起こす原因となっている。

　そしてヴィダの新種族だが、これはヴィダと……『ラムダ』の神々とロドコルテの確執が原因だ。

　魔王が現れた当時、ロドコルテはヴィダやアルダと言ったラムダの神々から救援を求められた。それを彼は全て断り、静観に徹した。

　それは魔王に自らの魂を砕かれる事、それによりロドコルテが管理する『ラムダ』以外の世界の輪廻転生に影響が出る事を防ぐためだ。

　ロドコルテにとって、『ラムダ』は幾つかある世界の一つでしかない。滅ぼされれば骨を何本か折られるのと同じくらい痛いが、致命傷には程遠い。骨折が嫌だからと、即死する危険は冒せない。

　その後ラムダの神々が逆転の手段として異世界から勇者を召喚した事にも、ロドコルテは文句を付けた。彼が輪廻転生を管理する世界以外から勇者達が召喚されたため、システムにエラーが出たからだ。

　さっさと送り帰すか、それが出来なければ早急に使い潰して殺してしまえと要求した。

　あの時ロドコルテは『ラムダ』の滅びは避けられないと思っていたので、無駄な足掻きで面倒を起こされたくなかったのだ。

　結果、ロドコルテと『ラムダ』の神々との間に深い溝が出来た。ロドコルテは特になんとも思っていないが、特にヴィダからは深い不信感を持たれてしまった。

　それもあって、ヴィダは魔王が創りだしたシステムを更に模倣し、独自の工夫なども加えたヴィダ式輪廻転生システムを立ち上げ、吸血鬼に代表される新種族を産み出したのだ。生命属性を司る彼女は、ロドコルテにやや近い神格を持っていた。流石に複数の世界の輪廻転生を司るのは無理だが、システムさえ作れば一つの世界だけなら可能だと考えたのだろう。

　ヴィダは自分が産み出した新種族だけではなく、将来的にはラムダに存在する全ての人間種族の輪廻転生を自分のシステムで管理するつもりだったはずだ。

　だが彼女と同じくロドコルテとの確執はあっても、何よりも秩序と法の維持を頑なに優先する『法命神』アルダがヴィダとその眷属を倒した。

　結果的に新種族だけが今もヴィダのシステムで輪廻転生している。

　天宮博人の魂は、魔王か女神のシステムに飲み込まれ、魔物か吸血鬼等のヴィダの新種族に転生してしまった可能性が高い。

『……やはり居ないか』

　システムを辿って、天宮博人が二度目の転生をした時期に産まれた者全員を調べるが、やはり博人の情報は無い。

『しかし、一体何故こんな事が？　確率上、こんな事が起こるのは京分の一以下の確率だ。余程運が悪くなければ……しまった。あれのせいか』

　ロドコルテは天宮博人にチート能力だけでは無く、幸運や運命を与えていない事を思い出した。だから彼は運が悪く、しかも運命が無い為ロドコルテ自身にも予測がつかない道を進む危険が常にある。

　その上、転生する間際に呪いを三つも付けてしまった。自害を促すためだったが、考えてみればあれによってシステムに不具合が出た可能性は否定できない。

『仕方がない。やや時間はかかるが、転生した天宮博人の魂と遭遇した者が居ないか調べてみるか。現状くらいは分かるはずだが……これはダンピールか』

　ある行商人の記録に、ダンピールの姿があった。やはり、ヴィダの新種族に転生してしまったようだ。

　だが問題はそんな事ではない。

『馬鹿なっ、何故記憶が戻っている？　その上既に死属性魔術を使い、アンデッドを従えているのか!?』

　まだ一歳になるかならないかだろうに、ダンピールは死属性の魔術を使い子供らしからぬ物言いをしていた。これは明らかに記憶が戻っている。

『これも幸運を与えなかったからか。だとするなら、次の機会があれば改めなければならないな、この方法を』

　天宮博人を含める転生者を転生させる時の手順を、ロドコルテは誤ったと後悔した。

　あの時、ロドコルテは百と数人分のチート能力、幸運、運命を用意した。人数が多くても足りなくならないように、それぞれ多めに。

　そうして準備が終わった頃に、タイミング良くフェリーが沈んで悪人以外にも約百人が死んだ。その内一人を除いて全員が異世界転生を選んだ。

　余らせては勿体ないと、転生を希望した者に用意した物を配っていたら一人見落としていて、その時には一つも残っていなかった。

　その結果、最後の一人がこんな面倒な事になるとは。

『さて、天宮博人……ヴァンダルーをどうするかだが……アルダに警告するべきか？　いっそ邪神共をけしかけるか』

　アルダは現在のラムダで唯一まともに活動している大神であり、最も力を持つ神だ。

　だが、ロドコルテとの関係は悪い。輪廻転生の秩序を守るために仕方なく付き合っているだけで、友好的とは言えない関係だ。

　今回の試みをロドコルテはアルダに話さず勝手に進めていた。そのため、ヴァンダルーを含めた転生者達の事を知ったらまずロドコルテに対して激怒するだろう。

　アルダからして見れば苦しい時に助けようともせず見捨てたのに、今頃になって勝手に手を出し……それもジンクスと言うただの思いつきで世界の常識から外れたチート能力を持たせた転生者をあと百人送りつけたと言うのだから。

　ヴァンダルーだけではなく、これから転生させる百人の殺害まで従属神や信者達に命じられる可能性は十分にある。

　しかしだからと言って邪神共に情報を流して殺すよう促すのも悪手だろう。邪神悪神の価値観は屈折していて、ロドコルテには理解できない。ヴァンダルーを殺すどころか、懐柔して味方に付けようとするかもしれない。

　悩みに悩んで考えた結果、ロドコルテは今しばらく静観する事にした。

「あと数年経てばオリジンの転生者が何人か死ぬはず。その者達に殺害を依頼するとしよう」

　アンデッドは元々ラムダには発生していたから、今更それが少々増えた所でシステムに影響は無い。

　それに呪いのせいで前世の経験をスキル化できないヴァンダルーが、オリジンと違い科学の補助も無いラムダで不老不死に辿りつくのは至難の業だ。数年どころか数十年や数百年、もしかしたら数千年かけても不可能かもしれない。

　数年後、オリジンで二番目に死んだ転生者に情報を渡して殺すよう依頼すれば問題あるまい。転生者は我が手で作りだしたチート能力を持っているのに対して、ヴァンダルーは死属性魔術と空枠に宿った一億程の魔力だけ。行商人の記録を解析するとレベルを上げる事には成功したようだが、残り二つの呪いは問題無く機能している。これ以上強くなる事はないだろう。

　問題ない。

　そう結論付けてロドコルテは『ラムダ』からも視線を放した。

　彼がヴァンダルーとライフデッドを通して遭遇した冒険者ルチリアーノの記録も見つけていれば、もう少し危機感を持ったかもしれない。

　彼が邪神達と接触していれば、ヴァンダルーが貴種吸血鬼セルクレントの魂を砕いて滅ぼした事を知らされ、自分のシステムが担当する魂を砕かれる前にと動き出していただろう。けれど、彼はそうしなかった。

　しかし、ロドコルテは自分が犯した最も大きなミスにまだ気が付いていなかった。
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　この日、バーンガイア大陸のみならず世界中で〝水と知識の女神〟ペリアの従属神、〝氷の神〟ユペオンの神像から血の涙が流れた。そしてユペオンの加護を受けた者達は「神の悲鳴」を聞き、卒倒した。

　その原因はヴァンダルーが氷の魔槍アイスエイジの魂を砕き、滅ぼした事だが、アイスエイジの意思が本体であるユペオンの元に戻らなかったため、分身を失ったユペオンも含めてそれを知る者はいなかった。

　人々は魔王が復活するのか、堕ちた勇者ザッカートが再び蘇るのかと凶兆に怯え、それぞれの地で聖職者達は対応に追われた。




　やや掃除が杜撰だが、それでも整えられた謁見の間には重い空気が満ちていた。

　ドラゴンゴーレムに挑んだ者の内、ストーンゴーレムは除くとしても殆どの者がそこにまだ残っていた。

『おぉぉぉおぉん』

　骨狼や骨鳥達は、複数の獣が一度に鳴いたような不思議な声を出すボーンキマイラとなっている。

　居ないのは、この謁見の間を修繕した当人であるヴァンダルーとその背中にくっついたままのレフディア、そして背骨や腰骨等が砕かれてまだ自力では動けなかった骨人だけだ。

　彼らは、今も王城の地下に残っている。

　破壊されていた蘇生装置が修理できないか調べる為に。




　アイスエイジの魂をヴァンダルーが砕いた後、ボークスでも一度の戦闘でここまでの量を稼いだ事は無い程の、大量の経験値が入った。Ｓ級昇格が確実と言われていた〝氷神槍〟のミハエルが仲間と挑み、全ての仲間を失い本人も致命傷を受けて尚倒しきれなかった女神謹製のオリハルコンで出来たドラゴンゴーレム。

　それに止めを刺した事で、彼らは莫大な経験値を手に入れたのだ。

　その結果ヴィガロはランク７、歴史上確認されているグールの中では最高にして最強とされるグールタイラントにランクアップした。二メートル半ばを超える巨人種のような巨体と、新たに二本増えて四本の腕を持つ最強の戦士だ。

　リタとサリアは鎧の外見は同じだが、ランク６のハイマジックアーマーにランクアップして【霊体】スキルも上昇していた。以前の人型よりも、ずっと人間に近づいている。

　……ヴァンダルーが見たら、「際どい衣装を着せられた女性型マネキン」と評するだろうが。

　しかも【霊体】がまだ安定していないためか、早く動いたり風が吹くと形が崩れ、煙や霧のようになって鎧からはみ出てしまう。まだまだ実体とは比べ物にならない。

　そして他のメンバーも大きくレベルが上がっている。ここに居ない骨人も恐らくランクアップしているだろうし、ヴァンダルーのジョブレベルも大きく上昇しているだろう。

　しかしそれを喜ぶような空気には無かった。

「長いな……」

　既に数時間が過ぎているが、ヴァンダルーが戻って来る様子はない。彼も負傷こそエレオノーラに血を少量分けた以外は無かったが、魔力を多く使い【限界突破】スキルも起動していた。疲労していないはずがないのだが。

　しかし、誰も「様子を見て来よう」と言う事が出来なかった。

　蘇生装置が壊された事でヴァンダルーが受けたショックの大きさを思い浮かべていたからだ。

　この場に居る中でエレオノーラはヴァンダルーとの付き合いが短く、幼い頃実の両親に売られているため家族に対して思い入れは薄い。

　だがヴァンダルーが母親の蘇生をどれだけ望んでいるのかは、知っている。

　幼い時に母親を殺された。それだけなら珍しくない、何処でも聞ける不幸な話だ。残された子供は大きな傷を抱えながらも、哀しみを過去として生きていくしかない。両親に売られた過去を抱えて生きているエレオノーラのように。

　時間属性に適性がある彼女ですら、過去を消す事は出来ないのだ。

（だけどヴァンダルー様には力がある。死者を完全に蘇生させるという神にも不可能だった事が、可能かもしれないと思えるほどの力が）

　可能かもしれない。手を伸ばせば届くかもしれない、頑張れば実現するかもしれない。だからヴァンダルーは母親の死を過去にしようとしない。

　事実、届きかけたのだ。ダルシアの蘇生に。

　それを彼にとって到底納得できない理由で邪魔され、踏みにじられたのだ。その怒りと受けたショックの大きさ、苛立ちは想像するだけで恐ろしい。

（ヴァンダルー様は自分から幸福を奪おうとする存在を、憎悪するお方。怒り、憎み、呪い、恐れ、その破滅を心から喜び、滅びに安堵する方）

　セルクレントや、タレアを殺そうとした従属種達の魂を砕いた時に何よりそれを感じた。だからこそ今日も、アイスエイジの魂を砕いた。

　だがセルクレントの時と違って、今回はアイスエイジの魂を砕いただけでは溜飲は下がらないだろう。

（私が慰められればそうしたいけれど……怖い訳でもないのに何故そんな事を私は考えたの？）

　ふぅと息を吐いたエレオノーラは胸元に手で触れた。アイスエイジの氷に貫かれ、ヴァンダルーの魔術と血で跡も残さず治った場所だ。

　以前なら命を救われたのに何の役にも立てなかった事を恐怖した。こんな役立たず要らないと、見捨てられるのではないかと怯えたはずだ。

　しかし、今胸にあるのは恐怖とは明らかに違う感情だ。ムカムカする気分の悪さと、締めつけられるような苦しさ。

（この正体不明の感情のせいで、慰めたいと思ったの？　今まであからさまな手段でヴァンダルー様に取り入る必要は感じなかったのに）

　何せ取り入るまでも無く甘やかしてくれるのだから。では一体何故？

『御子はまだ地下に？』

　エレオノーラが自分の内面を深く顧み始めたその時、ヌアザが謁見の間に入って来た。

「うむ。まだ出て来ておらん」

『そうですか……お詫びしたい件があったのですが』

『二年前、俺と坊主と三人で地下に入った事か？　だとしたら、詫びるべきは俺だ。お前じゃねぇよ』

　それまで残っている方の顔に皺を刻んで黙り込んでいたボークスが口を挟んだ。

『俺があいつにザンディアの嬢ちゃんやジーナを探すように頼んだ。その前に蘇生装置の事を話していれば、ミハエルの槍が自我を持つアーティファクトの可能性に気が付いていりゃあ……そもそも、二百年前ミハエルの野郎に俺が負けたりせず、あの槍を圧し折ってやればこんな事にはならなかったんだからな』

　出会った当時、ボークスはヴァンダルーの【死属性魅了】に耐えた。今でも、しようと思えば出来るだろう。

　だが自らの意思で耐える事を止めた。意味が無い事に気が付いたからだ。

　無表情で何を考えているか、何処を見ているかも分からないガキ。

　そのガキは今まで空虚だったタロスヘイムに、活気と日々の生活の喜びを取り戻してくれた。

　無償で。

　ヴァンダルーに言わせれば見返りは十分貰っているのだが、それはボークス達からしてみれば必要経費でしかない。

　安全な街での暮らしもヴァンダルーが城壁を修理したからだし、美味い食事も彼が調味料を魔術で作っているから、王城の広い部屋も彼が直したからだ。

　得られた好意や尊敬も行いを見ていれば当然で、『御子』の尊称も最初はヌアザが言い出したものだったが、今では相応しい事を成している。

　ザンディアとジーナの死体を取り返すのはまだだが、それも数十年程でやると言った。タロスヘイムの英雄が全員揃っていても敵わないだろう原種吸血鬼を相手に、数十年なのだから早すぎるくらいだ。

　だというのに、恩返しの機会は寸前で遠のいてしまった。ざまは無い、何が元Ａ級冒険者だ、報酬の先払いを受け取っておきながら、仕事の一つも果たせやしないとは。

『いえ、その事ではないのです』

　しかしヌアザがヴァンダルーに謝りたいのは別件だったようだ。

『あぁ？　じゃあ何だってんだ？』

『御子に折角直していただいた神殿を一部、私自身の意思で壊しました。ヴィダとペリアには既にお詫びいたしましたので……』

「破壊？　それはもしかして……」

『氷の神ユペオンの神像です。台座と一体になっていたので、慎重に切り離した後地面に埋めました』

　多くの神殿では神殿の主である神以外の神の神像も祭られている。流石に全ての神の像が揃っている訳ではないが、従属神でもユペオンは十万年前から存在している神だ。

　明らかに敵対しているアルダとその眷属なら兎も角、タロスヘイムのヴィダ神殿に神像があってもおかしくない。

　それをヌアザは埋めたと言うのだ。

『い、良いんですかっ、そんな事して？』

　別に呼吸している訳ではないが、サリア達は息を飲んだ。元々神殿を建立した事のないザディリス達にはピンとこなかったが、この世界で神の像と言えば特別な意味を持つ。

　神が確実に存在する世界なのだから、それは文字通り神をも畏れない行為だ。法命神アルダを国教に据えるアミッド帝国やその属国の軍はヴィダやその従属神の像をよく破壊するが、それは彼等が奉じる神がそれを推奨しているからだ。

　しかしミイラ化したヌアザの顔に迷いは見られなかった。

『無論です。ユペオンは高らかに宣言したのです、眷属であるアイスエイジを介して。我々は敵であると。しかし私達には何も恥じる事等無く、罰せられる覚えもありません。ならばかの神にとって我々が神敵であるように、我々も敵として遇するのが当然でしょう』

　神そのものがこちらを敵対視しているのだ、しかもヌアザ達の主神であるヴィダ込みで。なら、ヴィダと共に人魚を産み出した『海の神』トリスタンと同じペリアの従属神だとしても、遠慮する理由は無い。

『ですが御子に直して頂いた神像を埋めて処分したのも事実。なのでお詫びをと。ところで、日が落ちて随分時間が経ちます。様子を見に行くべきではないでしょうか？』

『あっ？　そんなに経ったか？』

『この部屋からだと太陽も星も見えませんからねー』

「アンデッドじゃと時間の感覚が鈍くなるのぅ。じゃが、確かに時間が経ち過ぎじゃな」

「よし、様子を見に行くぞ」

　きっかけが出来たので、流石に全員でゾロゾロと行くのはどうなのかと思ったが、全員ヴァンダルーの様子が気になったために結局皆で地下に再び降りる事となった。

『ヂュ？　どうかしましたか、皆さん』

　そして広間に着く前に、骨人とレフディアの二人と鉢合わせた。骨人は骨が揃った姿に戻っており、レフディアはランクアップでもしたのか、指を足代わりにして床を這うのではなくタタタと走り回っていた。

『うわ、レフディアが凄く速い！　……なんだか、逆に怖くなくなりましたね』

『動きが速い方が怖くないって、なんでだろうな？　それより骨人よ、坊主の様子はどうだ？』

『ヂュウ、伝言を預かっています』

「伝言？　ヴァンダルー様はなんて言っているの？」

『はい。もう少し装置を調べたいので暫くここに残ります。後、お腹が空いたのでご飯を持って来てください。お願いしますとの事です』

「……ショックで飯も喉を通らないと思ったら、我達が思っていたよりは冷静だったな」

『よーし、坊ちゃんのためにとっておきの料理を作りますよ！　私以外が！』

『リタ、メイドなら簡単な物ぐらい作れるようになりなさいよ』

「いや、考えてみると儂ら、まともに料理が出来るのは坊やぐらいじゃったな」

「肉を焼くだけなら、何とか」

『そんなもん、俺でも出来るぜ』

『おぉぉぉぉおぉん』

　地球なら女子力の低さを指摘されても仕方ない女性陣だった。
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　夜はしっかり眠り、朝昼晩と食事を欠かさず取り、勿論風呂にも入った。

　そんな寝食を忘れない調査を一月続けて蘇生装置を調べたヴァンダルーは、「修理は可能だが、今は無理」と結論を出した。

　蘇生装置は女神ヴィダが作っただけあって、【錬金術】スキルを獲得したがまだ平均的な腕しかないヴァンダルーでは、手が出せない程高度な代物だった。きっと石器作りを覚えたばかりの原始人が、半導体から手作りでスーパーコンピューターを作ろうとしているようなものだろう。

　しかし、ヴァンダルーには【ゴーレム錬成】と言うスキルがある。無生物をゴーレムにして形を自由に変える事が出来るこのスキルなら、壊れた装置を元通りの形に戻す事が可能だ。

　アイスエイジの氷は蘇生装置に穴を開け、切断した。だが幸いな事に爆発して部品が原型を止めていなかったり、重要な部分が吹っ飛んで消えたりしたわけではなかった。元の形に戻す事は出来る。

　ただ、肝心の【ゴーレム錬成】を蘇生装置の部品が受け付けなかったのだ。

【鑑定】を使っても「謎の合金」とか「謎の宝石」としか分からない蘇生装置の部品は、ヴァンダルーの魔力をオリハルコンよりも強固に弾き、ゴーレムにならないのだ。

　多分オリハルコンが材料に含まれているか、未知の神造金属で出来ている。何せここは剣と魔術のファンタジー世界だ。オリハルコンがあるのと同様に、ヒヒロイカネや神珍鉄と言った伝説上の金属が存在してもおかしくない。

　しかしあの戦いで更に【ゴーレム錬成】のスキルレベルが上昇し、オリハルコンなら何とか形を変えたまま止める事は可能になった。だから更に【ゴーレム錬成】のスキルレベルが上昇すれば、何時かこの装置を元通りに出来るかもしれない。

　……レベルが上限に達しても無理かもしれないし、形だけ元通りにしても正常に動くとは限らないのだが。

　だからヴァンダルーとしては、【ゴーレム錬成】スキルのレベルを上げる以外に蘇生装置を修理する手段か、他にダルシアを復活させられる方法が欲しいところだ。

　エレオノーラの時間属性魔術で装置が壊される前に戻す……のは難しいらしい。

「時間属性に適性があったからビルカインには拾われたけれど、この属性は良く言えば大器晩成、悪く言えば超一流以外は大した事の出来ない名前負け属性なのよ」

　時間属性は〝時と術の魔神〟リクレントが司る、オリジンには無かった属性だ。しかし適性がある者は空間属性同様に他の人間魔物通じて他の属性よりも少なく、また他の属性に在る分かり易い効果も期待できない。

　勿論レベル１０にでもなれば時間を止めたり、巻き戻したり、未来や過去の出来事を見通したりと、人知の限界に迫る事が可能だ。

　しかし、エレオノーラ程度の術者では自分の時間を加速して早く動いたり、何時間もかけて数日前の過去や数秒後の未来を予知するのが精々らしい。

「ヴァンダルー様から魔力を頂いたとしても、一秒前に戻せるかどうか……」

　申し訳ありませんと必要も無いのに謝るエレオノーラを甘やかして、ヴァンダルーは他の手段を考える。

　最も確実な手段は、この装置を作った女神ヴィダやその眷属に修理を頼む事だ。作った本人だから、修理は可能なはず。それに死者の蘇生を研究していたのだから、タロスヘイム以外にも似たような装置があるかもしれない。

　問題は、何処にいるのか分からないと言う事だか。

　ヴィダはアルダに敗れた後、このバーンガイア大陸南部で眠りについていると言う。しかしこの大陸の三分の一を占める、強力な未知の魔物が生息する魔境だらけの土地を捜し歩くのは時間もかかるがそれ以上に危険すぎる。

　蘇生装置を使わない方法としては、人間社会に存在する魔術師ギルドや王国の書庫にある書物を読み漁り、古代の魔術師の霊やリッチから情報を聞き出して、他の方法を探るという事程度しか思いつかない。

「つまり地道に努力しながら情報を集めるしかないと言う結果に落ち着きました。すみません」

　三度目の人生五度目の夏、五歳になったヴァンダルーはそうダルシアに報告した。

『気にしないで、あなたが悪い訳じゃないわ。それに、何だったら母さんアンデッドでも……』

「ダメです。そもそも容れ物が無いじゃないですか」

　もしダルシアの死体が在れば、ヴァンダルーもそれを考えたかもしれない。しかし、ゴルダン高司祭等によって見世物のように火炙りの刑にされてしまったため、今ダルシアが宿っている小さな骨の欠片しか残っていない。

　ここから全身を修復するのは、幾らヴァンダルーでも不可能だった。

『うーん、じゃあサリアちゃん達みたいな鎧を使って、リビングアーマーになるのはどうかしら？』

「サリアやリタが宿っている様な形の鎧は早々ありません」

『や、やぁーねー、別にあの形が良いって言う訳じゃないのよ。確かに綺麗な鎧の方が良いけど、あそこまでは、ちょっと』

　ヴァンダルーもダルシアにビキニアーマーやハイレグアーマーを勧めたい訳ではないので、本人が乗り気でないのは大歓迎だ。

　……ヴァンダルーが冷静に思い返せば、生前ダルシアの露出度は平均よりも高かった事に気がつけるのだが。

　しかしここ数年彼はそのダルシア以上に露出度が高いグールの女性陣に囲まれているので、気にしないかも知れない。

　寧ろ、最近仲間になったエレオノーラは露出度が少ないなと思ったぐらいだ。勿論、口に出した事は無い。出してしまったら、彼女が脱ぎだす未来しか見えないからだ。

『でも、ヴァンダルーに苦労ばかり掛けているし、鎧の形くらい──』

「構ってください、お願い」

　安堵していたら妙な決心をダルシアが決めかけたので、慌てて止めたのだった。
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　選択肢の一つに、将来的に元の身体で生き返せなかったら、魔物等の死体を加工してダルシアの身体を作るという案を出す事で、何とか彼女のリビングアーマー化を思い留まらせた。

　まさかファンタジー世界でフランケンシュタイン博士をする事になるとは思わなかったが、こっちは遺体を縫い合わせるだけなので可能だろう。ダルシアそっくりにと言うのがとても難易度が高いだろうが。

　何処かに教えてくれそうな猟奇殺人犯の霊は居ないだろうか？　原種吸血鬼の魂を砕く前にそのノウハウだけは聞いておいても良いかもしれない。

「後この前手に入った【神殺し】ってスキル、何なんだろう？」

【魂砕き】以上に検証し難いスキルが手に入ってしまった。ユニークスキルと言う事は、ヴァンダルー固有のスキルなのだろうし、誰も知らない可能性が高い。

『うーん、やっぱり神様を殺しちゃうスキルなんじゃないかしら？』

　一応聞いてみたけど、ダルシアも含め誰も知らなかった。

　ゲーム的に考えれば、多分神とその眷属に与えるダメージにプラス修正とか、そんな程度だとは思う。

　しかしアイスエイジはただのオリハルコンの槍になったため、近くに神の眷属は存在しない。試しようがないのだが。

　後は、ドラゴンゴーレムのお蔭で手に入った経験値で【ゴーレム錬成士】のレベルが上限に達したので、明日にでもまたジョブチェンジしに行こう。

【ゴーレム錬成士】はステータスの上昇率が知力に偏っていて、敏捷がだいぶ落ちるが、力や体力は底辺に近かった。魔力も期待より上昇しなかったが、スキル補正は役に立った。

　そんな印象のジョブだった。




──────────────────────

　名　前：ヴァンダルー

　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

　年　齢：５歳

　二つ名：【グールキング】

　ジョブ：ゴーレム錬成士

　レベル：１００

　ジョブ履歴：死属性魔術師

・能力値

　生命力：１１５

　魔　力：２２４５０６９３３

　力　　：７９

　敏　捷：８０

　体　力：８３

　知　力：３９２

・パッシブスキル

　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル３】【死属性魔術：レベル５】

　【状態異常耐性：レベル５】【魔術耐性：レベル１】【闇視】

　【精神汚染：レベル１０】【死属性魅了：レベル５】【詠唱破棄：レベル３】

　【眷属強化：レベル７】【魔力自動回復：レベル３】

・アクティブスキル

　【吸血：レベル３】【限界突破：レベル４】【ゴーレム錬成：レベル６（ＵＰ！）】

　【無属性魔術：レベル４】【魔術制御：レベル４】【霊体：レベル３（ＵＰ！）】

　【大工：レベル４】【土木：レベル３】【料理：レベル２】【錬金術：レベル３】

　【格闘術：レベル２】【魂砕き：レベル２（ＵＰ！）】【同時発動：レベル２（ＵＰ！）】

　【遠隔操作：レベル２（ＵＰ！）】

・ユニークスキル

　【神殺し：レベル１（ＮＥＷ！）】

・呪い

　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】

──────────────────────





[image: ]






　法命神アルダ。従属神を除けばラムダ世界に唯一残る創世の神であり、邪神や悪神を含めても最も力を持つ神だ。

　その力の源は、アルダを仰ぐ従属神や御使い達、そして何よりも祈りを捧げる信者の数だ。

　魔王との闘い、そして同胞であるはずの女神ヴィダとの戦いを経て深い傷を負ったが、それでもアルダの力は強大だった。

　その姿は分厚い書物を持つ厳格そうな白髪の老人や、右手に断罪の大鎌を左手に松明を持つ厳しい眼差しの若者、若しくは煌めく月の形で表される。そのどれもがアルダの姿であり、象徴だった。

　そのアルダは、ここ数万年思い悩む事が多くなった。理由は勿論、彼が愛するこの『ラムダ』の将来についてだ。

　正確に言うなら、彼は常に悩んできた。思考し、人々の声を聞き、如何にして世界の光の元で秩序を保ち平和な状態に近づけ、それを維持するか。その理想を人々にどう広め、理解を促すか。常に考えている。

　しかし、それがここ数万年は芳しくない。

『今までの方針を改める時が来ていると言う事か。あの輪廻神の言葉に同意しなくてはならないのは、忌々しい事だが……』

『お待ちください』

　一人呟き考えを纏めていたアルダの元に、彼の従属神にして側近である〝記録の神〟キュラトスが現れた。

　アルダ自身が創世の直後に創りだした御使い（地球で言う天使に相当する存在）から神に至り、独立した神格ではなくあくまでもアルダの側近として彼が携える書物などの形で表される存在だ。

『主よ、ロドコルテの言葉に等耳を貸す必要はありません。彼の者の唱える発展など、建前でしかありません』

『落ち着け、キュラトスよ。我もロドコルテの言う発展に必要性を認めた訳ではない』

　アルダ達は輪廻神ロドコルテからこの世界は他の世界に比べて劣っており、『発展』する必要があると幾度も訴えられていた。

　しかし、それはアルダ達にとって心に響かない、意味不明の難癖に等しい。

　文化芸術の発展と継承、一つの文明が安定して続く事。それはとても素晴らしい事だ。

　だがアルダ達にとってそれは最も優先するべき事では無かった。

　法命神アルダとその従属神、ユペオン等アルダを支持する神々にとって今は戦時下なのだ。魔王を倒し、ヴィダを倒し、しかし未だ邪悪なる神々が暗躍し、世界には魔物とヴィダの新種族が巣食っている。

　まず優先すべきは、邪悪な神々と魔物、そしてヴィダの新種族との戦いだ。それよりも世界の『発展』とやらを優先してどうするのか。

　そしてアルダはロドコルテが求める『発展』の本音に気が付いていた。ロドコルテは、この世界の人口が増える事だけを望んでいるのだ。輪廻の環を巡る魂の数が増えれば増えるだけ、あの神の力は増すのだから。

　だがアルダは逆にこのラムダの世界で人間の人口が増える事をあまり望んでいなかった。

　人々が多くなり過ぎればそれだけ必要な資源が増え、多くの派閥が形成され、国が出来る。そして対立し、秩序を保つのが難しくなる。

　億を超えない今でさえそうなのだから、ラムダの総人口がロドコルテの要求する数十億以上になったらどんな混乱と無秩序が訪れるのか、想像するだけでも恐ろしい。

『そもそも、世界の維持に発展等必要ではない。異世界に倣う等、もっての外だ』

　魔術を使わない科学技術には感心はするが、それがラムダに必要な物か？

　電気、自動車、火薬やダイナマイト、飛行機、コンピューター、実体の無い経済活動。それらがもたらす利益は大きく、人々の生活は便利で豊かになったのだろう。だが、それらがもたらした不利益に釣り合っているのか？

　事実、それらが存在する世界ではエネルギーのために自然が破壊され、時にはそれが理由で戦争や紛争が起きているではないか。

　自動車は毎年何万人もの事故死者を出し、火薬やダイナマイト、飛行機は戦争に利用されている。コンピューターは新たな犯罪を産み、実体の無い経済取引に人々は振り回され破滅している。

　何より愚かしいのは、それらが存在する世界では未だにそれらを使う者達を律する完全な秩序が確立しておらず、守られていない事だ。

　この『ラムダ』には既に魔術が存在する。そして魔術にも存在する事で不利益が生じ、人間同士で殺し合いをしている。

　この上に何故異世界に在る災いの種を取り込まなければならないのか。

　だからアルダにはロドコルテの言葉は響かない。各世界には各世界の事情があるのだと、答えるのみだ。

　それがアルダを支持する神々の総意でもある。

『では、何を改めると言うのですか？　魔王の輪廻転生システムとヴィダの輪廻転生システム。これらの破壊無くして、世界の平穏はあり得ません』

　彼らが邪悪な神々と魔物、ヴィダの新種族を滅ぼす事でアルダは、ラムダに存在するロドコルテ以外の輪廻転生システムを破壊する事を目標としていた。

　ロドコルテ自身は兎も角、彼が作り出し管理する輪廻転生システムは完璧だ。しかし、残り二つのシステムは問題以前の代物だ。

　魔王式輪廻転生システムは今も魔物をこの世界に産み出し続けている。時には邪悪な神自らが受肉し転生するために利用した事すらある。

　ダンジョンと言う形で人間に一部貢献しているが、それは百害……千害あって一利があるだけの話だ。それにダンジョンに魔物を供給するだけなら、魂は必要無い。魂の無い人形としてダンジョンにのみ創り出し、配置する事も不可能ではない。……〝時と術の魔神〟リクレントの復活を待たなければならないが。

　そして女神ヴィダが作り上げたシステムだが、あれはとても不安定な代物だ。本来のシステムを魔王が模倣して作ったシステムの、更に模倣なのだから無理もない。ヴィダはいずれこの世界全ての輪廻転生をあのシステムで運行しようと考えていたようだが、危険すぎる試みだ。

　ヴィダはシステムを安定させるために魔物との間に新種族を産みだし、システムの補佐をさせると言う理由もあって吸血鬼を産み出したが、そこまでしても不完全なシステムにこの世界の人間の魂を託せる訳が無い。

『今まで幾多の勇気ある者達が御身の理想のために戦ってきました。彼ら、彼女らの為にも……』

　キュラトスは今までの歴史を全て【記録】している。故に、キュラトスは物事を判断する時、過去を基準に考える。

　そのキュラトスにアルダは苦笑いを浮かべた。

『何もヴィダの愚行を止めるのを辞めるとは考えていない。やり方を改めるべきかと思考しているのだ』

　そう言うとキュラトスはほっと安堵した。そしてアルダの思考を記録しようとする。

『では、どのように改めるのですか？』

　今までのアルダのやり方は、方針を示しつつも具体的に実行する方法は人間に任せるというものだ。

　神々は人を導く者であり、支配者ではない。こればかりはアルダも他の世界同様に正しい事だと考えている。

　そしてこれまでアルダが示した方針は教義に関するもの以外では、邪神や悪神そしてヴィダの新種族の討伐、ザッカートの遺産に代表される異世界の知恵に頼る事の禁止だ。

　それを信者の中でも能力が高い者に神託の形で託している。

　しかし受け取った信者達がそれを広める段階で神託が歪んで伝わり、実行する段階で間違っている事も多い。

　その最近の例がアミッド帝国にあるアルダ本神殿だ。邪悪な神とその僕達の討伐よりも、ヴィダの新種族や異世界の知恵や遺産の破壊を優先しすぎている。そして帝国はそれを政治に利用しすぎた。

　そのせいで〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカの勢力が暗躍する事を許している。

『これからは具体的に優先すべき事を伝える。今までは人間達に正しい判断を期待していたのだが、過ぎた事を望み過ぎたようだ』

『致し方ありませぬ。私は勿論、主も全知全能には程遠いのですから』

『その通りだ。この神域に在っても、見えぬものは多い。故に人間達が我の神託を彼らに合った方法で実現してくれることを願ったのだが……』

『では、何を優先されるのですか。やはり、ヴィダの新種族の討伐でしょうか？　それとも、まずは汚らわしき魔物との混血種に対象を限りますか？』

　ヴィダの新種族は、この十万年で勢力を大きく削られている。独自の国を持つ種族は少なく、あっても数千人規模でしかない。原種吸血鬼のような例外もあるが、既に勢力として纏まっておらず個別撃破して行けば討伐するのは比較的容易だ。

　だからキュラトスもそれを優先するのではないかと思ったのだろう。

『いいや、キュラトス。まずは邪神や悪神との戦いを優先するよう伝えるつもりだ』

『何と！　まだ〝悦命の邪神〟を筆頭に勢力を保っている者達が多いはずですが。ベルウッド殿も〝罪鎖の悪神〟と相打ちになってから眠りつづけています。宜しいのですか？』

　キュラトスの言う通り、まだ邪神や悪神はヴィダの新種族に比べて勢力を保っている。〝悦命の邪神〟のように社会の裏で根を張っている場合もあれば、魔境に自らを奉じる魔物を集めた大集落を築いている場合、中には大胆な事に大陸から離れた島や、陸の孤島等に自らを奉じる国を作り上げた場合まで存在する。

『彼奴等との戦いは過酷にして熾烈なものになるだろう。しかし、ヴィダの新種族の討伐を優先すれば、奴等がそれに付けこみ、利用する。〝氷神槍〟のミハエルの事は記録しているはずだな？』

〝氷神槍〟のミハエルは、アルダに注目された近代の英雄だ。アルダの教義と、何よりも勇者ベルウッドの教えを実践してきた。行く行くは最低でも御使いや英霊に、功績次第ではベルウッドのような英雄神として迎えるつもりだったのだが……。

『それは、確かに。惜しい者を闇に奪われました』

　しかしミハエルの魂は何者かに奪われてしまった。恐らく暗躍していた〝悦命の邪神〟の手の者か、それとも境界山脈で隔てられた地に巣食う悪神や邪神の手の者か。

『どちらにしても、我とヴィダとの戦いを邪悪な神共が利用し、漁夫の利を得ている。ならば既に弱っているヴィダの新種族より、かの神達の討伐を優先すべきだろう。それに、ヴィダの種族の中には既に人間達の中で一定の立場を築いている者が存在する』

　ヴィダの種族の内、巨人種や獣人、ダークエルフと言った者達は人間達の中で既に存在を確立している。平民、奴隷、農奴、鉱山夫、娼婦、冒険者、職人。その殆どは地位が低いが、中には貴族や王族等にも存在する。

　彼らの性質が邪悪では無い為、社会の一員として受け入れている国も少なくない。

『それを頭ごなしに滅ぼせと言っても、我の真意は伝わらないようだ。人間達に輪廻転生システムの事を話す事は出来ないのだからな』

　人間達の中には、善良なヴィダの新種族の隣人を殺せだなんて、何て非道な神だとアルダを非難し、反発する者も多い。

　そう言った人間達に理解を促す事もアルダは自らの信者に期待しているのだが、やはりあまり芳しくない。

『故に、まずは邪悪な神々の勢力に矛先を向ける。その間、我々は人間達を支援しながらヴィダの新種族を滅ぼす方策を練るのだ』

『なるほど。しかし、すぐに人間達が主の御心を理解するでしょうか？』

『そこが問題ではあるな』

　神託を使って意思を伝えると言っても、直接会って話すようにとはいかない。神の意思を人間が理解できるように情報量を落し、更に受け取った人間が自分の言葉にしてそれを翻訳してやっと伝わるものなのだ。

　神の頭脳をスーパーコンピューターとするなら、平均的な人間の頭脳は精々旧式の携帯ゲーム機でしかない。そのため、神託を伝える時は波長の合いやすい自分の信者の中から、力の強い者を選ぶ必要がある。

　下手な者を選ぶと神託の意味を全く理解せず間違った解釈をし、中には神託を受けた事自体に気が付かない場合まであるからだ。

　だから神託は選ばれた聖女や聖人に、そして短く単純で分かり易い意味の物を下すのが正しい。

　神代の時代のようにアルダ自ら地上に降臨するか、ミハエルの様な英雄の魂を死後神域に招けば別なのだが。

『それに、伝わったところで納得するでしょうか？　我々従属神や御使い達も、今までヴィダの新種族は邪悪であると示し続けてきましたので』

『人間達に輪廻転生システムの事を教える訳にはいかなかった故、新種族の討伐に大義名分を与えるための策だったが……裏目に出たようだな』

　アルダは魔物と交わって生まれた新種族達を邪悪であると確信している。個々には善良な者も存在するかもしれないが、あの吸血鬼に代表される生態では必ず将来に禍根を残す。現状の秩序を大きく破壊する。

　そして吸血鬼は生態が、ラミアやスキュラは姿から人間とは大きく異なるため人間達の多くはアルダの言葉を信じ、討伐の対象としている。

　しかし先程述べた様にヴィダの新種族の中には、受け入れられた者達が存在する。だからアルダを含め、キュラトスや〝氷の神〟ユペオンはあれらの種族は邪悪であると喧伝してきたのだ。彼らを滅ぼすために。

　輪廻転生システムを破壊するには魔王のような魂を破壊する能力を使うか、魂が転生する先を零にする……生存する個体をひとつ残らず殺し尽くすしかない。善良だから、社会の一員だからと例外を許す訳にはいかないのだ。

『さて、どうしたものか』

　そう考えるアルダだが、彼はこの思考の間も目まぐるしく神としての仕事をこなしている。

　自身が司る光属性、そしてヴィダから奪った生命属性の力を世界に行き渡らせているのだ。

　本来、ラムダには八柱の属性神とマルドゥークやゼーノ達三柱の神々が支えて運行されるのが正しい状態だ。

　しかし、魔王との戦争とヴィダとの戦いの結果、残ったのはアルダ一柱のみ。炎属性や風属性等はザンタークやシザリオンの従属神たちの内生き残った神々が分担して運行している。

　ただ生命属性はヴィダとその従属神達が復活しないように神格を剥奪するために、アルダが権限を奪った。

　そのためアルダは、本来専門外の生命属性の管理も行わなければならなくなった。従属神達にも補助をさせているが、やはり専門外なので大きな戦力にはならない。

　これはプロサッカーチームに所属する選手達にその練度を保たせながら、相撲取りとして好成績を出し続ける事を要求するようなものだ。

　本来は、生命属性を得意とする従属神を増やせば問題は解決するのだが、神に至れるような器の持ち主は早々現れるものではないし、非凡な者をアルダが独占する訳にもいかない。苦しいのはどの属性でも同じなのだから。

『確実な解決策は、ロドコルテにシステムを操作させ、異世界から従属神に相応しい魂の持ち主を紹介させる事だが……』

　異世界から一時的、数百年でも構わないから神になってもらい業務にあたってもらえばアルダ陣営の負担も軽減し、邪悪な神々との戦いに全力で当たる事も出来るのだが。

　キュラトスが首を横に振った。

『あの神の答えは、「システムの恣意的な運用は出来ない」に決まっています』

『っで、あろうな』

　最近静かになったとはいえ、ロドコルテが協力的になった訳ではない。助けを求めるだけ無駄だろう。

『主よ、信者の中から新たに従属神を探しては如何ですか？　英霊以上でしたら、現在三人程候補が存在します』

　分厚い本を開いたキュラトスがその記録から従属神候補をアルダに見せる。

　あくまでも候補なのは、その物の器がどうなるか生を終えるその瞬間まで分からないからだ。どんなに優秀でも、人を導かない者は神に至れず、人が憧れない者は英霊になれないからだ。

　名も無き英雄は、悼まれる事はあっても神域には至れない。

　その中で三人の候補と言うのは多い方だ。一人は……名前が消えた。

『……申し訳ありません。どうやら、ヴィダに鞍替えしたようです』

『……そうか。吸血鬼の誘惑に屈したか、魔人に堕ちたかしたのだろう』

　人間を後天的にヴィダの種族にしてしまうあの生態は、真実世界の害だ。

『後の二人は、ボーマック・ゴルダンにハインツか』

　二人の事はアルダも知っていた。ゴルダンは熱心な信者で……やや熱心すぎる傾向があるが、第一線で吸血鬼と戦い続ける敬虔な信者だ。力そのものは歴代の英雄達と比べると下の方だが、人を魅せ模範となると言う意味では一級だ。

　ただ近々行われるらしい境界山脈への遠征を最後の仕事とし、それ以後は第一線から身を引いて後進の指導に当たるつもりのようだ。

　彼が討ち漏らしを悔いているダンピールを、今回の遠征で討ち果たして晴れ晴れしい気持ちで引退出来る事を願うばかりだ。

　……この時アルダはそのダンピール、ヴァンダルーが異世界からの転生者である事に気が付いていなかった。アルダにはロドコルテやヴィダの輪廻転生システムから情報を得る能力は無く、そのためゴルダン高司祭が祈りで報告する以上の情報を持っていなかったからだ。

　多少不審に思っても、それはヴィダ式輪廻転生システムの歪みから来たものだと考えれば納得できる。

　まさか過去に召喚した勇者を「すぐに送り帰すか、使い潰せ」と暴言を吐いたロドコルテが、異世界の人間を、自分達がそれを禁止している事を知っていて、しかも事前に断りも無く送り込んでくるとは神でも考えつかない事だったのだ。

　そしてそのままハインツについて記載された資料に目を通す。

　ハインツもまたアルダの信者で、十年と経たずＡ級冒険者に至っている。力は十分だが、まだ英雄となるには功績がいささか足りない

　加護を与え助力すべきかもしれないが、今の彼は迷っているようだ。

　迷うのは良い。神も人も、迷いがあるからより深く思考する。加護はあくまでも助力、成してきた事の褒賞であるべきだ。信者を縛るものであってはならない。

　彼に関しては暫くの静観が必要だろう。彼の迷いが、正しい答えを導き出す事を期待して。

　ただ前もって準備しておく事も必要だ

『この二人に関しては、ロドコルテに通達を出しておけ』

　神の力を作って創造される御使いでは無く、英雄を死後神の眷属とするためにはロドコルテに前もって届け出をする必要があった。例え信者でも輪廻転生を司るのはアルダでは無くロドコルテなので、強引な真似をすればシステムに不備が起こってしまう。

『仰せのままに』

『後は手の空いた者はここに集まるようにと。他の属性神の従属神達もだ。これからの事を話しておきたい』

『ははっ』

　一礼してキュラトスが消えた。彼の事だ、アルダに任された仕事をすぐに終えてまた現れるだろう。

『人間達の中から、第二のベルウッドが誕生してくれれば良いのだが……』

　アルダは神域の空を見上げ、遥か昔の事に思いを馳せた。

　魔王との戦いに勝つために、勇者達を異世界から召喚しようと言い出した〝空間と創造の神〟ズルワーンに、アルダは慎重論を唱えた。魔王と同じく異世界から現れた勇者が、何故この世界のために命がけで戦ってくれるのか、魔王側に寝返るだけではないのかと、納得できなかったからだ。

　しかしヴィダは逆に現状を打破するためには、大胆な手段が必要なのだと訴えズルワーンに賛成した。

　そして輪廻転生の神にも救援を期待できないため、ズルワーンとヴィダの意見が支持された。しかしアルダの意見も無視された訳ではない。

　まずズルワーンが異世界に扉を開き、アルダを含めた他の七神がその世界から一人ずつ勇者に相応しい人物を選び、招く事になった。

　そしてアルダが招いたのは鈴木正平、後の勇者ベルウッド。ヴィダが招いたのが坂戸啓介、後の堕ちた勇者ザッカート。他にも、五人の勇者達がこのラムダに降り立った。

　彼らは優れた救世主だった。意見の対立もあったが、話し合う事でより良き解決策へと導く事が出来た。

　特にベルウッドはアルダにとって理想的な勇者だった。戦闘力は勿論、勇気があり常に最前線で魔物の軍勢と戦い、何よりもアルダの考えを理解してくれた。

　魔王との激戦の結果失われたラムダの歴史や文化、文明を哀しみ、復興の過程で言語を含めた異世界の文明を幾つか取り入れなければならなかったが、ベルウッドはそれすら悔いていた。

「アルダ様、僕はこの世界が好きです。僕が居た世界とは全く違う、この素晴らしい世界が。魔王を倒して平和になったら、この世界は僕が居た世界よりずっと良い世界になります」

　そう語っていたベルウッドと自分が、異世界の知恵を積極的に取り入れるべきだと訴えていたザッカートやヴィダと争うようになったのは必然だったのかもしれない。

『思えば、あれが間違いであったな』

　アルダはそう振り返る。生き残った自らとベルウッドと彼の意見に賛同する二人の勇者、そしてヴィダ。

　だがヴィダはその時既にアルダ達を信用していなかった。ベルウッドが戦いの最中、魔王に勝つためには仕方なかったとはいえ、ザッカート達を見捨てた事を許せなかったのだろう。

　いや、ヴィダはザッカート達が死ぬようにアルダ達が仕向けたのではないか疑っているようだった。

　そして入った罅は深くなり、魔王は倒し千々に裂いて封印したと言うのに、生き残った二柱の大神同士で争う事になってしまった。

『我はヴィダの言葉を深く考え、賛同できる部分は認め、出来ない部分はその理由を詳しく述べるべきだった』

　元々この世界は複数の神々が存在する状態が正常で、それは神々自身にも言える事だった。特にアルダとヴィダは、極端に価値観が異なる神だった。

　以前ならシザリオンやリクレントやマルドゥーク、ガンパブレオ達が間に入って諌めてくれた。ズルワーンが茶化して毒気を抜き、ボティンが宥め、ペリアが意見を纏めてくれた。しかし、彼らは眠り、若しくは滅びてしまった。

『もし我との間に信頼が保たれていれば、ヴィダも独自の輪廻転生システムの創造や新種族を産みだす等と言う暴挙には出なかったかもしれん』

　そう考えるが、同時にただ優先順位を変えるだけではなく今まで禁止してきたことを認めるような、大きな変更は断じてするべきではないとも考える。

　アルダが間違いだったと教義を変更するという事は、今まで彼を信じて来た信者達も間違っていた事になるからだ。

　何より、それで今まで犠牲になってきた者達も浮かばれまい。

『悪』と断じて葬ってきた者達の為にも、『正しい』事を変える訳にはいかないのだ。

『主よ！　一大事です！』

　その時、キュラトスが戻ってきた。ただ、血相を変えて。ここまで狼狽する彼を見たのは、ヴィダとの戦い以来の事だ。

『アーティファクトに込められた〝氷の神〟ユペオンの分霊が、何者かに滅ぼされたのです！』

『なん、だとっ!?』

　キュラトスがもたらした報告にアルダも深い動揺を露わにした。

　何故なら、それを可能にするのは魔王と同じ魂を砕く力を持っている者だけだからだ。

『魔王が復活したのか、それとも新たなる魔王が出現したのか……どちらにせよ、まずは何者がユペオンの分身を砕いたのか見つけ出さねばなるまい』

　何者であるにせよ、魂を砕く力を持つ者は滅ぼさなければならない。あの戦いを繰り返してはならないのだ。





〈了〉
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　ホーム、ベース、勇者の宿。様々な呼び名があるが、関係者達には基地とだけ呼ばれる場所に任務を終えた『転生者』達が帰って来ていた。

「やれやれ、面倒な手続きがようやく終わった。銃や魔術媒体をいちいち返却しなきゃならないなんて。どうにかならないのかよ？」

　そう毒づきながら帰って来た『転生者』の一人に、同じく転生者であり【オラクル】の円藤硬弥は、溜め息で出迎えた。

「海藤、それはどうにもならない。何処の軍や捜査機関だって、銃や魔術媒体の管理は厳しく行われている。軍用の銃や魔術媒体を私用で使わせる訳にはいかないからね」

『輪廻転生の神』ロドコルテが『オリジン』と呼ぶこの世界には、科学と魔術が共存している。しかし銃の威力や社会における危険度が下がった訳ではない。

　引き金を引くだけで高い殺傷能力を保証する銃は、習熟が必要な魔術よりも兵器として優れている。

　しかし魔術が危険視されていない訳ではない。最新の軍用魔術媒体、魔術師の杖に相当する物を使えば素人が唱える魔術でも、高い威力を出せるようになるからだ。

　そのため、各国では程度の差はあるが銃や魔術媒体の所持や携帯を規制している。

　それは海藤も知っているが、彼は円藤の言葉に納得しなかった。

「いやいや、どうにでもなるって。任務で組んだ対テロ部隊の連中は、俺達よりは楽そうだぜ」

「国や組織ごとに置かれている環境や事情は異なる。それを理解したうえで、君に改善案があるのなら聞こう。どうなんだ？」

　そう円藤が聞き返すと、それまで薄っぺらな笑みを浮かべていた【グングニル】の海藤の顔つきが変わった。

「……そうか、だったら言わせてもらうぜ。災害救助とかチャリティーとか、そういったもんから俺を外せ。そして対テロや、紛争専門にしてくれよ」

　強い苛立ちを露わにした彼に、円藤は面食らったように目を見開いた。その彼に海藤はなおも続ける。

「うんざりなんだよ、ヒーローの真似事は。助けてやってるのに、ちょっと肩の力を抜いただけでギャーギャー五月蠅く騒ぐ連中を気遣いながら重労働なんて、やってられるか」

「お前はもう軍事関係の任務限定みたいなもんだろ。羨ましいねェ」

　しかし、海藤と円藤の話に他の転生者も嘴を突っ込んできた。

「炎上を繰り返した結果でしょ。海藤、あんたネット上じゃ【イフリータ】顔負けの発火能力者よ」

「聞かれてもいない事を書き込むからウザがられるのよ。馬鹿じゃないの？」

　黒人の青年と女性二人の転生者に、海藤が舌打ちをする。

「阿斗羅須に亀女とネクラは黙ってろ！」

「あ[image: ]!?　前の名前で呼ぶ奴はぶっ殺すぞ！」

　白井阿斗羅須から転生した事で名前がダグ・アトラスに変わった黒人の青年が、怒りに顔を歪めて海藤に凄むが、他の二人の反応は淡白なものだった。

「それよりも円藤さん、任務を選ぶことが出来るなら私は海藤の逆、災害救助専門にして欲しいんだけど。軍関係の任務よりはまだ安全そうだから」

「あ、あたしもそれでお願いします。被災地の慰問とか広報の仕事なら大歓迎ですけど、犯罪者相手の尋問は好きになれないんですよねー」

　結界を張る【アイギス】の能力者のメリッサは、その能力を買われて紛争地に。元アイドルの土屋加奈子は、精神に関係する能力を持っており、それを活かして特殊な犯罪者の尋問を行うため捜査機関に派遣されていた。

「……私はもう嫌よ。なにも見たくない。暫くでいいから、休みたい」

　逆に未来予知能力を持つ【ゲイザー】の見沼瞳は、その力をより役立てるために予知に関する研究を行っている機関に出向していた。

「俺は災害救助から外して欲しいね。連中、俺を便利な重機だと思ってやがる」

　そして怒りから立ち直った念動力者のダグは、重機が入れない場所でも瓦礫を簡単に撤去できる労働力として重宝されていた。本人の意向は余所に。

「君達に不満があるのは分かった。分かったが、今は堪えて欲しい。私達は今難しい状況に置かれている、それをどうにかするまで、皆の協力が必要だ」

「そんな事は──」

「分かってるんだったら、円藤に八つ当たりしても意味は無いだろ。問題児共」

　海藤の言葉を、新たに現れた転生者が遮る。三波浅黄、『ブレイバーズ』の中でも幹部に相当する者の一人だ。そして、彼の後ろには『ブレイバーズ』のリーダーの姿があった。

「君達の不満は分かった。だが、それをすぐに解決する事は出来ない」

　雨宮寛人は、静かに頭を下げて仲間達に頼み込んだ。

「僕達転生者は、この世界にとって異物だ。その僕達がこの世界に受け入れられるためにも、もう少しでいい。皆の為に耐えてくれないか」

　誠意を込めて頼み込むリーダーの姿に、部屋の中に満ちていた刺々しい空気が霧散していく。ただ、代わりに場を満たしたのは理解や寛容ではなく、白けた諦めだった。

「……別に期待してないわ。あなたがそう言って頭を下げる光景はもう予知していたから」

　そう言い捨てて、見沼瞳が頭を下げたままの雨宮の横を通り過ぎた。

「組織にとって大変な時期だってのは分かっているさ。でもそうなった原因に『耐えてくれ』なんて言われてもな」

　ダグがそう文句を吐きながら、瞳に続いて彼の横を通り過ぎた。

　大変な時期とは、もう五年以上前の出来事に端を発している。彼らがアンデッドが暴れていると救援要請を受け、ある軍事国家の研究所に向かった。そこで雨宮達は遭遇した「危険なアンデッド」を処理したのだが、雨宮はアンデッドが纏っていた禍々しい魔力の欠片も残さず消し去った。サンプルを持ち帰るよう国連から要請されていたのに。

　後にその研究所が、軍事国家が発見した死属性の魔術の研究所で、アンデッドはこの世界で唯一死属性の魔力を産み出す事が出来た被験体の成れの果てだった事が判明した。

　お蔭で『ブレイバーズ』は死属性の魔力が失われ、不治の病の治療薬が失われる原因として一部の人々から糾弾される立場になった。国連も、要請を無視した雨宮達に厳しい目を向けている。

　このままでは転生者達を守るために作った組織の存続に関わる。信用を取り戻さなくてはならない。そして雨宮が決断したのが、『ブレイバーズ』の活動の幅を広げる事だった。

「おい、お前等！　雨宮は俺達全員の事を考えてくれてるんだぞ!?」

「それは分かってますよー。あのアンデッドの残骸を全て処分したのも、死者がこれ以上弄ばれるのを防ぎたかったって心情からですよね？　死属性の事はあの段階では軍事国家が伏せていましたから、知らなくて当然ですし」

　ダグの後ろ姿に向かって声を荒げる三波に、加奈子が声をかける。だが、彼女の瞳にも理解や納得の色は無い。

「でも、それで傷ついた信用を回復させるためにテロや犯罪との戦いを始めて、あたし達に汚れ仕事をさせるのは納得がいきませんね」

「力ある者の責任だっけ？　理屈としては分かるけれど……力があるのと向いているかは別の問題よ」

　そう言って加奈子とメリッサも部屋を出て行く。

「俺は、そもそも同じ転生者だからって集まって組織を作る事自体反対だったんだ！　一人だけ上手くやりやがって、精々家庭を大事にするんだな」

　最後に残った海藤は、そう苛立ちをぶつけてから彼らの前から姿を消した。どうやら、能力を使ったらしい。

「……返す言葉も無いな。なのに、どうにもできない自分が不甲斐無い」

「そう自分を卑下するな。お前は上手くやってるよ、文句を言っているのはあいつ等みたいな一部の連中だけさ」

「そうだ。我々が突然変異の異常個体として政府に捕えられ、実験動物にされないよう、君は世界に対して上手く立ち回っている」

　自嘲する雨宮に、三波と円藤がそう慰める。

　彼等は異世界から転生し、前世の記憶と他人より秀でた才能、そしてこの世界の魔術でも再現できないような、より優れた事が可能なチート能力を持っている。だが、全員合わせても百人しかいない。

　人類から異物だと認識されれば、どんな扱いを受けるか分からない。能力を隠して生きていくのも、限界がある。だから雨宮寛人は転生者達が能力を隠さずに、世界から受け入れられて生きていける環境を作ろうと思い立ち、ブレイバーズを組織したのだ。

「あいつ等は島田や六道でも纏められないからな。教師陣は村上も問題児の一人になってるし、他も仲間を纏めるどころじゃないしで、頼りない。誰もお前を馬鹿には出来ないよ」

　三波がそう前世で学級委員や教師だった者達の名前を挙げた。

「流石に前世での役割を現世でも期待するのは酷だと思うよ。特に教師は……今じゃ生徒の我々と同い年なのだし」

「そうでもないさ、記憶があるんだからな」

「記憶があっても、成人した社会人を纏めるのは高校教師と学級委員のやる事じゃないと思うが。それに、彼等の不満も分かる。僕だけでは無く多くの仲間に、『今は耐えてくれ』と言い続けている。どうにか出来れば良いのだが」

　そうため息をつく雨宮に、円藤は「残念ながら、それはまだ先の事になりそうだ」と口を開いた。

「あの研究所から『アンデッド』が助けて、私達が保護し、そして助けられなかった被験体達が動き出したらしい。彼等は、『第八の導き』と名乗っている」

　死属性魔術の研究の為に、あの研究所には『アンデッド』以外の被験体が何人も囚われていた。それを保護した雨宮達は彼女達を国連に引き渡し、専門機関に身柄を保護された。だが、彼女達はその先で保護と言う名目の下、再び研究の為の被験体にされ人体実験の犠牲者に逆戻りさせられていた。

　雨宮達がそれを知ったのは、彼女達が自力で脱出して姿を眩ませた後だった。

「そうか、分かった。皆にはまだしばらく耐えてもらう事になるが……今度こそ彼女達を保護する！」

【ブレイバー】、勇者のコードネームを持つ転生者達のリーダーは迷いを振り切ると、新たな目標に向かって前を見つめるのだった。





〈特別収録／歪な勇者達・了〉









あとがき




　初めての方は初めまして。そうでない方はお久しぶりになってしまい、申し訳ありません。筆者のデンスケと申します。

　拙作も、皆様の応援のお蔭でめでたく四冊目の書籍化となりました。ありがとうございます。

　タイトルに「四度目は嫌な」とありますが、四冊目の出版は嫌なんてことはありません。四冊目の出版を大喜びしている作家。それが私です。

　では話を本の内容に移りまして……この四巻から書籍版オリジナルヒロインが登場いたします。表紙にも描かれている彼女ですね。Ｗｅｂ版でも、姿自体は登場しているので、書籍版完全オリジナルキャラクターかと問われると、微妙なのかもしれませんが。

　自由に動き回る活発さと、主人公に恥ずかしげもなく全身で張りつく大胆な一面を併せ持ち、肌や爪の手入れを主人公にさせるお嬢様なニューヒロイン。タロスヘイム第二王女ザンディア……の左手首がアンデッド化して誕生した彼女の活躍を楽しんでもらえれば良いのですが。

　勿論、既存のキャラクターも活躍します。新たに生まれた者、冒険で活躍する者、ランクアップする者等盛り沢山です。主人公も、本書からますます人外へと近づいていきます。

　四度目の人生はいらないと、三度目の人生を頑張る主人公の物語は第二の故郷を得て、人外魔境、魔人妖人の類の群れと化していきます。主人公勢力の戦力、そして数は生まれ変わったばかりの頃と比べ物にならない程に膨れ上がりました。しかし、主人公達を狙う敵勢力も。ますます強大になっていきます。ですが、それに負けず頑張る彼らの活躍をお楽しみください。




　そしてめでたい事は続くもので、この作品のコミカライズが始まりました！　このあとがきを書いている頃に、丁度第一話が掲載されました。私の両親にも好評です。

　私は今まで、拙作が漫画になるとは夢にしか見ていませんでした。ええ、一応希望は持っていました。第四回ネット小説大賞に応募した時から、この作品が入賞して、書籍化。そして、そのままコミカライズ！　となったらいいなと。しかし、夢は夢のまま現実にはならないだろうとも思っておりました。

　その夢が正夢になったのも、皆様の応援のおかげです。重ね重ねありがとうございます。これからは、書籍版、Ｗｅｂ版だけではなく、漫画版もよろしくお願いします。

　紙面も残りわずかとなりましたので、謝辞を。校閲さん、編集担当さん、一二三書房の皆様。左手首だけのキャラ等、特殊な要望を美麗なイラストに昇華してくださる、イラストレーターのばん！さん。この本の出版に尽力して頂いた全ての方々。そして「四度目は嫌な死属性魔術師」を応援してくれた読者の方々、ありがとうございます。

　それでは、次巻で会える事を心から願っております。





デンスケ









用 語 解 説




・モンスター編

【吸血鬼】

　女神ヴィダとアンデッド化した勇者ザッカートの間に生まれた種族であり、正確には魔物では無いのだが多くの国家、社会で魔物とされているため魔物として解説する。

　吸血鬼には原種、貴種、従属種の三種類が存在し、厳格な縦社会を築きコミュニティを運営している。

　この内冒険者が遭遇し、冒険者ギルドに報告が上がっている殆どが従属種であり、極稀に貴種との遭遇が報告される。

　吸血鬼は魔物であると同時に女神の血を引くため、ジョブに就く事が可能である。そのため、他の魔物よりも多彩なスキルを持つ。従属種でも強敵であり、貴種であればそれは竜種と同じかそれを超える脅威となり得る。

　そのため発見した際は一人で対処しようとせず、ギルドに報告する事が推奨されている。

　吸血鬼は個体差が大きいが、冒険者ギルドでは従属種は最低でもランク３。貴種は最低ランク６としているが、吸血鬼は人間同様にジョブについているので、ランクのみで実力を測らないよう注意を促している。

　従属種は吸血鬼の能力のうち肉体的な力のみを獲得し、ランクアップすると【獣化】や【分身】等のスキルを覚え、危険極まりない存在になる。

　ランクアップ後の名称は、ヴァンパイアスレイブ、ヴァンパイアライカン、ヴァンパイアリベリオン等が確認されている。

　貴種は肉体的な力だけではなく魔術的な能力も併せ持ち、個体によっては特殊な魔眼を獲得する場合もある。性質的に魔術に重きを置き重点的に研鑽を積む場合が多いが、肉体的に従属種に劣る訳ではない。そのため上位の個体は、魔術と武術両方を使いこなし、素の能力値も高い悪夢のような存在と化す。

　因みに、一般には全ての貴種吸血鬼が魅了や麻痺、読心等の魔眼を持っているように思われているが、実際には一握りの個体が持っている固有ユニークスキルである。

　これは魔眼を持たない貴種吸血鬼がそれと似た効果の魔術を使ったのを目撃され、それから誤った知識が広まったと思われる。

　ランクアップ後の名称の殆どは人間社会の貴族制度に倣っている。なり立てのランク６でただのヴァンパイアだが、７でリッター、８でバロンと昇爵していく。

　これらの吸血鬼には共通して太陽や銀、法命神アルダが司る光属性の攻撃魔術等が弱点である。氏族や奉じる神によって、招かれなければ建物に入れない、ニンニク、流れる水等の弱点が加わる。

　原種吸血鬼の情報は殆ど無い。ただ分かるのはエンペラーにまで至った最上位の貴種吸血鬼ですら、原種吸血鬼の前には膝を突き、服従を誓うという事だけだ。

　尚、セルクレントは当時ランク７のヴァンパイアリッター。僅か数年でヴァンパイアバロンにまで至ったエレオノーラよりも明らかに才能で劣っていた。




・ジョブ編

【ゴーレム錬成士】

【ゴーレム錬成】スキルと、それを使用して得られるスキルに補正がかかるジョブ。幅広くスキル補正がかかるが、その分能力値の成長幅は少ない。

　このジョブに就くには【ゴーレム錬成】スキルを１レベル以上で習得しているのが条件だが、現在ラムダではヴァンダルー以外に【ゴーレム錬成】スキルを持っている者は人間魔物問わず存在しない。




・スキル編

【遠隔操作】

　身体の一部を切り落とされるなど本体から離されても、引き続き自分の身体として操作する事が出来るスキル。

　主に高位のスケルトンやゾンビ、リビングアーマーや首無し騎士デュラハン等のアンデッドが習得している。また、極偶に生命力の強い魔物が習得している場合がある。

　レベルが高くなるほど操作できる距離が伸び、同時に操作できる数も増える。

　勿論人間でこのスキルを習得している者はいない。また、訓練法も伝わっていない。
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埼玉県在住。子供の頃ライトノベルにはまり、自分でも書くようになってから約二十年。王道ファンタジー作家を目指していたはずが、道からスピンアウトする事数え切れず。紆余曲折を経て第四回ネット小説大賞を受賞し、作家デビューに至る。好物はピザと鳥皮せんべいで、日課は腹筋運動。好きなヒロイン属性はアンデッド。
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